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プロローグ







（馬鹿な!!）

　それは突然の出来事だった。まさに青せい天てんの霹へき靂れきだった。

　いつもの街角、いつもの通りを歩いていたら──。

　いきなり車に撥はねられたんだ！　アクセル全開の超特急、殺人兵器と化したそれに、俺は避ける間もなく撥ね飛ばされた！

「ぐっ、がっ!?」

　ビルの壁に叩たたきつけられ、そのまま地面に崩れ落ちる。

　すでに体の感覚は失うせていた。視界は赤く染まり、それも段々と霞かすんでいく。

　濃厚な死の予感に、しかし、俺は立ち上がることさえできずにいて──。

（ふざけんな!!）

　なんで今日だ！　なんで死ぬのが今日なんだ！

　俺はこれから駅に行って、人生初のデートを楽しむ予定だったんだぞ!?　相手は学年でも評判のかわい子ちゃん！　見た目清せい楚そで、その実気さくなパーフェクト美少女！　そんな相手を口説き落とし、ようやくのことでＯＫがもらえたのに──!!

（なのになんで今日なんだ!!）

　死んでも死に切れないとはまさにこのことだ。

　俺は芋虫のように這はいずって、何とか助けを求めようとする。

　しかし向けられるのは、「あ、こいつはもう駄目だ」という表情ばかり。グロ画像でも見たような顔をして、周りのやつらは俺を遠巻きに見るだけだった。

（なぜなんだ……!?）

　薄れゆく景色の中で、俺は絶望と諦観に染まっていった。

　できることなら生き延びたい。生きてあの子とデートに行きたい。

　だけど駄目だ、ああ、駄目なんだ。俺はもう死ぬ。死んでしまう。十五年という短い命にあっけなく幕が下りてしまう。

（だけど!!）

　もう一度チャンスが欲しい！

　人生を送る機会を！　やり直すためのきっかけを！

　女の子といちゃいちゃしたり！　デートに行ったりお茶を飲んだり！　映画を見たりプールに行ったり、家で一緒にゴロゴロしたり！

　そんな、そんなチャンスを──。

（俺に与えてくれえええええええっ!!）

　声なき声を最期に上げて、俺はそのまま力尽きた。

　後に残されたのは無限の闇だ。奇跡なんかはこの世になくて、俺は生き返ることもなく儚はかない一生を終えてしまった。

　これで俺の物語はおしまい。

　俺が俺でいられたのは、わずか十五年というあまりに短い歳月だった。

　生まれ変わりがあったとしても、それはきっと俺じゃない。違う記憶を持った、まったくの別人になるはずだった。




　だけど、人生とは思った以上に不思議なもので──。




　俺は俺のまま、ここではない、違う世界で生まれ変わることになった。




「…………はは」

「……わははははっ！」

「わあーっはっはっはっ！」

　白亜の宮殿、その奥にある皇族専用の大浴場で──。

　俺は見目麗しい少女たちに囲まれ、この世の栄華というものを楽しんでいた。

「はい、殿下。あ～ん♪」

「うむうむ！　うむうむ！」

「いやん！　いたずらしちゃダメですよぅ！」

「よいではないか、よいではないか！」

　右に侍はべる子からフルーツをもらい、左に侍る子から柔らかな感触をいただく。

　まさに至福のひと時である。これぞ人生の喜びだ！

「殿下。こちらもご覧になって？」

「むうっ!?　な、なんて破廉恥な恰かつ好こうなんだ！」

「殿下ぁ！　あたしのことも見てよ！」

「けしからん！　けしからんなあ！」

　活発な子に手を引かれ、しかし視線は危ない水着に釘くぎづけになる。

　あれはいかんなあ。いかんいかん。裸の方がまだまともじゃないのか？

「殿下！」「殿下！」

「アウローラ殿下！」

「もっともっと、楽しみましょう？」

　花が浮かぶ湯船の中に、あるいは神殿にも似た浴室の内に。

　東西南北、様々な種族の女の子たちが揃そろっている。彼女らは俺のことを殿下、殿下と呼んでいて、中には遊びではない、情熱的な目を向ける者までいた。

（殿下か）

　そう、今の俺はそう呼ばれるに相応ふさわしい存在だ。

　成長著しい新興の帝国、その跡取りとして俺は生まれた。

　いわゆる「王子様」というやつだな。まさかこんな立場の人間になるなんて、前世では思いもしなかったが──。

（悪くない！　悪くないぞ！）

　これはこれで大いにありだ！

　皇族ならではの苦労もあるが、それを差し引いても大当たりの部類だ。

（一度死んだ時は、己の不運を嘆きもしたが）

　まさかこんな来世が待っていたとはな！

　思ってもみなかった幸運を、俺は全身全霊で味わうつもりでいた。

「さ～て、悪い子はどこだ～？」

「いや～ん♪」

「わーはははははっ！」

「きゃあ～♪」

　裸のまま鬼ごっこを始め、けしからん水着を次々と脱がしていく。

　それが許されるのが今の俺の立場。むしろ喜ばれるのが今の俺の外見だ。

　エッチな行動も「英雄色を好む」と解釈がなされ、俺は止められることもなく少女たちとの戯れを続ける。

　そしてそれは昼を過ぎ、日が傾いても続けられるのだった。




「あ～、楽しかった！」

「殿下、また誘ってくださいね？」

「うむうむ」

　やがて日が沈んだ頃に、宴うたげはようやくお開きになった。

　満足そうに帰っていく少女たちを見送りながら、俺もほっこりえびす顔になっている。

（次は舞踏会でも開こうかな？　それとも一転、運動会でもやってみようか）

　溢あふれんばかりの金があると、次から次に色んなアイデアが浮かんでくるな。参加者はもちろん、今日来てくれたような美少女たちだ。最低でも百人は集めて、みんな楽しめるような催しにして、もちろん中心には俺がいて──。

「虚むなしい……！」

　執務室に戻ってきたところで、俺はがっくりと両膝をついた。

　遅れて両手も床につくと、サラサラとした白髪がこぼれるように視界を覆っていく。

　見み惚とれるような美しい髪だが、今の俺には煩わしさしか感じられない。このままダンゴ虫にでもなりたい気分だ。いや、いっそ蝶ちようになってどこかに飛んでいきたい。

　そんなことを思いながら、なおも俺が床の上に這いつくばっていると、

「何をやっているのですか、何を」

　冷たい声でツッコミを入れられた。先に部屋にいた秘書官の声だ。

　名をメモリアという眼鏡めがねっ子は、冷めた目と呆あきれ顔とで俺のことを見下ろしていた。

「虚しさを感じるくらいなら、もう止やめてしまわれては？」

　もっともな意見、もっともな台詞せりふだ。

　秘書官殿の厳しい指摘に、しかし俺は声を張り上げて言い返す。

「いや、女の子は素晴らしいんだ！　見ているだけでも元気が出るんだ！　まさにこの世の宝物。叶かなうことならもっともっと、女の子たちといちゃいちゃしたい！」

「ですが」

「そう、今の俺も……！」




　女の子なんだ──。




　女帝の娘、アウローラ。

　美しい白髪と神がかった美貌を持つ、完全完璧な美少女。

　前世は男だった俺は、なんと今の世に、女となって生まれてきたんだ！

「くそっ！　なぜだっ！」

　なぜ俺は女として生まれてきた!?　なぜ前世同様、男じゃない!?

（性別以外は完璧なのに……!!）

　女の体じゃせっかくのハーレムも無意味だ。楽しいけれど楽しくなくて、俺はもうずっと、今日のような満たされない気分を味わい続けている。

　人は俺のことを「幸せな皇女」「皆に愛される姫殿下」と呼ぶが、その肩書きと性別こそ、俺を苦しめる最大の原因にもなっていた。

（しかし）

　一方で、女に生まれてきて良かったと思うことがある。

　それと言うのも、この世界は女尊男卑な世界だからだ。ここでは女だけが人間で、男は女の添え物のように扱われている。もちろんそこには理由があって、それはこの世界の「特殊な事情」とも密接に関わるものだった。

（男は魔法の力が女に劣る、か）

　この世界には魔法がある。それは不可能を可能にする万能の力だ。

　しかしそれは女に限っての話で、男は全員、初歩的な魔法しか使えなかった。女なら当たり前にできることが、男には逆立ちしてもできないんだ。

　空を飛べるか？　剣をバリアで防げるか？　何もないところから炎を起こし、重たいものも念動力で運ぶことができるのか？　答えはすべて否だ。男は貧弱な魔法しか使えない、ひ弱で情けない生き物だとみなされている。

　そんな世界に男として生まれたら、たとえ皇族であってもろくな目には遭わないだろう。跡取りなんてもっての外ほか、大抵は政略結婚などの道具にされてしまう。もちろん大事にされている男もいるが、箱入りや飼い殺しなど、俺はまっぴらご免だった。

（だけど俺は男になりたい！）

　男になりたい。男に戻りたい。男の体を手に入れたい！

　そう強くは願うものの──。

（難しいだろうなあ）

　女尊男卑のこの世界、男でいることのメリットはない。貴族や豪商たちとの付き合いも、俺が女だから上手うまくいっているんだ。ここで俺が男になれば、積み上げてきたものすべてが瓦解する。皇位継承権だって当然のように取り上げられるだろう。これではハーレムなんて夢のまた夢だ。

　加えて、周辺国との緊張関係、そして国内の反抗勢力の件もある。この国は女帝うちの親が剛腕でまとめ上げた急造国家だ。新進気鋭と言えば聞こえはいいが、まだまだ危うく、そしてまとめ切れていないところが多々ある。俺自身、何度か暗殺されかけたからな。そんな場面を切り抜けるには、女特有の強い魔法の力はどうしたって必要になる。

　そもそもの話、男に戻る方法もまだ見つかっていないんだ。継続的に探してはいるが、今に至るまで手がかりらしい手がかりは見つからなくて──。

「あ～、も～！」

　考えれば考えるほど泥沼だ！

　この世界はわたしにとっては都合がいいが、俺にとっては極めて都合が悪いんだ！

「だけど、俺は諦めないぞ、メモリア！」

「何をですか？」

「俺は、男に戻ってみせる！」

「は？」

「俺は絶対に、男の体を取り戻すんだ!!」

「ええ……」

　秘書官がまた、呆れ顔で俺のことを見ているが──。

　そこだけはどうしても譲れない、確固たる目標というものだった。
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第一章「アウローラ、異世界に立つ！」
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　帝都レガリアスの朝は早い。

　日の出と共に街は目覚め、やにわに活気を放ち始める。

　何と言っても百万都市、成長著しい大都会だ。ここでは物売りの老人までもがきびきびと動き、通りには早くも多くの荷馬車が行き交っている。

　そんな帝都の中心部に、俺の暮らしている宮殿はある。小高い丘の上に立つ、ローマの神殿を思わせるような威厳たっぷりの建物だ。その前には無数の市民が集まっていて、まだかまだかとそわそわ肩を揺らしている。

　彼女らは何が目的なのか？　税を下げろと嘆願に来たのか？

　いや、違う。そういったものとはまるで違う。これは彼女らの日課であり、生いき甲が斐いでもあり、何より楽しみにしていることでもあった。

　どこか子どものような瞳、その輝きを確認してから──。

　俺は勢いよく、宮殿の外へと飛び出していった！

「みんな～！　おはよう～！」

「「「「「きゃああああああああああああああああっ!!」」」」」

「今朝のみんなも、元気かな～!?」

「「「「「元気いいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」」」」」

　広場を見下ろすバルコニー、そこで俺は笑顔と媚こびを振りまいた。

　大げさなほどに両手を振って、かわいらしい仕草で民衆にアピールをする。集った市民たちの反応は恐ろしいほどで、大気は声だけでビリビリと震えるようだった。

「おかげさまで、わたしも十五歳になりました～！」

「おお！」「おおっ!!」

「おめでとうございます、姫様～！」

「ありがと～♪　昨日のパーティーに来てくれた子も、ありがとうね～？」

「「「はーーーーーーい!!」」」

「これからもわたし、一生懸命がんばりま～す！」

「「「「「はーーーーーーーーーい!!」」」」」

「それじゃ、今日も一日、がんばっていこう～！」

「「「「「わああああああああああ……!!」」」」」

　これ以上ないほどの歓声を受け、俺は宮殿の中へと引き返していった。

　侍従や警備の者、目につく人には軽く手を挙げ、にこやかな表情のままで奥へ奥へと進んでいく。

　そして自分の部屋にたどり着き、後ろ手に扉を閉めたところで──。

「だあああっ！　疲れた～！」

　そう叫び、ふかふかのベッドへとダイブしていった。

「ぬわあああん！　疲れたも～ん！」

　なんてうだうだと言いながら、ベッドの上でジタバタともがく。

　それでどうにかなるわけじゃないが、俺は今、どうしてもそうしたい気分だった。

「わたしってなんだ、わたしって！　俺は俺だ！　わたしじゃねえ！」

　うつ伏せのまま、枕に染み込ませるようにそう叫ぶ。

　そうだ、俺はわたしじゃない。れっきとした男なんだ。だけど体が女のせいで、俺は基本的に「女の子」として振る舞わなくちゃいけない。女尊男卑のこの世界、あんまりオレオレ言ってると問題視されるからな。基本的には完全無欠の美少女として、あくまでお姫様らしく振る舞わなければならなかった。
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　そういった理屈は、頭では理解できるんだが、

「だけど、うあああああああん！」

　やはり叫ばずにはいられない俺だった。

「朝から何を叫んでいるのです？」

「メモリア!?」

　冷めた声に慌てて振り向く。するとそこには俺の秘書官、メモリアがいて、ため息交じりに書類を机に置いていた。

「なんですか、ベッドの上でジタバタと」

　青い瞳が氷のように凍っている。

　その視線に刺されながら、しかし、俺は「理由があるんだ」と言い返した。

「いや、俺も昨日で十五歳になっただろ？」

「そうですね」

「前世では十五歳で死んだってのは話したよな？」

「お聞きしました」

「となると、近いうちに今生の時間が前世の時間を追い越すわけだ。前の世界にいた時よりも、この世界で過ごす時間の方が長くなってしまう。だからこそ、余計に焦ってしまうというか、危機感さえも覚えてしまってだな」

「はいはい。大変ですね」

「冷たいぞ!?」

　どこまでも事務的な少女、メモリア。

　眼鏡めがねの奥の冷たい瞳は、ますます凍るばかりだった。

「さあ、早く着替えてください。今日も予定が詰まっていますよ」

「へいへーい」

　秘書官メモリアに促され、俺はのそのそとクローゼットの方を向いた。

　すぐにも念動力でちちんぷい。アイドル用の衣装は脱げて、代わりに普段着がふわりと手元に飛んできた。こういうところがこの世界の便利なところだな。念じただけで物が動き、大抵のことは手も足も使わずにできてしまう。より高度な魔法を使えば、一瞬で着替える、服の色も形も変える、なんてこともできるんだけど──。

（男になれる魔法はない）

　なんでだ!!

　心の中でツッコみながら、俺は手早く着替えを済ませていった。




　この世界での俺の生国、通称帝国は歴史が浅い。

　建国からわずか十六年。若輩も若輩、よちよち歩きのひよっこのようなものだ。

　しかし、どんなものにも基礎や根っこが存在するもので、この国も建国以前にまで広げてみると、なかなかに深い歴史を知ることができた。

　歴史書によれば、かつてこの地には「黄金の国」と呼ばれた大帝国があったらしい。それは大陸の大部分を手中に収め、歴史上類を見ないほどの繁栄を築いていたという。

　元の世界で言えばローマのような国か、あるいはそれ以上の大国だったんだろう。勢いを増した大帝国は、やがて他の大陸、大海原の先までも呑のみ込んでいった。

　絶頂の中にあり、輝きを増していく黄金の国。その繁栄は百年でも二百年でも、ずっとずっと続くと思われていたが──。

　なんとある年、突然崩壊してしまうんだ。

　原因は分かっている。皇帝の崩御だ。絶対的な主柱を失い、帝国はバラバラに砕けてしまった。跡取りはどれも力不足で、未曽有の混乱を収めるだけの器がなかった。そのくせ数はいたせいで、それが国の崩壊を決定づけてしまった。

　有力な貴族が皇族を保護し、「我こそが帝国の後継者」と名乗りを上げる。それに不満な貴族が別の皇族を保護し、「いやいや、我こそが真の後継者だ」と名乗りを上げる。あとはそれの繰り返しだ。貴族たちはやがて王となり、それぞれが別の王と争い始めた。

　俗に言う戦国時代の始まりだ。時には協力し、時には敵対しながらも、諸国の王たちは次の皇帝になるべく戦い続けた。そしてそれは百年も二百年も続き、当事者の孫の孫の孫の代になっても終わらなかった。

　きっとこの戦いに終わりはない。次の皇帝なんて現れない。

　民の間には諦観が漂った。それでもなお戦いは続き、それは彼女らの認識通り、永遠に続くように思われたが──。

　なんとある年、突然終結してしまうんだ。

　始まりが突然なら、終わりもまた突然だった。期間にすればわずか一週間程度だったか。うちの母親が強大な力に目覚め、その力をもって諸国を併へい呑どんしてしまったんだ。

　抵抗はまったく意味をなさなかった。まるで燎りよう原げんの火のごとく、母の国は周辺国を次々と呑み込んでいった。

　そうしてできたのが現帝国こと女帝の国だ。前帝国の首都、レガリアスに都を移し、そこから旧帝国領の一部をまとめ上げている。王たちは再び貴族に戻った。多くは女帝に忠誠を誓い、領地を治める領主となった。

　最後の最後まで抵抗し、結果命を落とした王もいた。それでも半数以上が生き残り、女帝の配下に収まったのだから驚きだ。彼女らの腹の内までは見透かせないが、今のところは順調な滑り出しを見せている。

　帝国は再び主柱を得たのだ。領土の広さこそかつての帝国に及ばないが、長い戦乱からの解放と、そして絶対者たる女帝の登場に、人々の顔は明るかった。

　これからこの国はどんどん良くなる。それはどこに行っても実感できる。

　だからこそ俺も、毎日政務や会談、商談などを頑張っているのだが──。

「ブヒヒヒヒヒヒヒヒ!!」

「…………………………」

　十五歳の誕生日、その翌日に、俺は執務室で一匹の豚と向き合っていた。

　いや、そんなこと言ったら相手に失礼だな。仮にも相手は人間だ。それもなかなかの実力者でもある。

　商人ギルドの幹部のひとり、名をグリセルダという一匹の豚は、って違う!!　彼女は人間だ！　豚じゃない!!　そりゃまあ太ってるしブヒブヒ笑うし、意地汚いし好色だし贈賄の噂うわさは絶えないしでどうしようもないが、カネだけは山ほど持っているし、こう見えてかなりの人脈と商才があるしで、付き合って損はない豚なんだ!!　多少豚っぽいからって、「豚みたいだな」とか思うんじゃない！　分かったな!?

「姫様？」

「はっ!?」

　グリセルダに声をかけられ、我に返った。

　いかんいかん、ちょっと意識が飛んでいたな。ふるふると頭を振って、俺は改めて目の前の豚へと向き直った。

「んではぁ、例の件はわたくしにお任せくださるということでぇ」

「うん。全部任せるよ」

「ありがとう、ございますぅ」

「好きにやってもいいけど、水増し請求はほどほどにね」

「んまぁ！　姫様ったら！」

「ブホホホホ！」と頬ほおを揺らして笑う豚に、俺は苦笑いを隠しもしなかった。

　まあ、皇族としてはこういった対応も必要だ。グレーな悪徳商人ににこにこ愛想笑いをするのも問題だしな。少しは嫌悪感を出しておかないと、「まさかあいつと癒着しているのか？」とあらぬ疑いをかけられる。

　もちろん清廉潔白、清い関係じゃないんだけど、泥沼にはまり込むようなドロドロとした関係でもない。次期皇帝な身分としては、あくまでビジネスライク、こういった手合いとも割り切った関係でいて──。

「ところで姫様ぁ？」

「うん？」

「うちの末息子がですねぇ？　つい先日、十三歳になりましてぇ」

「うん」

「わたくしが言うのも何なんですがねぇ？　顔立ちは凛り々りしく、そのくせ女好きする体に育ってきていましてぇ」

「はい」

「つきましては姫様にですねぇ？　献上できればどうかと思いましてぇ」

「全力でお断りします!!」

　ねっとりとした視線、舌なめずりしながらの話、彼女の意図は明々白々だ。自分の息子を送り込み、皇室と繋つながりを持とうというのだろう。

　しかし！　俺は体が女でも心は男だ！　いくら極上の美男子を送られようが、そういう気になどなるはずもなかった。

「用が済んだら出ていけーっ!!」

「あぁん」

　怒った俺に足蹴にされて、豚は執務室から転がり出ていった。

　これでしばらくは献上の話題も出ないだろう。商談に一段落がついた手前、やつが俺を訪ねてくる頻度も減るはずだ。

　やれやれ、これで一安心。

　俺がほっと息をついたところで──。

「姫様。次の謁見の時間です」

「うっ!!」

　メモリアが示す先、廊下の端には商人がずらり。

　そのすべてが豚と同じような目をしていて、強したたかで計算高そうな笑みを浮かべていた。

（建国から十六年。帝国はいい国になりつつあるが）

　甘い蜜には虫が群がる。繁栄の陰には腐敗がある。

　それを上手うまく御するのが、正しい為政者の道なんだろうなと思った。
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　帝都レガリアスはとにかく広い！

　街というよりはまさに都市で、丘陵から湾にかけてを無数の建物が埋め尽くしている。

　五階建ての集合住宅アパートメントに、時を知らせる魔法の鐘楼。人で賑にぎわう大浴場に、熱狂渦巻く円形状の闘技場コロツセオ。丘の上には豪ごう奢しやな邸宅が立ち並び、港沿いには大きな倉庫や巨大な卸売市場が揃そろっていた。

　居住者人口はおよそ百万。そんな大都会の一角で──。

　俺は剣を構え、一心不乱に人形たちと戦っていた。

「ふっ……！　はあっ!!」

　呼吸は最低限に。しかし声には気合を込めて。

　演舞のように剣を振り、人形の急所、胸の魔石を砕いていく。

『…………』

　物言わぬ人形はいかにも不気味だ。つるりとした陶器の肌、それが陽光を不気味に反射し、俺に怖おぞ気けさえ感じさせる。

　そんな相手が二体、三体と、立て続けに現れては襲ってくるんだ。まるで虫のような人形の動きに、しかし、俺は平常心を乱さなかった。

「やあああああっ!!」

　敵の中に飛び込んで、体を回して周囲を一いつ閃せん！

　群がる敵を両断し、一度に勝負をつけようと考えたんだ。

　しかし、

（……しまった！）

　敵の手足が舞い散る中、こちらに猛然と駆けてくる個体が見えた。

　今の今まで隠れていたんだ。一瞬の隙を突くために、気配を殺して潜んでいた。

　回避はもう間に合わない。返す刃やいばは弾はじかれた。停滞していく景色の中で、敵の動きだけが機敏で鮮やかで確実だ。

　迫り来る鋭い貫ぬき手て、それを背筋が凍るような思いで見つめながら──。

「はああっ！」

　多くの魔力を左腕に集中！

　これを金こん剛ごう不ふ壊えの盾として、相手の貫き手の初撃を防ぐ！

『…………』

　感情のない人形は、それでも攻撃を続けようとしたが、

「ふっ！」

　空いた右手で剣を操作。弾かれ、宙を舞っていた剣を念動力で掴つかみ、それを引き寄せるように人形の背中に突き刺した！

『…………』

　人形はやはり無言だったが──。

『……　…　…』

　やがて操り糸が切れるように、ガシャリと地面に崩れ落ちた。

「ふー……」

　人形から剣を引き抜いて、俺はゆっくりと乱れた呼吸を整えていった。

　同時に周囲に気を配る。増援はない。隠れているような場所もない。どれも急所を砕いたんだ、死んだふりという線もなく、人形がよみがえるような気配もなかった。つまりこれで戦いは終わり。それを俺が認めた瞬間、横手から大きな拍手が聞こえてきた。

「お見事！」

「「「お見事です!!」」」

　バラバラと大きな拍手が鳴り響く。同時に聞こえる称賛の声。

　長方形の訓練場、その端には多くの戦士が控えていた。いずれも見目麗しい、十代、二十代の戦士たちだ。揃そろいの服で身を包み、その上から金色の胸当て、肩当てを装備する彼女らは、あくまでにこやかなまま、俺を囲むように近づいてきた。

「いやはや、実にお見事でした」

「咄とつ嗟さの判断と魔力の分配。私でも同じことができるかどうか」

「さすがは殿下、申し分ない戦いぶりでしたよ」

「これなら魔物とも戦えますね！」

「いや、姫様はすでにその域にはいないよ」

　これ以上ないってほどのべた褒めだ。

　よいしょよいしょと持ち上げて、そこからなかなか下ろしてくれない。

　二十代はもちろんのこと、十代の少女たちも年上ばかりだ。健康的に日に焼けて、しかし、どこか甘い香りのするお姉さんたち。そんな彼女らに褒められ続け、俺は何だか小さな子どものようになった気分だった。

「あー、えっと……い、今の戦い、点数をつけると？」

「「「もちろん百点満点です!!」」」

　これだよ。毎回これだ。

　むしろどうやったら百点以外を取れるのか。俺は甚だ疑問だった。

　しかし彼女らは真面目な顔で、なおも俺をよいしょよいしょと持ち上げて、

「お前たち！　何をしている!!」

「「「っ！」」」

「姫様が困っていらっしゃるだろうが!!」

　怒声一発、瞬時に空気が引き締まった。

　お姉さんたちは俺から離れ、そのまま直立不動の体勢を取る。

　緊張感に満ちた訓練場、その奥からやってきたのは──。

「ベラ！」

　鎧よろいの凝った装飾に、風に揺らめく真紅のマント。

　彼女こそはベラトール。親衛隊長ベラトールだった。

「姫様、申し訳ありません。春先のこの陽気、少し気持ちが緩んでいたようです」

　近づくなり膝をつき、隊長は深々と頭を下げた。

　それに合わせてお姉さんたちが気まずそうな顔をする。何を隠そう、彼女らこそが親衛隊なのだ。そしてそれゆえに、彼女らは極めてバツの悪い思いを味わっていた。

　親衛隊の役目とは何か？　俺を子どものように甘やかし、偉い偉いと頭を撫なでてやることか？　違う。それは断じて違う。彼女らの役目、するべきこととは、俺を教え、鍛え、そして守ることだ。その本分を忘れたかのような体たらくに、ベラトールは厳しい視線を向けている。

「部下の不始末は私の不始末。タガの外れた心も含め、後ほど、しっかりと鍛え直しておきます」

　隊長のその言葉に、隊員の中から「ああ……」という声が漏れた。

　ベラトールの鬼のしごきは、全親衛隊の中でも随一だと言われている。おかげで練度も随一だが、隊員にとっては恐怖の象徴といったところだろうか。守ってもらっている手前、そこに文句はつけたくはないが──。

　しかし──。

「ねえ、ベラ」

「はっ！」

「その訓練、わたしも交ぜてくれないかな？」

「……どういうことでしょうか？」

「言葉通りの意味だよ。その厳しい訓練で、わたしを鍛え直してもらいたいんだ」

　ベラトールがいぶかしげに俺を見る。

　どうも俺の本意を測りかねている様子だ。

　だけどそこには他意も企たくらみも存在しない。俺はただ、もっともっと自分の力を高めたいだけだ。建国からわずか十六年、この国は少し前まで群雄割拠のただ中にあった。そこで求められたのは「強い魔法使いであること」であり、性格がいいだとか、手先が器用だとか、そういったことは二の次、三の次でしかなかった。

　まず強くあらねばならない。少なくとも女帝の娘として、恥ずかしくないだけの実力を身につけなければいけない。弱い女じゃ国の主柱になれない。次代の帝国を支える身として、俺はもっともっと強くならなければいけなかった。

「姫様……本気なのですね？」

「うん」

「分かりました。いいでしょう」

「ベラ！」

「しかし、その前に。私とひとつ、手合わせをしてもらいます」

「……っ!!」

　立ち上がったベラトールが、その身に気合をみなぎらせた。

　赤い魔力が炎のように立ち昇っている。鉄色の瞳は不穏な光を帯び、赤銅色の髪は風もないのにゆらゆらと揺らめいていた。まるで軍神ガレスのようだ。帝国でも五指に入ると言われる実力者、それが俺に熱い闘志を向けている。

「くっ、うっ！」

　思わず後ずさりしそうになる。

　しかし、ここで耐えなければ手合わせすらない！

　無言の圧力とメッセージを、俺は両脚に力を込めて受け止める。するとベラトールは小さくうなずき、腰の鞘さやから剣を抜いた。

「成長されましたね」

「そうだよ。わたしはもう、小さな子どもじゃない！」

「ええ、その通りです。立派な戦士になられました」

　わずかに微笑ほほえみ、こちらに剣先を向けてくるベラトール。

　親衛隊長の動きに合わせ、他の隊員たちは訓練場の端へと引いていく。

　いよいよ待ちに待った時が来た。この緊張感、人形相手とは比較にもならない。

　これでこそ訓練だ。これでこそ鍛錬だ。より良い自分、強い戦士になるために、俺はベラトールに向けて大きく気合を叩たたきつけた！

「さあ、来いっ!!」

　一瞬の間があり、そしてベラトールが動き出した。

　速い！　隙が無い！　滑るような足取りで、戦士は間合いを詰めてくる！

　まるで疾風、灼しやく熱ねつの風だ！　圧倒的な存在感に、しかし俺は呑のみ込まれまいと、防御の形で剣を掲げて──。




「やあああああーーーーっ！」

「………………………………」

「えいえい！　えいえーい！」

「………………………………」




　俺の間合いに入った瞬間、ベラが猫なで声を上げ始めた。

　甘く優しい声を上げ、ぶんぶん、ぶんぶんと何もない空間で素振りをしてみせる。

　戦士としてはあるまじき醜態だ。しかし本人は至って真面目に、「えいえい！　えいえい！」と必死に剣を振り続ける。

「姫様～！」

「今です！　今！」

「絶好の好機ですよ～！」

　横からきゃあきゃあと声援がかかる。それを受け、何やらベラはチラチラとこちらに目配せをし始めた。

　要するにこれはあれだ。あれだよ、あれ。

　八百長とか接待とか、そういう類のあれで──。

「ていっ」

「っ!?　くああああああっ!?」

　死んだ目をして剣を振ると、ベラが大きく吹っ飛んでいった。

　彼女の得物はぶんぶんと宙を舞い、訓練場の壁に当たって虚むなしく地面に落ちていく。

　完勝だ。誰の目にも明らかな完勝。しかし俺の心は曇天のようで、心身共にドッと疲れが湧いてくるようだった。

「お見事！」

「「「お見事です!!」」」

　例によってお姉さま方がぐるりと俺を取り囲んだ。ベラはベラで演技たっぷりに立ち上がり、「成長されましたね」と微笑みながら近づいてくる。

「素晴らしい腕前です。このベラトール、感服いたしました」

「魔導人形のみならず、隊長までも一刀の下に退けるだなんて……！」

「さすが姫様！　さすがアウローラ様です！」

　今にも胴上げをしそうなほどの褒めっぷり。子犬のように可愛かわいがられ、俺の頭は段々とぐしゃぐしゃにされていく。

「あの……これでわたしも訓練を……」

「とんでもない！　私に勝った以上、姫様に訓練など必要ありません！」

「いや、でも、わたしは訓練がやりたくて……」

「いけません！　あのような訓練、姫様には受けさせられません！」

「あのようなって」

　何気にとんでもないことを言っているが、隊員たちは「そうだ！」「そうだ！」と同調の声を上げている。地獄の訓練に姫様だけは参加させない。彼女らは一様に、そのようなことを態度と目とで語っていた。

「ささっ、お疲れでしょう。冷たい飲み物を用意しましたので、こちらに」

「日傘を差しましょうか？　日焼けなどしたらいけませんからね！」

「控室まで歩けますか？　私がおんぶをいたしましょうか？」

（俺は子どもか！）

　などと思ったところでまったくの無意味だ。

　この国では親衛隊と書いてファンと読む。直属ともなれば尚なお更さらそうだ。

　ガチ勢と言ってもいいかもしれない。そんなお姉さんたちに連れられて、俺はふかふかのソファーが待ち受ける控室へと向かうのだった。
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　午前中は皇女としての仕事を済ませた。午後は訓練に時間を使った。

　そしてようやく日が暮れて、あと数時間のうちに今日という日が終わろうとしている。

　これが元の世界なら、飯食って風呂入ってダラダラして寝る！　ってなこともできるんだろうが──。

　生あい憎にく、今の俺は皇族だった。

　そして皇族というものは、食事ひとつ取っても仰々しくなるものだった。




「グロリア様、ご来場です！」

「ウンブラ様、ご来場です！」

「ヴィクトリア様、ご来場です！」

　夜の帳とばりが下りる頃、宮殿には続々と有力者たちが集まってきていた。

　いずれも名高い元王たちだ。ほんの十数年前まで乱世を戦い抜いた女傑たち、それが豪ごう奢しやなドレスで着飾って、晩ばん餐さんの間と呼ばれる場所へと案内されてくる。

　見劣りしないよう、俺もいくらかおめかししてはいるが──。

　正直、俺と彼女らとでは役者が違う。こうして同じ卓を囲んでいるが、その存在感は小人と巨人、彼女ら美魔女を前にしては、さしもの俺もただの小娘に過ぎなかった。

（ううっ）

　はっきり言って居たたまれない。早くこの場から退出したい。だけど今日は月に一度の食事会だ。諸侯を招いての晩餐会は、次期皇帝として欠席することなどできなかった。

（いや、しかし……）

　この濃密な魔力！　美魔女のオーラで気絶してしまいそうだ。

　よくもまあ、こんな実力者ばかりを集めたもんだ。さすが旧帝国貴族の末まつ裔えいと言ったところか、彼女ら全員が王たる風格を備えている。総勢十三名、新しい帝国の領主たちは、誰かの家臣という態度ではまるでなかった。

　だが──。

　世の中には存在するのだ。王を凌りよう駕がし、これを征する皇帝が。

　純粋な力をもって、諸王を家臣へと変えてしまった統制者。炎の化身、紅あかい皇帝、女帝ゼノビアが近づいてきていた。




「皇帝陛下のご来場です!!」




　叫ぶようなその声に、会場の空気は一気に張り詰めたものと化した。

　来る。姿は見えないが間近に感じる。美魔女たちが放つオーラ、それをかき消すほどの気配が近づいてくる。

　雑談の声はもはやなかった。

　しんと静まり返り、誰もが固かた唾ずを飲んで見守る中──。

　大きな扉が開かれ、その女は悠然と姿を現した。

「ゼノビア……様……」

　諸侯のうちの誰かが呻うめいた。

　掠かすれて聞こえるその声は、しかし、多分に畏敬を含んでいた。

　燃えるように赤い髪、チョコを溶かしたような褐色の肌。紅い瞳は爛らん々らんと光り、その顔には余裕と笑みとが浮かんでいる。

　彼女こそが皇帝だ。神のごとき力に目覚め、瞬く間にこの地を平定した真紅の皇帝。炎の女帝とも謳うたわれるゼノビアは、一際豪奢な椅子に躊躇ためらいもなく腰を下ろした。

「ふふっ。楽にしていい」

　言われて初めて、俺たちは頭を下げていたことに気がついた。

　この人の前ではいつもこうだ。圧倒的な力の差が、自然と俺たちを低頭させる。

　それを屈辱に感じ、歯は噛がみをしてまで悔しがる者もいたが──。

　同じくらい、陶然としている者がいるのが恐ろしかった。

「みな、よくぞ集まってくれた。息災なようで安心したぞ」

「は、はっ！」

「これもひとえに、皇帝陛下のおかげでございます……」

　歓喜で、あるいは屈辱に震えながら、諸侯たちは一人一人順番に女帝に言葉を返していく。我先にと争うような様子はない。躾しつけの行き届いた犬のように、みんな「いい子」で女帝に返事をしていくんだ。

　彼女らの家臣が見れば、違和感さえ覚えるような光景だろう。諸侯はいずれも偉大な魔法使いたちだ。乱世を戦い抜いた英雄でさえある。

　しかし彼女らはそれゆえに、女帝に敵として相対してしまった。その恐怖は一体どれほどのものだっただろう。恥も外聞もかなぐり捨てて、必死に命乞いをした者までいたという。そうまでして繋つないだ大事な命、たとえ根深い遺恨があろうとも、女帝に歯向かってまで物を申すような者はいなかった。

（反抗的な人もいるが……）

　あれは恐れているんだ。女帝の力ではない、その魅力に取り込まれるのを恐れている。

　その証拠に、一部の者は女帝の顔をまともに見ようともしない。不敬にならないギリギリの範囲で、懸命に目を逸そらそうとしている。

　直視すれば魅入られる。

　それを可能とするのが、強く美しいゼノビアという女帝だった。

「さあ、話はここまでにしよう。今夜も山海の珍味を揃そろえさせた。みな、大いに食べ、大いに飲み、明日への英気を養ってくれ」

　挨拶も一通り終わると、女帝はそう言って両手を広げた。

　すると「何もなかったはずの場所」から炎が上がり、それが消えると同時に円卓は酒と料理で埋め尽くされていた。

「おお……！」

　誰かが思わず声を上げた。分かる。分かるぞ。多分転送魔法なんだろうが、正直どんな原理なのかさっぱり分からない。これだけの魔法、予兆があっても良さそうだけど、それさえ微み塵じんも感じることができなかった。

　女帝の魔法のヤバいところはこれだ。予測不可能回避不可能、炎を使ってどんな願いも叶かなえてみせる。仮に彼女が「この場にいる全員消えろ」と願ったら、俺たちは消し炭も残さず焼失してしまうだろう。諸侯が力を合わせても無駄だ。女帝の力が百だとしたら、俺たち全員の力はゼロ。それくらいの魔力量と力の開きとがあった。

（うう……早いとこ食べて大人しくしてよ）

　給仕が現れ、歓談が進む中、俺は背中を丸めてテリーヌを食べた。

　女帝が太鼓判を押すだけの味だったが、「これってもしかして女帝が無から作ったの？」なんて怖い思いが湧いてきて、まるで砂を噛かんでいるような心地になる。

　自分の母とはいえ、俺はあの人が一番苦手だ。今日もなるべく彼女の目につかないよう、こっそりひっそりと過ごしていよう。

　俺がそんな風に考えていると──。

「楽しんでいるか？」

「うわああああああああああっ!?」

　肩口に女帝の顔がヌッと現れ、俺は心の底から大声を上げた。

「な、な、なっ!?」

　数秒前まで自分の席に座っていたのに！　当たり前のように瞬間移動を使われて、俺だけじゃない、周りの人みんなが驚いていた。

「いやいや、気にするな。ふふっ、戯れだ」

　女帝が手を振ると、みんなサッと目を逸らした。

　忠実なのはいいけれど、誰か一人でも俺を助けて！　見捨てないで!!

「なあ、アウローラよ。お前は本当に愉快な反応をしてくれるな」

「ひえっ!?」

「くくく……愛ういやつめ。娘への愛がこみ上げてくるぞ」

「あ、あ、あ……!?」

　両手ですりすりと頭を撫なでられ、俺は石像のように固まってしまう。

　熱い。むっとした熱が空気越しにも伝わってくる。それに合わせて心臓がバクバクと早鐘を打ち、そのくせ肝とか丹田とかその辺りが、サーッと冷えていくのが感じられた。

「どうだ？　商談や勉学の方は順調か？」

「は、は……」

「鍛錬はどうだ？　ベラトールくらいは倒せるようになったか？」

「うう……」

「ふふっ、黙っていては分からないだろう？」

「なあ？」と問いかけながら、女帝はおでことおでこを合わせてきた。

　俺の頭は女帝の両手で鷲わし掴づかみだ。逃げ場のない至近距離で、俺の母はチェシャ猫のようなにやにや笑いを見せている。

（これだよ！）

　俺が苦手に思う部分はこれだ！

　本人は博愛主義者だ、寛容の人だと公言してはばからないが──。

　どう見たってジャイ〇ンタイプだろ、こいつ！　ポ〇モンで言えばほのお、あくの複合タイプだッ!!　この人ときたら気に入った者ほど可愛がって、その様子を見て例のにやにや笑いを浮かべるんだ。

　確かに器は広いよ？　怒ったところなんて見たことないよ？　だけど生まれついてのサディストで、それは力に目覚める前から変わらなかったらしい。

　そんな人の子どもに生まれ、一体運がいいのか悪いのか。俺には妹が一人いるが、そちらは母のことをまるで怨敵のごとく嫌っていた。

（おまけにこの人は……）

　得体の知れないところがある。それは決して、神のごとき力のことじゃない。

　なんとこの人は、俺が事情を打ち明ける前から、俺の前世が異世界人であることを知っていたんだ。いわく「お前を生むはずじゃなかった」とか。「どこの世界から迷い込んできたんだ？」とも尋ねられた。

　物心ついた時、真っ先に言われた言葉がそれだったからな。本人はやっぱりにやにや笑いを浮かべていたが、俺はもう、その時から生きた心地がしなかった。

（まあ……特に何事もなかったけれど）

　女帝は先の一言を除いて、それ以上俺に尋ねることはしなかった。

「せっかくこの世界に生まれたのだ。好きなように生きるといい」

　女帝はそう言って、俺の元いた世界のことを聞き出すようなこともしなかった。

　おかげで俺は、これまで平穏無事に生きて来られ──。

　てねえよ!!　よく考えると散々だったわ!!

「ピクニックに行くぞ～」

　そう言ってはジャングルの中に置き去りにされ！

「ハイキングに行くぞ～」

　そう言っては千尋の谷に突き落とされ！

「可愛かわいい獣と触れ合うぞ～」

　そう言ってはおぞましい魔獣と戦わされた！

　いやあ、もう、ほんとによく生き残れたな！　こうして振り返ってみると、二度か三度くらいは昇天していてもおかしくはなかった！

　十五歳の誕生日を迎えられたこと、それ自体が奇跡だったのかも知れない。そんなことを思いながら、俺は「やっぱりこの人苦手」なんてことも考えていた。

「ふふっ。まあ、ほどほどに励めよ」

　女帝はしばらくして俺を放し、悠然とした足取りで自分の席へと戻っていった。

　あっ、大人しくスープなんかを飲んでいる。フェイントをかけて戻ってくるような素振りもないみたいだ。

　今夜のスープは大変好みの味だったんだろう。上機嫌に舌鼓を打って、それに合わせて小さな炎なんかを出していた。

　髪から炎が漏れるって、なんか幻想的でかっこいいな。そんなことを思いながら、少し微笑ほほえましげに母のことを見ていると、

「って、お母様あああああああっ!?」

　再度、大きな悲鳴がほとばしった。

　い、いや、だって仕方がないだろう？　なんせ炎の色が変わっていたんだから！

　緑色の炎、これまでこんな色は見たことがない。天変地異の前触れなのか、はたまた亡国の凶兆なのか、俺は本気でそのようなことを心配した。しかし女帝はあっけらかんと、言われてから気づきましたみたいな態度でスプーンを置いている。

「ん？　ああ、これか」

「いやいやいや、これかじゃなくて……!!」

「なに、気にするな。料理に毒でも入っていたのだろう」

「いいっ!?　ど、毒!?」

「ああ、毒だ。この色は金属系だろうな。その割には無味無臭でとても良かった」

　女帝はやはりにやにや笑いで、指先からも緑の炎を出してみせた。

　要するにこれはあれか？　毒物を炎と一緒に排出しているのか？　無味無臭ってことは手の込んだ毒薬だろうに、当たり前のように防いでしまうだなんて──。

　女帝の規格外っぷりに、俺たちはむしろドン引きするような思いだった。

「ふふっ。みな、食事を続けるがいい」

「いや、でも……」

「案ずるな。この毒は私の皿にしか入れられていない」

「そ、そうなんですか？」

「ああ。これはな、ラブコールなのだ。あやつはまったく困ったもので、構って欲しくなるとこうして一服盛ってくるのだ」

　女帝はにやりと深く笑って、言った。

「なあ、ウィルス」

　その瞬間、晩ばん餐さんの間の空気が凍りついた。

　ウィルス。それはここに集った諸侯のうちの一人の名だ。

　かつて毒の国を治めていた、毒薬、毒草のプロフェッショナル。そんな彼女は顔面蒼そう白はくとなって、冷や汗をだらだらと流していた。

「なあ、ウィルス。私に構って欲しかったのだよな？」

「い、いえ、わた、わたくしは……」

　ウィルスは喘あえぐように、必死に弁明をしようとした。

　しかし言葉が続かない。女帝に悠然と歩み寄られ、ますます汗が流れていく。

　これではどちらが毒を飲んだのか分かったものではない。今にも死にそうな元毒の国の王様は、震える手でズレた眼鏡めがねを直している。

「話を……話を、聞いて、ください」

　女帝を前にして、それだけ言えれば大したものだ。

　それだけで彼女が一ひと角かどの人間だと判断できる。さすが元王と言ったところか、ウィルスは更に言葉を続けようとしたが、

「ああ、聞いてやるとも」

「えっ……？」

「続きは閨ねやで聞いてやろう。じっくり、たっぷりとな」

「あ、あ、ああ、あああああああ……!?」

　女帝の手がウィルスの肩に置かれる。それだけで彼女の心は千々に乱れ、口からは悲ひ愴そう感かんに満ちた声が漏れ始めた。

「話を！　どうか話を聞いてください!!」

「ふふ、聞いてやるともさ」

「誰か！　誰かぁ!!　わ、わたくしを助けて……!!」

「こらこら、そんなに暴れるな」

「いいいいいいっ！　ひいいいっ！　だ、誰かぁぁ……!!」

　みんなが無言で見守る中、ウィルスは女帝に連れられていった。

　これから宮殿の奥深くで、彼女は言葉では言い表せられない、それはもうとんでもないことをされるのだろう。女帝は本人も言う通り博愛主義者だ。男でも女でも反逆者でも、彼女はみんな同じように可愛がってくれる。

　それがどのような内容なのか、俺の口からはちょっと言えないが──。

（合掌）

　これからのウィルスのことを思い、俺たちは静かに頭を下げるのだった。




　　　　‐４‐




「はああ～！　疲れた～！」

　部屋に戻るなりドレスを脱ぎ捨て、俺はそのままベッドに倒れ込んだ。

　柔らかなスプリングでぼよんぼよんと布団が弾む。その感覚をしばしの間楽しみながら、俺はこと切れたようにピタリと動きを止めていた。

「ああ～……」

　布団に顔を埋うずめたまま、意味をなさない声を漏らす。

　疲れた。本当に疲れた。月に一度の食事会、今回も何かが起きての閉幕だった。

　あのあとは飯だけ食べて、みんなさっさと帰っていってしまったからな。晩餐の主あるじはあくまで女帝。主催者が消えたら残るような理由もない。俺も俺で食事を済ませ、何人かと少し話してそのまま直帰だ。なのにこれほどの疲労感。諸侯や女帝のプレッシャーは、やはり半端なかったというわけだ。

「ふひ～……」

　ごろりと仰あお向むけになり、熱く濁った息を吐く。

　まだ風呂にも入っていなかったが、俺はこのまま寝てしまいたいような気分だった。

「もう。またそんな恰かつ好こうをして」

「ん？　あ～、メモリアか」

「はしたないですよ、姫様」

　そんなことを言いながら、俺の秘書官がドレスを拾ってやってきた。

　彼女ははしたない、みっともないとそう言うが──。

　いや、よく見ればその通りだったな。半裸の下着姿だった。

「まあでも、自分の部屋の中だし」

「いけません！　部屋着ぐらいは身につけてください！」

「はーい」

　ここで反抗して良いことなんてひとつもない。

　俺は素直に手を挙げると、それをくるくると回して念動力を発動した。

「ひゅーん」

　すぽん。しゅるるっ。

　そんな軽い音を立て、チュニックのような部屋着を引き寄せ、身にまとう。

　疲れている時ほど念動力は便利な力だ。クローゼットの開け閉めも念じただけでササッと終わる。じゃあドレスの片づけも自分でしろよという話になるが、さっきはそこまでの気力がなかったんだ。本当だ、本当。念じるのもダルいような状態もあるんだぞ。

「というわけで、今日はそっとしといてくれ」

「何が『というわけ』なんですか、何が」

　メモリアは呆あきれながら、ドレスをハンガーにかけて吊つるしていた。

　俺と違ってきっちりとした少女だ。「手でやれることは手でやる」といった、真面目な価値観も持ち合わせている。

「結婚するならこんな子がいいよなあ」

「心の声がダダ洩もれですよ」

「いいよ、本心だし。メモリアだって小さな頃は、『大きくなったらローラさまとけっこんします』って言ってたじゃないか」

「あ、あれは子どもの頃の戯たわ言ごとです！」

「俺は本気なんだけどな」

「ああ、もう！　知りません！」

　メモリアはカッカと怒りながら、しかし、耳まで真っ赤に染めていた。

　そういうところもかわいいなあと思いつつ、俺は水差しから水を汲くんでいた。

「そもそもですね」

「うん？」

　グラスに口をつけながら視線を向ける。さっきまで書類を（意味なく）整理していたメモリアは、むっとした表情で、くいっと眼鏡を上げていた。

「アウローラ様。貴女あなたが求める性転換の秘術は、まだ見つかっていないのでしょう？」

「うっ……!?」

「それを可能とする霊薬の類も、まだ見つかっていないと聞きましたが」

「ううう……!!」

　お返しとばかりに痛いところを突いてきたな。

　そう、そうなんだよ。俺はまだ、男に戻るための手がかりさえも見つけていない。

　魔法の本質は「願いを叶かなえる力」だから、強く願って探っていけば、きっと男に戻れると思っていたんだが──。

　研究成果は未いまだにゼロ。性転換のせの字も見えないような状態だった。

「姫様ももう十五歳です。そろそろ跡継ぎも求められる歳としですよ？」

「ひいい！　そんな！　とんでもない!!」

「とんでもなくなどありません。臣民全員が望んでいることでもあるのです」

「ううう……」

　正論をビシバシぶつけられると辛つらい。

　しかし正論は正論なので、メモリアは何も間違ったことは言っていなかった。

「男に戻るという夢は、もうお捨てになられては……？」

　少し切なそうに、しかし真摯な態度でそう言ってくるメモリア。

　彼女はベッドサイドに膝をつき、俺の手に小さな手を重ねてきた。

　現実的に考えれば、俺はこの手を握るべきだ。首を縦に振り、「もう大人になるよ」と言うべきなんだよ。

　だけど俺はどうしても諦められなかった。男に戻るという夢を。男の体を取り戻すという目標を！　それだけはこの子に分かってもらいたくて、俺は彼女の目を見ながらとつとつと語り出した。

「メモリア。聞いてくれ」

「はい」

「いい女に出会うとだな。男としての本能が疼うずくんだ」

「はい」

「切ない、切ないと涙を零こぼす。それはもう、耐え難いほどの疼きなんだよ」

「はい……？」

「言わば男の幻肢痛フアントムペイン。幻の苦痛が俺の心を責せめ苛さいなむ」

「やかましいです」

　ちょっとでも話を聞いて損した、みたいな顔をされた。

　メモリアは俺から離れていき、そのまま部屋を出ていこうとする。

「お風呂の準備をしてきますからね。姫様も用意をしておいてくださいよ」

「あっ、はい」

　そこはちゃんと伝えていくんだ。

　四角四面の真面目さを「メモリアらしいなあ」と思いながら、俺は彼女が去っていった方を見つめていた。

「……ふ～」

　やがて足音も消えた頃、俺はまたベッドの上へと寝転がった。

　仰向けになってのリラックスした姿勢だ。俺はそのまま天幕の布を見つめながら、先ほどの会話を思い出していた。

（もう十五歳。もう大人か）

　少なくともこの国では、半ば成人のように見なされている。

　その証拠に俺は帝都の区画をひとつ任され、その運営に力を入れろと言われていた。

　俺が次の女帝になること、その準備はとうの昔から始まっているんだ。それを素直に受け入れた方が、よほど幸せな人生を送れるかもしれない。

（最近は気苦労の方が多いしな）

　俺の前世が男であること、そして男に戻りたがっているということは、ごく身近な一部の人間……それこそメモリアくらいにしか打ち明けていない。それ以外には姫様らしい態度を取って、俺は俺じゃなく、姫様として生きていかなければならなかった。

　男に戻りたいだなんて、この世界では狂っているとしか思えない願いなんだ。そんな願いを抱えて生きるより、もう女になりきった方がいいんじゃないか。

　宮殿の人たちはみんな優しい。ベラや親衛隊は俺のことを支えてくれる。

　何より、メモリアに儚はかない希望を抱かせるよりは、もう俺の方ですっぱりと諦めて──。

『本当にそれでいいのか？』

「っ!?」

『お前は男に戻りたくないのか？』

「お前は……!!」

　俺だ！　生前の俺、転生前の俺が幽霊のような姿で立っている！

　儚げな表情、透明感のある微笑ほほえみで、俺は諭すような口調で語りかけてくる。

『お前はもう忘れてしまったのか？　女の子と付き合いたい、女の子といちゃいちゃしたいというパッションを』

「忘れてなんていない！　俺は……俺はずっと、それだけを求めて生きてきた！」

『だけど最近は満足していた。皇女という立場に甘え、「もうこのままでいいかな」なんてことを考え始めていた』

「うっ……!!」

　図星を突かれて後ずさる俺。

　ベッドの上で追い詰められた俺に、しかし生前の俺はどこまでも優しかった。

『俺には分かる。お前の悩み、お前の苦しみ、お前の境遇のすべてが分かる』

『その道を行くのは難しいだろう。いつまでも我を通してはいられないはずだ』

『でも忘れるなよ。お前が求めてきたもの、お前の存在理由レゾンデートルを』

「俺は……男の体で……女の子といちゃいちゃしたい……!!」

『そうだ。それさえ忘れなければ……大丈夫さ』

「俺ぇぇぇぇええええええええっ!!」

　温かな言葉、優しい微笑みを残して消えていく幻。

　その残ざん滓しに滂ぼう沱だの涙を流しながら、俺は改めて強く決心するのだった。




　さて、これが今の俺、皇女アウローラの一日だ。

　公務をこなし、魔法の腕を磨き、会食に出ては女帝や諸侯と言葉を交わす。

　ちょっとヤバめの幻を見るようにもなったが、それ以外はまあ、何とか及第点と言ったところか。お姫様として暮らしながら、しかし、男に戻るための手段を探し続ける日々。それは進展があるようでない、泥沼のような生活だったが──。

　この日から一週間後のこと、俺は遂ついに見つけたんだ。

　性転換の手がかりを！　男に戻るための道みち標しるべを！

　十五年と八日の時を経て、ようやく「それらしきもの」を見つけるのだった。
















幕まく間あい劇「秘書官メモリアの日常」




「ねえ、あれ……」

「メモリア様!?　こんな早い時間に会えるだなんて……!!」

「今日もお美しい……」

「いつも凛りんとして、涼やかな顔をされた方ね……」

　初春某日、この日のメモリアは皇宮の廊下に姿を見せていた。

　背筋を伸ばし、鞄かばんを抱え、美しい銀の髪をなびかせて歩いている。その隙の無い姿に思わず見とれ、召使いたちは皆、呆ほうけるように掃除の手を止めてしまっていた。

「今朝は早くからお仕事かな？」

　彼女らの上役でさえ、𠮟るのを忘れてメモリアの背中を見送るほどだ。

　女帝や皇女には劣るものの、彼女もまた、皇宮内での人気者だと言えた。

「ふう……」

　さて、そのメモリアだが、角を曲がったところで小さく息をついていた。

　主君であるアウローラとは違い、彼女は人の目を気にする性た質ちの少女である。

　若干寝不足ではあるものの、だらしない姿を侍従や召使いたちには見せられない。改めて背筋をピンと伸ばし、彼女は廊下の先の先、皇女が待つ寝室へと向かっていく。

　今朝の仕事は公務ではなく、正確には実にプライベートな案件の報告だ。アウローラが秘ひそかに探している「男に戻るための方法」。それに関する調査結果を、メモリアは主君の寝室へと届けるためにやってきていた。

（性転換、男体化、男に戻るための方法、か……）

　結果から言えば、今回もそんなものは見つからなかった。

　アウローラも時間を見つけては探しているようだが、これといった成果はなく、性転換の秘術なるものは手がかりさえもつかめずにいた。

（過去、様々な魔術師が研究していたようだけど……）

　いずれも失敗に終わったようだ。わずかに残った資料の中には、挫折をほのめかす言葉、不可能を意味する言葉、そういったものが随所に書き記されていた。

（姫様は落胆されるだろうけど）

　それでも彼女、いや、彼は決して諦めないだろう。

　なにせ皇女アウローラは、前世は男だったというのだから。

（転生。生まれ変わり。こことは違う世界。今とは違う性別）

　どれも本人の口から聞いた言葉だった。

　アウローラいわく、彼は元々少年であって、不慮の事故によって女の体に生まれ変わったのだとか。それどころか、元の世界は「魔法の存在しない世界」であり、そこでは機械仕掛けの馬車、機械仕掛けの手帳が魔法の代わりに使われていたという。

　創作にしては具体的で、何よりメモリアには魅力的なものに思えた。子どもの頃は病弱で、見舞いに来たアウローラの語る世界、未知なる景色に心を躍らせたものだ。その感覚が今でもまだ残っているのだろう。現実的な性格のメモリアも、皇女が語る彼女の真実、そのことだけは「荒唐無稽だ」と切って捨てられずにいた。

（何より……）

　幼おさな馴な染じみの自分にだけ、誰にも話せないことを打ち明けてくれたのが嬉うれしかった。

　自分と姫様はひとつの秘密を共有している仲である。それがある種の絆きずなとなって、主君と家臣ではない、より特別な関係のように感じられた。

（男に戻った暁には、私を娶めとってくださるとも言っていたけれど）

　あれはいつもの軽口だろう。決して本心ではなかったはずだ。

（だけど、もしかしたら……）

　そんな気持ちを捨てられず、メモリアは少しぼんやりしながら皇女の部屋へと向かっていき──。

（っ！　いけない）

　ハッと我に返った頃、気がつけば彼女は扉の前に立っていた。

　この向こうには皇女しかいないが、だからと言って呆けた顔など見せられない。

　今の自分は幼馴染ではなく秘書官なのだ。たとえ私的な案件でも、あくまで事務的に報告、伝達を行うべきだ。

「ふうっ」

　また小さく息をつき、メモリアは努めて意識を切り替えていった。

　今の彼女はすでに冷静沈着な皇女の秘書官。それに相応ふさわしい表情をもって、メモリアは皇女の寝室へと入っていった。

「失礼します」

　軽くノックをしての入室。彼女は主君の姿をベッドに認め、そこへ近づき、「まだ寝間着のままなのですか？」と苦言のひとつも呈そうとしたが──。

「…………」

「………………」

「「………………………」」

　重苦しい沈黙がその場を支配していた。

　部屋の主あるじであるアウローラ、彼女は間違いなくそこに存在していたのだが──。

　不思議なことに、若い召使いたちと共にベッドの上でじゃれつき合っている。

　いや、「じゃれつき合っていた」の方が正しいか。メモリアの入室までキャッキャッと声を上げてはしゃいでいた少女たちは、冷徹な秘書官の姿を認め、みな、額に冷や汗を浮かべて凍りついていた。

「……姫様？」

「は、はひっ！」

　アウローラはベッドを飛び降り、素早く床の上で正座をした。

　それを冷たい目で見下ろしながら、メモリアは凍えるような声ではだけた寝間着姿の主君に向かって問いかけた。

「ずいぶんとお楽しみだったようですね？」

「い、いやっ、違うんだ！　これはただ、みんなが着替えさせてくれるからって！」

「姫様は自分ひとりでは着替えられない幼子なのですか？」

「い、いや……そうじゃ、ない、かな……」

　底冷えする空気にさしものアウローラも縮み上がった。

　その姿に、しかしますます目つきを尖とがらせてメモリアは言う。

「誕生日のご乱行、それは息抜きとして認めましょう」

「英雄色を好むと言いますものね。衆しゆ道どうも帝国文化圏においては一般的なものです」

「しかし……しかし、節度を守らない戯れは……」

「だらしがなく、衝動的なおふざけは……!!」

　そこでメモリアはうつむくと、大きく息を吸って言い放った。

「今すぐ着替えて、冷水で顔を洗ってきてください!!」

「は、は、は！」

　はい～～～～～……。

　宮殿に皇女の声が響き渡り、召使いたちは転げるようにして主の部屋から飛び出していった。その声、その姿を見て、しかし、周囲の者たちは「今日も一日が始まったのだな」と顔をほころばせる。

　かつては病弱で、すぐに熱を出して寝込んでいた子ども。

　メモリアという名の銀髪の少女は、今ではすっかりたくましく成長しているのだった。







第二章「いにしえの秘法を求めて」
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　誕生日乱痴パーティー気騒ぎの興奮も冷め、時は初春、春の月だ。

　めっきり暖かくなってきた帝都の空には、小鳥が飛んで蝶ちようが舞い、ついでに綿雲のような生き物がぷかりぷかりと浮かんでいる。

　あれは近くの牧場で飼われている羊だろう。冬の間に溜ため込んだ毛に、ああやって春の日差しをいっぱいに吸わせるんだ。そうすることで羊毛はふわっふわの繊維となって、皇族もまとうような服へと加工されていく。

　あれもいつかは俺の肌着や上着になるんだろうな。もしくは違う誰かが着て、それを俺がどこかで目にするのかもしれない。そんなことを考えながら、俺は窓の外から机の上へと、ゆっくりと視線を戻していって──。

　そして──。

「ふわあ……」

　大きく、気の抜けたあくびをした。

「あふ」

　息をはいてぐにゃりと弛し緩かん。立派な机、しかも書類の置かれた仕事机にありながら、俺はふわふわでだるだるな気分を味わっていた。

（春だしなあ）

　実にいい天気でもある。

　こんな日は野山に出かけ、開けた草原でゆっくりのんびりと過ごしたいものだ。

（仕事があるのは分かってるけどさ）

　どれも急を要する案件ではない。そう量も多くなく、明日、いや、明後日あさつてに回しても何の問題も起きないはずだ。

　つまりは今日、俺が気まぐれにサボっても何の問題もないというわけで──。

「ほんとに外に出かけようかな？」

「いや、部屋でごろごろするのもいいなあ」

「城下町に遊びに行く、っていう手もあるぞ」

　ハハハと笑いながら、俺がそんなことをつぶやいていると──。

　静かにドアが開き、そこから冷たい空気が流れ込んできた。

「ん？」

　春らしからぬ冷たさだ。

　それを疑問に感じた俺は、何とはなしにドアの方へと視線を向ける。

　一体誰が来たんだろうか？　いぶかしむ俺は、来客の姿を確認し──。

　思わず大きな悲鳴を上げた。

「メ、メモリア!?」

　現れたのは俺の秘書官、銀髪眼鏡めがねのメモリアだった。手にお盆を持った彼女は、ゆっくりと、しかし剣けん呑のんな目つきで俺の方へと近づいてくる。

「なかなか楽しそうな腹案ですね？」

　微笑ほほえみながらティーカップを置くメモリア。ポットからお茶を注つぎながら、しかしその目はまったくと言っていいほど笑っていない。氷のような視線、空気を保ったまま、彼女は俺にささやくように語りかけてくる。

「羨ましいです。まさに王侯貴族といった優雅さが感じられます」

「この陽気ですもの。とても仕事などしていられませんよね？」

「ええ、ええ、構いませんよ。お城を抜け出して遊びに行かれても」

「あとは私の方で上手うまく調整しておきますから」

　秘書官殿はそう言うも、やはりその目は笑っていない。

　冷たい目をしてのぞき込んでくる幼馴染に、俺はとても抵抗なんてできなかった。

「ゴ、ゴメンナサイ……」

「分かればいいのです、分かれば」

　ふんと鼻を鳴らし、メモリアはミルク壺つぼ、砂糖壺を机の上に移してきた。

　純粋にお茶を持ってきてくれたんだろう。それなのにあんな独り言を聞かれ、間が悪かったというか何というか。若干気まずい空気を味わいながら、俺はミルクと砂糖を入れたお茶に口をつけていた。

（それにしても、仕事かあ）

　お茶を飲みつつ、ちらりと机の端に目を向けた。

　わずかに積まれた書類、そのすべては俺が確認すべき「案件」だった。

（俺は皇女であると同時に一区画の区長だからな）

　最終的な判断は俺が下して、何かあった時の責任も俺が被かぶるというわけだ。

　もちろん、一度や二度の失敗で罷免になることはないんだが──。

　案件の中身はやはりどれも重要で、考えなしに判を押すことなどできなかった。

「はあ……気合を入れて確認するか」

「その意気ですよ、姫様。私も手伝いますので頑張りましょう」

　ようやく笑顔を見せてくれたメモリアが、サッとティーセットを片づけて脇の机へと向かっていった。お盆を引き取りに来る侍従、その姿を見送ってから、俺は意を決して書類の束に手を伸ばすのだった。




　その名も高き大都会、帝都レガリアスは十二の区画に分かれている。

　皇宮を擁するゼロス区。貴族たちの住まうアムリア区。学術都市じみたル・トワール区に、巨大な工業地帯であるクレンセア区。それぞれが神の名を冠する各区画は、その名に恥じない規模と威容を誇っている。そのどれもが立派なものだが、俺が担当するのはベッドタウンとなっている、比較的重要度の高くない区画だ。

　次期皇帝だからと言って、いきなり商業区や港湾地区を任せられるはずがない。言っちゃ悪いが、「まずはこれで勉強しましょうね？」というわけだ。まるで子どものような扱いだが、しかし、その重責は他の区長や領主たちと変わらなかった。

「うーーーむむむ……」

　額に手をつけて書類をにらむ。

　公共事業の認可、民間企業への委託、それに加えて区画の整理か。

　どれも重要な案件で、だからこそ「安易に許可を出していいのか？」という気持ちが湧いてくる。こんな書類、ポンポン判をつけば一分もかからず終わるんだけどな。後の影響のことを考えると、とてもそれを行うような気持ちにはなれなかった。

「[image: あ゛]～……頭がクラクラしてきた……」

「お悩みのようですね？」

「そりゃあな。考えなしに判子をついて、後で問題が起きたら大おお事ごとだからな」

「それはそうなのですが……」

「うーん」とあごに指を当てて考えるメモリア。

　彼女は視線を俺に戻すと、いかにも秘書官らしいことを提案してきた。

「こう言ってはなんですが、姫様が深く考える必要はないのでは？　陛下は代官に任せていますし、負担になるようなら姫様もそうしても……」

「うちの親はほら、カリスマの権化みたいな人だからさ。部下に丸投げしても問題なんか起きないだろうし」

「代官の方々は随喜の涙をこぼしながら仕事をしているようですね」

「そう、それだよ。『お任せくださって光栄です陛下ァァァ!!』とか叫んでるだろ？　あそこまで行ったら汚職や贈賄もないんだろうけど、俺にはまだそんな人望もないしさ。適当に判を押すだけの仕事をしていたら、それを隙と見て、よからぬことを考える輩やからが」

「出てくるでしょうね。代官にもなると尚なお更さらです」

「だからこうして、自分で逐一チェックをしているわけだ」

　言い切って、俺は後ろに体重をかけた。

　背もたれを鳴らして息をつく俺を、メモリアは微かすかに満足そうな顔で見つめていた。

　少なくとも彼女の信頼は得られたわけだ。イエスマンではない、時にはこうして俺を試す幼おさな馴な染じみの少女。その微笑みを視界から外し、俺は改めて書類の束へと向き合った。

「区画整理、区画整理……これは区画の拡張か」

「最近多いですね、その手の工事の嘆願が」

「復興したとはいえ、元は数百年も昔の都だからな……」

「再利用や補強程度では、やはり色々と不都合が生じたのでしょうね」

　主だった区画、それに皇宮周辺は綺き麗れいで便利に整っている。反面、他の区にはスラムのような地域もあるし、ごちゃごちゃして不衛生な飲み屋街もあった。そういった箇所を改めて整理し直そうというわけだ。俺もそこまで詳しいわけじゃないが、前世で聞きかじった戦後の復興、そういったものを連想させる案件だった。

「おっ、完成予想図がある。結構いい感じの街になるんだな」

「ふむふむ……ああ、これはいいですね。都会的で洗練されています」

「だよな？　人も荷馬車も通りやすそうだし、これならすぐに許可を出しても……」

　そう言いかけたところで、

「って、予算ーーーーっ!!　予算がかかり過ぎ！」

「ああ……これは確かに」

「地上の楽園でも作る気か！　あー、もう。心臓に悪い」

　たまにこういうことがあるから油断ができないんだ。恐らくはこれも試験なんだろうけど、こういった形で不意打ちするのは止やめて欲しかった。

「あとで担当者を呼んでくれ。詳しく話を聞きたいから」

「はい」

　そんな短いやり取りを交わし、俺は次の書類の確認を始めた。

「さて、と」

　手にした書類、それも区画整理に関してのものだった。

　いわく、「旧帝国時代の工房が見つかった。取り壊していいか？」というものだが、

（これは許可を出してもいいな）

　いちいち俺に聞くまでもない。いわゆる形式的な確認書類というものだった。

（華やかなりし旧帝国時代、その遺産とも言える工房なあ）

　聞こえはいいが、要は廃はい墟きよと化した雑貨店だ。昔は貴重な霊薬なり巻物なりが並んでいたんだろうけど、今となってはそのすべてが消えてしまっていることだろう。

　数百年という時間の経過、そして長く続いた戦争の影響は伊達だてではない。仮に何か貴重なものが残っていたのなら、その方がずっと驚くべきことだと思えた。

（まあ、たまにそういうことがあるから書類が来るんだよな）

　壁の中の隠し金庫だとか、床に埋め込んでおいた宝玉だとか、そんなものがたまに、本当にごくまれに解体現場で見つかるらしい。

　これまで誰にも気づかれずにいた品々だ。そういったものは建物の解体で初めて見つかり、その大抵が解体に巻きこまれて壊されてしまうそうだ。

（土建屋の姉ちゃんたちは荒っぽいからな……）

　魔法と大おお槌つちでバコバコ建物を壊す姿に苦笑しながら、俺は判子を書類についた。

「これは問題なくＯＫ、っと」

　独ひとり言ごちて、俺は次の書類に手を伸ばした。

　代わりに、判をついた方の書類は確認済みの箱の中に移し──。

「ん？」

　書類が剥はがれてひらりと落ちた。

　どうやらこれは二枚組のものだったらしい。二枚目の方、恐らくは参考資料をひょいと取り上げ、俺はザッとその中身を確認していく。

「ふむふむ」

　それは件くだんの工房に関してのものだった。

　現場監督や専門家、それに部下の文官たちが調べておいてくれたんだろう。その工房が昔は何を売っていて、どんな魔法を研究していたのかが書かれていた。

　どうやら変身魔法がウリだったようで、飲むと動物に変わる薬、身につければ鳥になれる指輪、そして姿かたちを自在に変える魔法まで売っていたようだ。

　もちろんそのすべてが消失していたが、中には【男になる魔法】なる、一風変わった魔法もあったようで──。

「ん!?」

　今、信じられない文言があったような気がする。

「んんんん!?」

　食い入るように資料をもう一度しっかりと確認する。

　間違いない。やはり【男になる魔法】の文字が明記されている。この工房は、過去に間違いなく【男になる魔法】を取り扱っていたようだ。

「お、お、おおおお……!?」

　これはまさか──まさか、ひょっとしてひょっとするのか!?

　焦る気持ちで資料を見返すも、「店主の得意な魔法はこれでした」「こんな魔道具を売っていました」としか書かれていない。

　これでは情報量が少なすぎる！　本当にこれは俺の求めている魔法なのか!?

（これは……【性転換】の魔法なのか!?）

　旧帝国では性転換魔法が盛んに研究されていたという。弱い魔力しか持たない男はあまりに無力だ。強い魔力を持つ女は相対した時に厄介だ。それをどうにかするために、当時の魔法使いたちは実に様々な手法を試したそうだ。新たな魔法を開発する。貴重な素材で魔道具を作る。結局はそのどれもが実を結ばなかったそうだが、

（実を結んだものも、ひょっとしたらあるかもしれない）

　旧帝国の崩壊はこれ以上ない混乱を生んだからな。その大きな混乱によって、絶頂期にあった旧帝国の技術、魔法、資料などは散り散りになってしまったという。

　その大部分は領主たちによって保護されていたが、中には闇に埋もれて見つけ出せないものもある。そうした過去の遺産の中に、俺は性転換魔法の手がかりか、あるいはそのものがあるんじゃないかとにらんでいた。

（【性転換】は、一部の者にとっては悲願だからな）

「男を女に変える魔法」。これは女の跡取りがいない有力者に求められた。

「女を男に変える魔法」。これは呪いの類としてひそかに研究されていた。

　旧帝都にもそういった魔法を研究する工房がいくつかあったらしい。その場所は長い時間と戦火によって、分からず仕じ舞まいになっていたが──。

　今、俺はそれらしきものを見つけていた。区画整理のための資料、その中に手がかりと思おぼしき文言が記されている。

　こうなっては仕事だなんだと言っている場合ではない！

　ただちに現場に赴いて、この工房がどんな工房なのかを調べなくては！

「そうと決まれば……」

　いそいそと外出の準備を始める俺。

　上着を羽織り、鞄かばんを用意し、そこに件の資料をそっとしまい込む。

　そして弾むような足取りをもって、俺は執務室のドアから出ていこうとしたが、

「そうと決まれば……なんです？」

「うっ!?」

　瞬間、俺は襟をつまみ上げられるのを感じた。

　メモリアだ。メモリアがフォース・グリップよろしく俺の襟をつかんでいる。

　なんだか親猫にくわえられる子猫にでもなった気分だ。メモリアがすいと手を動かすと、俺は空中を滑るように彼女の下へと向かった。

「おかしいですね。まだ執務中のはずなのですが」

　どこへ行こうと言うのです？　少女は目で俺に問う。

「い、いやあ、ちょっとお花摘みに」

「外行きの格好をしてですか？　皇宮にもトイレはたくさんありますのに」

「たまには外のトイレもいいかなって……は、ははは」

「………………」

　まずい。こいつの目、ガチだ。俺を逃がさないという強い意志を感じる。

　そしてそれは力となって、より強く、俺の体を縛りつけていた。

「姫様。アウローラ様」

　ゴゴゴゴ……。

「仕事を放り出して外に行かれると言うのなら」

　ゴゴゴゴゴゴ……。

「いささか手荒い手段で、それを止めさせていただきます……!!」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……!!

「ひ、ひええ～……!?」

　メモリアの気迫に今にもおしっこちびりそうだ。

　何度か襲ってきた殺し屋よりも怖い。こいつは魔神かドラゴンか！

「わ、分かった！　今日の仕事はちゃんと済ませる！」

「本当ですか？　本当ですね？」

「ああ！　最後まできちんとやり遂げます！」

　ねめつけながらの問いかけに、俺は直立不動で敬礼を返した。

　いや、宙ちゆう吊づりの状態じゃ直立もクソもないんだが……とにかくそんなポーズでだ。

　皇族としてはあり得ないレベルの情けなさなんだが、それで誠意や本気が伝わったんだろう。メモリアは眉間のしわを消すと、ふっと息をついて念動力を解除した。

「うわっとっと」

　急に放されてたたらを踏む俺。

　そんな俺をそっと支え、メモリアはバツが悪そうな顔でこう言った。

「お仕事は大変でしょうが、頑張りましょう。早く終わるように私も力を尽くしますので」

「メモリア……!!」

　厳しいだけではない、彼女の優しい部分に、今度は感動で体が震えた。

　そうだよ、これがメモリアなんだ。幼馴染にして俺の秘書官！　眼鏡めがねが似合う銀髪のクールビューティー!!

（俺はなんていいパートナーに恵まれたんだ……!!）

　涙を浮かべ、俺はメモリアへと歩み寄った。

　そして湧き上がる衝動のまま、彼女を力いっぱい抱きしめようとして──。

　また宙吊りの憂き目に遭っていた。

「お、し、ご、と、を！　頑張りましょうね？」

「ふぁい」

　秘書官の怖い笑顔に体が震えた。

　今度こそおしっこをちびっていたかもしれなかった。
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　明くる日の朝である。

　親衛隊とメモリアを連れた俺は、一路「例の工房跡地」に向かっていた。

「ふんふふんふふ～ん♪」

　足取りは軽く、鼻歌交じりに石畳の上を行く。

　なんてったって待望の手がかりが見つかったんだ。テンションを上げるなという方が無理があり、喜びはあとからあとから湧いて出てきた。

　あの工房が性転換魔法を扱っていた工房という可能性は高かった。

　あのあと更に調べたんだ。帝都の古地図も取り寄せて、魔法使いの名鑑、工房に関する資料などと照らし合わせてみた。その結果分かったのは、やはりあの店は「変身に関する魔法」を研究していたということ。そしてその魔法の術式や魔道具を売り出して、それなりに繁盛していたということだ。

　結局、店は戦火に呑のまれて消えたみたいだが──。

　跡地が手つかずで残っていたのは幸いだった。区長の仕事も頑張るもんだなと思いながら、俺はまた鼻歌交じりに大きな通りを進んでいった。

「姫様。何やらご機嫌ですね？」

「うん？　分かる？」

「分かりますとも。これほど嬉うれしそうな姿は久しぶりです」

　道すがら、親衛隊長ベラがにこやかな顔で話しかけてきた。

　俺がハッピーなら自分もハッピー、俺の幸せが天下万民の幸せだと信じているような人だからな。

　釣られて彼女も上機嫌になって、親衛隊の間にも和やかな空気が漂い始める。

「何かいいことがあったのでしょうか？」

「ああ、うん。ちょっとね」

「朝食に好物が出たのですか？　それとも楽しい夢でも見られたとか？」

「わたしは子どもか！」

　ツッコむ俺に、「あわわ！」と慌ててみせるベラトール。

　よく分からないけど子どもが怒った！　みたいな反応だな……。

　いやまあ、二十歳はたちの女性からすると十五歳の少女なんて小娘なんだろうけどさ。

　彼女の場合、もっとこう、俺をよちよち歩きのベイビーちゃんみたいに思っていそうなところがある。それが「姫様を守らなきゃ！」という使命感に繋つながっているんだから、むしろ良いことなのかもしれないけれど……。

　ちびっ子扱いされる身としては、やはり複雑な心境になるのだった。

「さて、そろそろですね」

「うん？」

「例の工房の跡地です。もう見えてくる頃ですよ」

　そばにいたメモリアがそっと俺に話しかけてきた。

　そう言えば結構な距離を歩いてきた。整然とした街並みも、いつしか廃はい墟きよや瓦が礫れきが点在する景色に変わっていた。

　帝国崩壊の名残を感じさせる場所だ。新しい帝国の誕生、そして帝都の復興から十余年は経たつが、都のあちこちにはこういった遺跡が残っていた。

「わ、わあっ!?」「姫様!?」

「何かあったの!?」

「そういや視察に来るとか言ってたけどさ……」

　すでに区画整理の下準備、その前段階みたいな作業は始まっていたんだろう。

　穴を掘ったり瓦礫をどかしたり、そんな作業に従事していた土工たちが、なんだなんだと俺たちの方へと視線を向けていた。

　向こうに見えるのが現場監督だろうか？　片眼鏡をかけたお姉さんが、どたどたと足音を立てて駆け寄ってきていた。

「こ、こ、これは姫様！　予定よりもお早いお着きで！」

「そう？　ああ、そうなるのかな？　迷惑だった？」

「とんでもございません！　この街は皇帝陛下のもの、ひいては姫殿下のものでもあります！　どうぞご随意に、お好きなように見ていただいて……!!」

「そう緊張しなくてもいいよ。監視や査定をしようって話じゃないの。接待も不要だから、このまま作業を続けておいて」

「は、はっ……!!」

　よく見ると役所から派遣されてきた文官だった。所属を示す青いリボンが、彼女の左腕に巻かれてひらひらと揺れている。

　昨日の今日で「区画整理の視察に行きます」なんて、いくら何でも急すぎたか。結果的に抜き打ち検査という形になってしまい、彼女はさぞ肝を冷やしただろう。

（あとでお詫わびの菓子でも届けようかな）

　いや、逆に恐縮してしまうかもしれないな。

　その辺りの距離感は、俺もまだまだ勉強中の分野だった。

「それじゃ、見て回ろっか」

「「「はい！」」」

「メモリアは記録を取っておいて」

「了解です」

　今回の視察、名目上は区画整理の実地検分となっている。

　現場はどのような状態か。家の基礎はどこまで流用できそうか。

　通りは広く、歩きやすいか。水道管、魔力管などのライフラインは残っているのか。

　そういった諸もろ々もろを見て回り、最終的な判断の助けにしようということだ。一度ＧＯサインを出したら現場は簡単には止まらない。土砂や瓦礫を払いのけ、えいやえいやと更地になるまで頑張るだろう。

　その過程で価値のありそうなものが見つかったら、それは別途保管されるようになっているのだが──。

　その確率は１００％ではない。土砂に紛れて失われる恐れもあるんだ。

　そうなる前に俺が保護してやろうというわけだ。大事な大事な【性転換】の魔法、もしくはそれに繋がる手がかり的な何かを！

　旧帝国崩壊から三百年あまり。この帝都も長い間、冷たい風雨にさらされてきた。

　書物や巻物はボロボロになっていることだろう。石板や水晶だって、きっとヒビが入っているはずだ。

　できる限り優しく掘り起こしてやる必要がある。赤ちゃんを取り上げるように丁寧に。長い髪をくしけずるように繊細に。

　他の誰にも任せてはおけない。性転換魔法のサルベージについては、この俺が直々に、これまで磨いてきた魔法の力を使ってだな！

「姫様？」

「はっ!?」

　俺の顔をのぞき込んでくるベラトールが見えた。

　ついてきた役人お姉さんもきょとんとした顔でこちらを見ている。

　いかん、我を忘れてしまっていたか。自分に集まる視線に、俺が返事を迷っていると、

「どこか具合でも……？」

　ベラトールの瞳に不安の色が漂い始めた。

　ここで咳せきのひとつでもしようものなら、「大変だァァァァァア!!　姫様が恐ろしい病に罹かかられたッ!!」「姫様！　姫様、大丈夫ですか!?」「お気を確かに！　ベラトールがおそばについておりますよ!!」みたいな騒ぎになること請け合いだ。

　俺は努めて平静に、姫様っぽい態度でベラと役人とに微笑ほほえみかけた。

「この陽気に少しぼうっとしていたの」

「「そうでしたか～」」

　ふたりはほうっと安あん堵どの息をはき、にこにこ笑顔で俺のことを見つめてきた。

　ベラはもちろんのこと、このお姉さんまでアウローラ信者っぽいな。うっかり素すの俺でしゃべらないようにしよう。慣れない人が聞いたら最悪卒倒してしまう。

「姫様、そこは瓦礫が多くて危ないですよ」

「ええ、ありがとうベラトール。あなたは本当に頼りになる親衛隊長ね」

「そ、そ、そんな～……!!」

　ベラの手を取りながら、ひょいと瓦礫の上を飛び越える。

　気分は少女漫画に出てくるお姫様だな。騎士役のベラトールは褒められてデレデレの状態になってはいるが。

「隊長！　ズルいですよ！」

「姫様のエスコートはわたくしたちがいたします！」

「隊長は後ろでデンと構えていてくださいっス！」

「こ、こら、お前たち！　やめないか！」

　あー、隊員たちがわちゃわちゃと騒ぎ出した。

　これはちょっとやり過ぎだったか……やっぱ慣れないことはするもんじゃないな。俺は短く息をはくと、真面目に視察をしているメモリアの下へと向かった。

「どうだ？　何か見つかったか？」

「いえ。半壊した建物ばかりで、目印になるようなものが見当たりませんね」

「古地図によればこの辺りのはずなんだけどな」

「土砂に埋もれて通りの区別もできません」

「うーむ……」

　ここら一帯は特に損傷の激しかった区画だ。

　場所によっては大きな岩が突き刺さり、逆に大きな穴が開いているところもあった。

　建物の再利用はできないし、さりとて更地にするにも手間がかかる。復興を後回しにされたのも納得の区画で、戦火に呑まれる前はどのような姿だったのか、ちょっと想像が難しいような場所だった。

「適当に掘り返してみるか？」

「この広い敷地をひとつひとつですか？」

「ほら、いきなり見つかったー!!　みたいなこともあるかもしれないし」

「あるかもしれませんが、ない確率の方がずっと高いです。それに」

「それに？」

「午後からは会食、商談、勉強の時間が待っています。あまり猶予はありませんよ」

「くそーーーーーっ!!」

　こういう時に皇族の不自由さを感じるな！

　貴族の末っ子に生まれた方がよほど思い通りに動けたかもしれない。

　まあ、今の俺は皇女殿下だ。あまり「たられば」で考えても意味がない。しかし現実に俺に許された時間は少なく、それは刻一刻とタイムリミットへと近づいていった。

（さて、どうする？）

　俺があごに手を当てて考え込んでいると──。

　そこに声をかける者があった。

「あのう……」

「うん？」

　後ろからの遠慮がちな声。振り返ると、そこには例の役人が立っている。

「姫様、今日は視察とうかがいましたが……」

　一度言葉を区切りつつ、役人のお姉さんがおずおずと問いかけてきた。

「他に何か、探し物があるのでしょうか？」

　これにはどう返したものか。正直に話せばやはり卒倒されてしまうよな。

　ここは適当にお茶を濁すとするか。

「ちょっとね。ここに評判の工房があったと聞いたから、何か貴重なものがないか、調べてみようと思ったの」

「ははあ、姫様が直々にいらっしゃったということは……やはりそれ相応の工房だったのでしょうね？」

「かもしれないね」

　ハハハと笑って流そうとする。

　しかしお姉さんは鼻息荒く、ふんふんと興奮気味に食いついてきた。

「特に何もない区画だと思っておりましたが……ああ！　まさかそのような史跡が眠っていただなんて！」

「感動です！　感激です！　事務方の仕事も長く続けてみるものですね！」

「いやあ、わたくし、こう見えて旧帝国時代の史跡に興味がありましてね？　十代の頃は国内を回って、あちこちで発掘作業をしていたのですよ」

「帝都に腰を落ち着けてからは、そのような機会もありませんでしたが……」

「まさか身近なところに史跡があったとは！　うーん、わたくし、大興奮です！」

「は、ははは……」

　一方的にまくし立てられ、俺はもうすっかり腰が引けていた。

　このお姉さん、歴女だったのか。旧帝国時代についてなかなか造詣が深そうだ。

　だけどそれを語るのは別の機会にしていただいてだな。できれば語る相手も同好の士を見つけていただいてだな。

「そうだ！　工房と言えば近くにひとつありましたよ！」

「え？」

「すっかり埋もれているのですけどね？　なかなか大きなものでしたよ」

「それだーーーーーーーーっ!!」

　突然発せられた大声に、役人のみならず周りの人たちはみんな驚いていた。

　お姉さんも丸い目で俺のことを見つめている。しかしそんな反応も捨て置いて、俺は彼女の手を取り、それを強く握って問い質ただした。

「その工房はどこにあるの!?」

「え？　え？」

「その工房の跡地はどこにあるかって聞いているの！」

「ええ～？」

　俺に詰め寄られ、体をガクガクと揺らされたお姉さんは、急展開に目を回しながらも口を開いた。

「こ、工房でしたら、あの大岩の近くに」

「よしっ!!」

　役人を放って大岩へとダッシュ！

　いささか品のない態度ではあったが、俺はもう、興奮を抑えることができなかった。

「ここか？　ここなんだな!?」

　大岩のそばで辺りをぐるり。よくよく観察してみれば、そこが壊れた倉庫の跡地であることが分かる。そしてそばには工房らしき建物があるじゃないか！

　多くの廃はい墟きよと同様、その大部分は埋まっていたが──。

　魔技師が使う道具が見えた！　薬を煮込むための大釜も見えた！

　ちらりとのぞく残骸に、俺はここが例の工房だと確信していた！

（そうと決まれば……）

「うりゃあああああああ～～～～～～!!」

　かけ声を発して念動力を発動！　魔法の力で大岩を！　このクソ邪魔な障害物を、どうにかこうにか横へとどけて……!!

「はっ!!」

　大きな瓦が礫れきも他所よそへとどかす。その念動力の力強さ、繊細なコントロールに、集まってきた人たちは「おお～」と感嘆の声を上げていた。

（でも）

　ここからだ。ここからが本番なんだ。

　遺物の発掘はこの上ないほどの慎重さが求められる。三百年前って言ったら、日本で言うところの江戸時代だからな。そのうえ建物は損傷が激しい。運よく金庫があったとしても、果たして損壊を免れているのかどうか。

「…………っ！」

　ごくりと唾を飲み込んで、俺は両手を静かに前へと突き出した。

　メモリアや親衛隊、お姉さんや土工たちは、その様子を緊張気味に見守っている。

『もうすぐ……会えるな？』

（俺……！）

　かたわらには生前の俺の幻影。その温かなまなざしを感じながら、俺はゆっくりと、両手に魔力を込めていった。

「おお……!!」

　それは誰の声だったのだろう。

　思わず漏れた女の声は、他の誰かの声に混ざって消えた。

　彼女らの前に、まさに「魔法のような」光景が現れていた。淡く光る俺の体。その光が伝でん播ぱして舞い上がっていく細かな土砂。かつて工房だった場所は、まるで時計の針を巻き戻すかのように、緩やかに在りし日の姿へと復元されていく。

　揺れる白髪が絹糸のようだ。淡い光は日差しのようだ。まるで天使のような自分の姿、そこに注がれる視線を感じながらも──。

　俺は最後の最後まで、魔力と集中力とを途切れさせなかった。

「ふうっ」

　俺が息をつく頃には、もうすっかり発掘作業は終わっていた。

　やはりボロボロの状態ではあったが、土砂と瓦礫に埋まった廃墟は、かろうじて「壁と屋根がなくなった工房」と言える程度にはなっている。

　それを確認した俺が自分に及第点を出すと──。

　後ろから、ワッと弾はじけるような声が沸き起こった。

「す、素晴らしいです！」

「さすが姫様！　感服いたしました！」

　役人とベラとが手放しに褒ほめ称たたえてくる。

　あとに続くように親衛隊と土工たちが。離れた場所からは野や次じ馬うまたちが。興奮と共に称賛を送り、現場は一時騒然となっていた。

　しかし俺は「いや、まだまだこれからだよ」とつぶやいて、

「ここからが肝心なんだ」

　そう続けて、一歩、工房の中へと進んでいった。

（ふむ……）

　壁はほとんど崩れてしまっているが──。

　備え付けの棚は残っている。床下収納らしき扉も見えている。

　奥には一際見事な宝箱まで見えた。あれがきっとこの工房の金庫だ。大事なもの、貴重な品々、術式をまとめた巻物なんかが収められているのだろう。

「どうやら当たりのようですね」

「ああ！」

　メモリアに明るい声を返し、俺は小走りに宝箱へと近づいていった。

　みんなも嬉うれしそうについてきている。和やかな空気の中、俺は手短に罠わなの有無、鍵の有無などを調べていった。

（よしよし！　これなら俺でも開けられるぞ！）

　こういった宝箱の中には、「開けたら死ぬ呪い」とか「電撃がほとばしる呪い」とかがかけられているものもある。しかしそこまで厳重なものでもなかったのか、あるいは効果が切れているのか、宝箱には簡単な鍵がかかっているだけだった。

「開けるよ……！」

　みんなが見守る中、俺は解錠の魔法を手早く使った。

　両手から淡い光が発せられ、かちゃりと小さな音が鳴る。

　待望の瞬間だ。待ちに待ったその時だ。俺は期待に胸を高鳴らせ──。

　ゆっくりと、宝箱の蓋を開けていった！

「「「おおおおおおお……!!」」」

「「「おおおおおおおお……!!」」」

「「「おおおおおおおおお……!!」」」

「「「………………………………」」」

「「「おおん？」」」

　光と共に現れたもの、それは一枚の羊皮紙だった。

　魔導書や巻物とは明らかに違う。微妙にしわがあり、何だか妙にペラペラで、記されている文字もやけに少なくて──。

「どういうこと？」

　手に取って確かめてみる。文は短いが、確かに古い言葉で何事かが記されている。

　これが性転換魔法に繋つながる鍵なんだろうか？

　幸いにして旧帝国語が読める俺は、文面をじっくりと読み進めていった。

「姫様、どうですか？」

「や、や、やはり、古いにしえの秘術か何かでしょうか!?」

「姫様が直々に見つけられたのだ。それはもう、素晴らしいものに違いない！」

「楽しみですね、隊長！」

「「「おめでとうございます、アウローラ様！」」」

　気の早い隊員たちが声を揃そろえて賛美の言葉を送ってきた。

　メモリアも期待に目を輝かせている。例の役人さんは今にも興奮で叫び出しそうだ。

　優れた術式はどれもシンプルなものになると聞く。今回もその手の魔法だと思い込み、みんながみんな、明るい顔を見せていたのだが──。

　唯一、俺だけは、暗い気持ちで紙切れの内容を読み上げていった。

「十五時。お得意様への納品。十七時。早めに店を閉めて在庫の確認」

「今日は絶対に魚の気分。市場に寄るのを忘れないように」

「中和剤がない。多めに発注」

「ハーブティーが飲みたい。ついでに取り寄せ」

　恐ろしいほどの沈黙がその場を支配していた。

　誰かに聞くまでもない。改めて確認するまでもない。

　つまりこれは、この紙は、魔導書とかそんな類のものではなく──。

「チラシの裏かよ!!」

　思わず言葉がほとばしり出た。開いた拳を握りしめ、俺は再度大きく叫んだ。

「ただのメモ用紙かよ!!」

　貴重な遺物かと思いきや、ただのメモ書き、あるいはクズ紙だったわけだ。

　期待が高かった分、俺が受けた衝撃は並大抵のものではなかった。必死に辺りを探ってみるも、他にそれらしいものは何もなくて──。

「うおおおおおおああアアアアアッ!!　期待して損したーっ!!」

「わ、わあーっ!?」

「姫様、ご乱心ーっ!?」

　頭を抱えてのたうち回る俺。巻き起こる怒りの風に、野次馬や土工たちがバタバタと逃げ出していった。役人のお姉さんも腰を抜かしてしまっている。その辺りのことは申し訳なく思うが、

「この紛らわしい宝箱がーーーーーッ!!」

　事情が事情なんだ。

　これくらいは大目に見て欲しかった。




　　　　‐３‐




「るーるる……♪」

　その日の午後、昼食と商談を終えた俺は、ひとり自室で黄昏たそがれていた。

　窓枠に腰を下ろし、何とはなしに虚むなしい歌を口ずさむ。気分はどん底の状態であり、このまま煙となって消えてしまいたいほどだった。

「はあ……」

　物憂げにため息をひとつ。

　結局、午前中の探索はまったくの空振りだった。

　あのあとも散々調べてみたんだ。ひょっとしたら他に何かが残っていて、探せば貴重な魔導書か何かが出てくるんじゃないかと──そう思っていたんだ。

　だけど出てきたのはゴミクズばかり。経年劣化による損傷で、どれもボロボロになった元魔道具、元魔導書ばかりだった。

　せめて他の手がかりでも残っていれば良かったんだが──。

　そういったものもなく、俺に残されたのはペラペラでショボい羊皮紙だけだった。

「しょせんこの世は夢ゆめ幻まぼろし……みんなみんな幻想なんだ……」

　これほど儚はかない気持ちになったのは生まれて初めてのことだ。前世でも経験がないことで、俺がなおもネガティブな言葉を漏らそうとすると、

「何を言っているのです、何を」

　微かすかな音がして、部屋にメモリアが入ってきた。

　俺とは違っていつも通りの秘書官殿だ。彼女は銀髪を揺らし、窓辺に腰かける俺の方へと向かってくる。

「まったく。いつまでそうしているつもりなのです？　もうすぐ家庭教師の先生が来られますよ？」

「来られますよって言われてもな……どうにもこうにも元気が出なくて」

「気持ちは分かりますが……そんなにショックだったのですか？」

「そりゃもう……こんな感じになる程度には……」

　虚うつろな目でメモリアを見上げる。

　俺の幼おさな馴な染じみは可愛かわいくて、いつもなら見ているだけで元気が出てくるものなんだが、

「ダメだ～……」

　やはり気力が湧かず、俺は窓の端からズリ落ちるのだった。

「もう。みっともないですよ」

　メモリアはそう言ってため息をつくが、こればかりは仕方がないというものだ。

（念願成就、あるいはその手前まで行けたと思ったんだがな）

　見事に空振り、三球三振スリーアウトチェンジ。期待が大きかった分、外れた時の衝撃もそれ相応に大きかった。

「せめて次の手がかりでもあれば良かったんだがな」

「ないものねだりはいけませんよ。気持ちを切り替えていきましょう」

「そうだな……そうするか」

　メモリアの励ましを受け、よろよろと窓枠をつかんで立ち上がる俺。

　だけどいまいち気分は晴れなかった。このままベッドに倒れ込んだら、それこそ明日の朝まで起き上がれなさそうだ。

「顔でも洗ってしゃっきりするかな」

「それがよろしいかと」

　うなずくメモリアを残し、俺は早速部屋の外へと向かっていった。

　これからあの先生と勉強なんだ。隙を見せたらどうなるか、俺はもうこれ以上ないほどに思い知らされている。間違っても居眠り、放心などしないように、しっかりと意識を切り替えようとして──。

「…………？」

　瞬間、辺りは一面の闇に包まれた。

　暗い。どこまでも暗い闇だ。それでいて温かく、どこか安心感さえ覚えさせる。

（ここは……どこだ？）

　先ほどまで俺は自分の部屋にいたはず。

　それがなぜ、このような暗闇にいるのだろうか？

　俺は夜の森に迷い込んだ旅人のような気分だった。しかし怖くはない。寒くもない。俺はまるで導かれるように、一歩、また一歩と進み出して──。

「っ!?」

　しまった！　底なし沼だッ!!

　気づいた時にはすでに遅く、俺は足の先から柔らかな泥の中へ沈んでいった。抗あらがおうにも手応えらしい手応えがない。沼はまるでゼリーのように、暴れる俺の手を受け止めては呑のみ込んでいく。

「あああああっ!?」

　もう首元まで埋まってしまった！

　柔らかな沼の中に、体全体が呑み込まれていく！

　それでも俺は諦めず、必死に手を動かして、この温かな沼からの脱出を図り、

「アアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

「や～ん♪」

「いつまでやっているのですか、いつまで」

「はっ……!?」

　冷静なツッコミに、俺はようやく正気と我とを取り戻した。

　何のことはない。底なし沼の正体は胸の谷間だ。俺は大きな胸に挟まれて、その奥へ奥へと沈んでいこうとしていたのだ。

「す、すまない。このアウローラ、日常の中で自分というものを見失った……!!」

「いつものことではありますがね」

　冷たい言葉もいつものことで、メモリアは新しいお茶だけを用意して、早くも部屋から出ていこうとしていた。

「それでは先生。あとはよろしくお願いします」

「は～い、任されました～♪」

　ひらひらと手を振って、先生は笑顔でメモリアを見送った。

　そうしてしばらく、その動きを続けてから──。

「じゃあ～、今日の授業を始めましょう～♪」

　彼女はやはり笑顔で、俺の方へと振り返るのだった。




　この世界には「学院」と呼ばれる組織がある。それは旧帝国の建国以前から存在し、知識の蒐しゆう集しゆう、魔法の改良を行っている研究組織だ。そこでは真理こそが神であり、これを追い求めることこそ人に課せられた使命なのだという。

　所属する学徒の探求心は筋金入りで、この世界に地球儀があること、正確なこよみや時計があること、それらはみんな学院が調べた結果なんだとか。

　国によっては大きなトラブルも起こしているが、おおむね有益な組織として扱われている学院。そこで「導師」の位まで上り詰めた才女が、現在、俺の家庭教師を務めている女性だった。

「そう、そうです～。この理論を応用することでですね～？　魔力変換効率が、大幅に改善されるのですよ～？」

　夕刻前の気け怠だるい時間に、俺は彼女と二人きり、魔法の勉強に励んでいた。

　灰色髪に金縁の眼鏡めがね、導師ソフィアは甘い声でささやいてくる。

「血筋がいいのかどうなのか～、姫さまは魔法がとってもお上手～。だけどもっと上手うまく、もっと巧みに使いたいでしょう～？」

　くすくすと笑いながら、ソフィアは俺の耳に言の葉を吹き込んでくる。

　それは俺の脳みそをじんと痺しびれさせ、甘い蜜に漬け込むようだ。

　彼女はそれを面白がって、ますます俺の顔に自身の体を寄せていって、

「近い」

「はい～？」

「近い。近い。おまけに乳の圧がすごい」

「あらあら～♪」

　いつの間にやら顔の真横にあった乳を押し退のける。

　そしてげんなりとした顔をして、ソフィアに非難がましい目を向けた。

「ベラもそうだけど、いい加減、子ども扱いは止やめて欲しいな」

「ええ～？　どうしてですか～？」

「体面というものがあるの。それにわたしはもう、胸で喜ぶ乳飲み子じゃないから」

「いつも大喜びしていますけど～？」

「そうだけども！　そうだけども!!」

　うう、こういう時は男としての本能が辛つらい。

　理屈じゃないんだよ、おっぱいは。抗えない魔力と引力を持っているのだ。

「まあ、ともかくとして」

「はい～」

「勉強の時間にべたべたするのは止めようね？」

「分かりました～♪」

「言ってるそばから！」

　ギュッと俺に抱き着いてくるソフィア、その顔にはいかにも天然ちゃんっぽい笑みが浮かんでいる。このぽんこつおっぱいお化けは本当に導師なのか？　学院でも数少ない、人を教え導く立場の人間なのか？　こうして会う度に疑わしく思えてくるが、彼女の知識は疑いようもなく本物だった。

「ではでは～、気を取り直して参りましょう～」

「はーい」

「魔力変換効率の話でしたよね～？　術式を書くと、このようになりまして～」

　ソフィアは何も見ず、すらすらと術式を記していった。

　その動きには淀よどみがなく、それが紙面いっぱいになるまで続いていく。

（天才、か）

　ベラトールが戦いの天才なら、ソフィアは魔法の天才だ。

　炎を放ち、水を生み、風を呼び出し、大地を揺らす。四大元素の操作は当たり前、彼女は得意の魔法によって、空間さえも歪ゆがめて砕いてしまうという。

　この世界の人間が生まれ持つ【念動力】【肉体強化】【防護障壁】などの感覚的な魔法とはまた違った魔力の使い方だ。術式というプログラムを組み、それを使って摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象を引き起こしていく。学院とはそれを探究するための組織でもあり、ソフィアはそこで最高学位を得た人間でもあった。

「はい～、以上、効率のいい術式でした～」

　複雑な術式をさらりと書いて、ソフィアはにこっと笑みを見せた。

　これを覚えろって言うんだろうな。姫様ならできると思っているんだろう。

　親衛隊の訓練が基礎トレーニングなら、これは応用編のトレーニングだ。これを頭に叩たたき込んで、意識せずとも使えるようにならなくちゃいけない。

「が、頑張ります」

「えらいえらい♪」

　立派な魔法使いになるべく勉学に励む俺。

　そんな俺を、ソフィアがよしよしと撫なでるのだった。

「あっ、そういえば～」

「うん？」

「姫さま～？　聞きましたよ～？　なんでも、工房跡地を調べられたとか～」

「耳が早いね。誰から聞いたの？」

「ベラちゃんですよ～。いっしょにご飯を食べて、その時に～」

「相変わらず仲がいいんだ」

「幼馴染ですから～」

　にこにこと笑うソフィア。家庭教師と親衛隊長、立場も雰囲気もまるで違うが、彼女とベラとは子どもの頃からの親友なのだという。

　今日も食堂でばったり出会い、そのまま席を並べたのだろう。そこで俺の話が出たとしても、俺としてはちっとも不思議なことではなかった。

「ベラちゃん、言ってましたよ～？　姫さまが何かを探されていて、それが見つからなくて落ち込んでいたって～」

「ああ、うん。そうだね。あれはちょっと堪こたえたよ」

「ベラちゃんも嘆いていましたよ～？　『私は何の役にも立たないクズだ！』って～」

「い、いや、ベラに責任はないよ。わたしが勝手に舞い上がっていただけで……」

「『かくなる上は腹を切って詫わびる！』とまで言ってましたよ～？」

「それはもちろん止めたよね!?」

　くすくすと笑うソフィア。彼女はいつもこの調子なので、ほんとかウソかがいまいち分かりづらくて困る。

（多分、冗談なんだと思うけど）

　あとでベラに会いに行こう。真面目にそう思う俺であった。

「でも～、残念でしたね～？　結局、何も見つからなかっただなんて～」

「正確にはひとつだけ……いや、一枚だけ見つけたんだけどね」

「ふむ～？」

「なんてことはない、ただの紙切れ、メモ用紙だったよ」

　引き出しを開け、俺は件くだんの羊皮紙を取り出してみせた。保存状態こそ良かったものの、やはり紙切れ、ゴミクズのようなものだ。

　未練がましく持ち帰ったが、もうこれはサッサと処分してしまおう。その旨を、俺はソフィアに伝えようとしたのだが──。

「……ソフィア？」

　学院の導師様が、いつになく真面目な顔で羊皮紙を見ていた。

　一体どうしたというのだろうか？　俺が彼女の肩に手をかけようとすると、ソフィアは真顔のまま、俺の方へと顔を向けてきた。

「姫さま～？」

「あっ、うん。なにかな？」

「姫さまも立派になったと思っていましたが～」

「まだまだ子ども、お子さまですね～」

「観察力が足りませんよ～？」

「まさか姫さまは本当に、それがただの羊皮紙だと思ったのですか～？」

「ど、どういうこと？」

　ソフィアはいつの間にか威圧感を増していた。

　いや、俺がそんな風に感じているだけか。言葉の波にさらされて、俺は思わず尻込みをしてしまっている。

（なんだ？　ソフィアは一体、何が言いたいんだ？）

　意図が分からず戸惑う俺に──。

　優秀な導師様は、ピンと指を立てて説明を始めた。

「いいですか～？　そもそも魔技師、魔術師という人種はですね～？　本当に大事なものは、そう簡単に分かるようにはしないのですよ～」

「え？　で、でも、これ。わたしの目には普通に見えているけど」

「そちらの文章は偽装ですね～。おとりなんですよ～。そういったもので目を逸そらさせて～、大事なものを隠そうというわけです～」

「ぐっ……!?」

　ソフィアの言葉に思い当たる節があった。

　あの紙を見つけた時、心の底ではこう思っていたんだ。

　なんでメモ書きを宝箱に入れていたんだろう、って──。

（ちゃんと意味があったのか！）

　つまりこの羊皮紙こそが宝物。

　これこそがあの工房で唯一価値のあるものだったんだ。

　俺は分かりやすいものばかり探していた。魔導書や魔道具がないかと、そればかりに意識を割いていた。そんな自分を大いに恥じて、俺は唇を噛かんで声もなくうつむく。

　そしてにこにこ笑顔のソフィア先生は、愚かでかわいい生徒の俺を、まるで子どもにするように「よしよし」と優しく撫でるのだった。

「さてさて～。それでは、この紙にかけられた魔法を解いてみましょう～」

「ちちんぷいぷいのぷ～い」

　気の抜ける言葉、しかし正確無比な術式によって、ただの羊皮紙が歪ゆがむようにその形を変えていく。いや、正確には文章が別のものへと置き換わっているんだ。簡素なメモは消えていき、代わりに紙面には地図と文章とが浮かび上がった。

「ほう～、これは～」

　笑みを絶やさず、導師ソフィアはひょいと羊皮紙をつまんでみせる。

　それを裏、表と確認すると、彼女は満足げに、大きく二度うなずいた。

「やはり間違いありません～。これは魔法の鍵ですね～」

「魔法の鍵？　魔法の地図じゃなくて？」

「地図でもありますが、これの本質は鍵ですね～。この羊皮紙をこの状態で所定の場所へと持っていく～。すると隠された扉が開くという仕組みです～」

「なるほど……」

　車のスマートキーのようなものか。持っているだけで扉は開く、この世界でも似たようなものがあるとは思わなかったな。

「でも、ちょっと不用心だよね。鍵と地図とを一緒にするだなんて」

　現役時代に盗まれたらどうするつもりだったんだろう？　脇の甘さというか、昔の人の横着なところに少しおかしさを感じてしまう。

　思わず笑ってしまう俺に、しかしソフィアは首を横に振っていた。

「ちゃんと理由があるみたいですよ～？」

　いぶかしむ俺に読むように促してくる。

　示された羊皮紙をのぞき込むと、そこにはこのようなことが記されていた。




【この手紙を見つけし者へ。我が名は大魔術師クイントゥス。かの黄金帝より第三階位の称号を与えられし者なり。生涯を魔法の探究に捧ささげ、時には異国を、時には辺境をもさ迷い、七十余年にわたって知識・技術・力を蓄え】




「あっ、大事なのは裏面でした～」

「なんなの!?」

　ズッコケる俺に悪びれないソフィア。

　彼女はぺろっと舌を出すと、件の羊皮紙をするりと裏へと返すのだった。




【気づけば我は老いていた。ふとした瞬間、老いや死を意識することが多くなった。きっと近いうちに我は天に召されるのだろう。そのこと自体に恐れはないが、我が身につけた魔法、それが消えてしまうのは酷ひどく虚むなしいことのように思えた】




【我は我が身につけた魔法、その深奥を後世に残そうと思う。しかし並みの術師、平凡な術師にくれてやるつもりは毛頭ない。この手紙を見つけ、正しく読み解き、そのうえで番人を打ち倒しし者。その者にこそ我は我の深奥、魔法の神髄を伝授しよう】




【我が魔法を求むる者よ。知恵を絞れ。力を示せ。さすれば秘術は、たちまちそなたに授けられん──】




「おお……!!」

　裏面を読み終わった俺は、もうすっかり感極まってしまっていた。

　これは鍵でもあり、遺書でもあり、更には秘術へと導く招待状でもあるんだ。

　ようやくすべてに合点がいった。なぜ宝箱にこれが入っていたのか。なぜ他に貴重なものが残っていなかったのか。

　答えは簡単、本当に大事なものは別の場所にしまってあったからだ。そしてそれを受け継ぐこと、それが手紙の主の願いでもある。

　正確には、これを読み解いたのはソフィアであるが──。

　要は番人とやらを倒せばいいんだ。知恵を絞ること、力を示すこと、そして最終的に遺産の番人を倒すこと。それこそが条件だと俺は解釈していた。

（ご丁寧に地図まで載っているし）

　場所は帝都の郊外だ。今から行っても夕食までには戻って来られる。

「そうと決まれば……!!」

　早速、件の場所に行ってみよう！

　俺は大きくうなずいて、そのまま部屋を出ていこうとして、

「は～い、ダメで～す」

「ぐえーっ」

　念動力でひょいとつままれ、机の前へと戻された。

　そうか、そういえばまだ勉強の時間だった！　しかし俺にとっては、あの遺産のことが勉強以上に大事なことで……!!

「うふふふふ～。それはそれ～、これはこれ～」

「今回のことでも分かった通り～、姫さまはまだまだ勉強不足～」

「もっと賢く、立派な王さまになるために～」

「わたしとた～っぷり、お勉強しましょうね～？」

「そんな！　そんなぁ！」

「そんなも何もありませ～ん。ではでは～、次の術式に参りましょう～」

　にこやかに魔導書を開くソフィア。宙に浮かび上がってくるような術式の群れ。

　それらすべてが渦を巻き、しかし俺は逃げることなどできなかった。

「う、う、ううう……!?」

　うわぁぁぁぁぁ……。

　叫んではみたものの、声は虚しく響くばかりだ。

　家庭教師の導師ソフィア。彼女はその肩書きの通り、俺を教え導くのが大、大、大好きな女性だった。




　　　　‐４‐




　やがてとっぷりと日が暮れて、街中に魔力の明かりが灯ともる頃。

　俺はベラ、ソフィア、メモリアの三名を連れて、例の地図の場所へと向かっていた。

「えーっと、確かこっちの方だったよな？」

「はい。この道をまっすぐ進み、三つ目の角を左です」

「よしよし……♪」

　ウキウキ気分で坂道を進む。気分は上々、最高潮だ。

　新しい手がかりというか、見落としていたものが見つかったからな。まだ手放しでは喜べないが、地図の場所には何かがある。それが分かっただけでも上出来だ。

（まったく、持つべきものは導師様だよな）

　乳母の娘にして天才学者。そんな女性がそばにいることに感謝し、俺は弾む足取りで夜の街を進んでいく。目的はもちろんクイントゥスの遺産だ。それが眠る郊外へと、俺は一歩、また一歩と近づいていって──。

「しかし……」

「うん？」

「ああ、いえ。なかなか興味深いなと思いまして」

「何のこと？」

「夜の街並みですよ。立ち並ぶ共同住宅。オレンジ色の街灯。空に浮かぶお月様に、光が差し込まない路地の暗がり。そのすべてが相まって、実に味わい深いものがあります」

「ふうん……」

　メモリアに言われて足を止める。

　改めて見てみれば、なるほど確かにそうかもしれなかった。

「幻想的な感じがするよな。窓の明かりもぼんやり光ってさ」

「昼間とはまた違った趣がありますよね。まるでまったく違う街に来たようで」

「だな」

　ふっと笑ってメモリアを見る。

　この子は良家のお嬢様。典型的な箱入り娘の身の上だ。

　夜の街なんて歩いたこともなかっただろう。そもそも夜中に家を抜け出すなんて、これが初めての経験じゃないのか？

（親御さんは過保護な人だったからな）

　本人も内向的な性格だった。

　部屋に籠って本ばかり読んで、ろくに運動もしようとしなかった。

　俺と出会った時なんて死人みたいな肌色をしていたくらいだ。手足もやたらと細かったし、放っておいたら虚弱体質になって死んでしまいそうだった。

　だから俺は滋養豊富なお菓子を差し入れたり、見かねて外へと連れ出したり、あれこれ世話を焼いたわけだけど──。

　いつの間にやら、俺の方が世話を焼かれる立場になっていた。

　その間、ざっと十年くらいか。あっという間の十年だったが、人間関係は変化しているんだな。そう思うと、何やら感慨深いような気分だった。

「こうして歩いていると、初めて街に出た時のことを思い出すな？」

「え？　え、ええと……そうですかね？」

「とぼけるなって。覚えているだろ？　興奮しすぎて熱を出した日のことを」

「あああ、あ、あれは……!!」

「いや、俺も反省したよ。強引すぎたなと思ったんだが、お前ときたら『次はいつ街に行くのでしょう？』なんておねだりするようになっちゃって……」

「アウローラ様!!」

　街灯の下、メモリアが真っ赤な顔をして怒ってきた。

　さすがに悪ふざけがすぎたか。しかし怒ったメモリアもかわいらしく、俺はつい、彼女をからかって遊んでしまった。

　メモリアはメモリアで、こんな気安いやり取りが嬉うれしいのだろう。「もう……」と言いながらも、その距離は出がけの頃よりも近かった。

「今度言ったら怒りますからね？」

「うんうん」

「本当ですよ？」

「うん」

　メモリアとふたり、薄暗い夜道を和やかに歩く。

　実に癒いやされる時間だ。心温まり、日頃の疲れが抜けていくかのようだ。

　こんな時間をもっともっと大事にしたいよなと思いながら、俺は幼おさな馴な染じみと一緒に角を曲がろうとして──。

　そこでようやく、同行者たちの存在を思い出していた。

「ぐぎぎぎぎぎ……！」

「きゃっ!?」

「ベ、ベラ!?」

　角を曲がる瞬間、不意に見えたのはベラトールの顔だった。

　親指の爪を噛かんでのしかめっ面。眉間にしわを寄せている彼女は、どこか大鬼オーガや野獣ビーストのようにも見える。そんなのが後ろにいたんだからたまらない。驚くなと言う方が無理があり、俺たちは思わず立ちすくんでしまった。

「ど、どうしたの、ベラ？　何を怒っているの？」

　恐る恐る問いかけてみる。しかしベラは唸うなるばかりで、答えはおろか、人語らしい人語を発しようともしない。

　さては嫉妬でおかしくなったか？　そんな考えが頭をよぎったところで、

「ひ、姫様～！　もうお城に戻りましょう～！」

　なんて、泣き言のようなことを言い始めた。

「夜歩きなんて不良のすることですよ！　大人である我々はともかく、いたいけな姫君がしていいことではありません！」

「いや、今さらそんなことを言われても……」

「ずっと我慢していたのです！　大事なことだと言われ、ここまでついてきましたが」

　ちらりと俺の背後に視線を向けるベラ。

　その先は郊外に続く道だ。街灯がなく、デコボコとした地形を見て、親衛隊長はまたも悲鳴のような声を上げた。

「ほら！　やっぱり危なそうな場所です！　暗くて怖くて夜盗が潜んでいそうで……こんなところに踏み込んだら、姫様なんて一瞬でさらわれてしまいます！」

「なんのための護衛なのかな？」

　甚だ疑問であったが……。

　まあ、言わんとすることは分かった。

　分かったからこそ、俺はそれ以上、抗弁するようなことはしなかった。

「うふふ～。ベラちゃんは相変わらず心配性ですね～？」

「うるさいぞソフィ!!　元はと言えば、お前が姫様をそそのかしたからだな！」

「とんでもない～。わたしはただ、ちょ～っと気になる点を指摘しただけで～」

「やかましい！　この無駄乳め！　無駄乳め!!」

「やあ～ん♪」

　再び歩き出した俺の後ろで、ベラとソフィアがドタバタとし始めた。

　俺とメモリアがそうであるように、あのふたりもまた幼馴染だからな。

　いわゆる気が置けない関係ってやつだ。学者と親衛隊、進んだ道こそ違うものの、今でも会うたびにああやって仲良く喧けん嘩かをしていた。小さな頃から俺を取り合うのには辟へき易えきとさせられたが、まあ、それ以外は微笑ほほえましくて──。

「姫様。そろそろです」

「ん？　ああ……」

　いつの間にか住宅街を抜けていたようだ。

　立ち並ぶ家々は消え、眼前には帝都の郊外らしい、緑の丘陵地帯が広がっていた。

　ぽつん、ぽつんと点在しているのは、貴族の別宅か農場だろうか。あまり人ひと気けのない建物には、いくつか明かりの灯っていないものまであった。

「あの中に隠し場所があるんだよね？」

「はい～。そうみたいですね～」

　地図を確認し、「あちらです～」とソフィアが先導する。

　それについて歩きながら、俺は徐々に高鳴る胸の鼓動を感じていた。

（いよいよ……いよいよ、その時が来るのか）

　苦節十五年、これまでの無為にした時間は本当に長かった。

　皇族として何不自由ない暮らしを送りながら、しかし、決して満たされることのない空虚な心を抱えて生きてきた。

　だが、心が男である以上、俺はやはり男なのだ。

　男にならなくてはいけない。男に戻らなくてはいけない。是が非でも、俺は男の体を取り戻さなくてはいけない！

　はやる心を必死に鎮め、俺は一歩、また一歩と緑の丘を進んでいく。

　再会はもうすぐだよ、男の俺。きっとまた、すぐに会える──。

「つきました～」

「っ!!」

　ソフィアの声に、俺は努めて意識を引き締めにかかった。

　視線の先には小さな石碑がある。崩れかけ、表面も擦り切れているそれは、パッと見た限りでは標識か何かのように思えるが、

「ふ～むふむふむ。ほ～うほう……」

　天才導師のソフィアさんは、ここに着くなりすぐにも石碑に寄っていった。

　念動力で埃ほこりや破片を払っている。あれで何が分かると言うのだろう？　見つめる俺たちに、しかし、肝心のソフィアは何も語らない。

「ふ～む、面白いですね～。興味深いですね～。もっとちゃんと調査したいかも～」

　ぶつぶつとつぶやきながら、今度は石碑を撫なで回すソフィア。

　その熱中っぷりに、俺はともかくベラが痺しびれを切らしてしまった。

「おい！　何か分かったのか？」

「ん～？　うん～、それなりに～」

「だったらきちんと話せ！　姫様の御前なんだぞ！」

「ああ～、そうでした、そうでした～」

　ぽんこつ眼鏡めがねがえへへと笑った。少し天然っぽい彼女は、こほんと咳せき払ばらいをすると学者然とした調子で語り始めるのだった。

「結論から言えば～、この石碑の主は学院出身の人ですね～」

「え？　それって、ソフィアと同じ……」

「はい～。学問の徒、というわけですね～」

　さらりと言ってのけるソフィアに、俺は内心、大きな驚きを感じていた。

（学院出身の魔術師だったか……！）

　数こそ少ないが化け物揃ぞろいだ。あのソフィアでさえ、国内では当代指折りの賢者だと言われている。それが旧帝国時代、最盛期に活躍していた学徒となると──。

（駄目だ。ちょっと想像がつかない）

　思った以上の大物の存在に、期待と不安がない交ぜになってくるのだった。

「よ～～～～～く見ると、ここに学徒が使う刻印がありますよね～？　ちょっと古いんですけど～。転送魔法の術式です～」

「転送？　どこかに飛ばされるの？」

「ここの地下だと思いますよ～。魔法でないと行けない場所に～。宝物庫か何かを作ったんでしょうね～」

「出入口のない地下室ってことか……」

　物を隠すにはもってこいの場所だ。

　ここに宝があるなど誰も気づかず、よしんば気づいたとしても鍵地図がなければ出入りができない。いかにも魔法使いらしい仕掛け、そして学院出身の魔術師という情報に、俺の心は一気に火がついたように高揚していた。

（ここまで分かれば……!!）

　あとは中身を確かめるだけだ。

　俺は満面の笑みを浮かべ、力強くソフィアの肩をつかんで言った。

「よーし！　じゃあ、転送魔法を発動して！」

「はい～」

　彼女はこくりとうなずくと、地図をかざし、石碑の刻印に魔力を通していき、

「お、お待ちください！」

「ん？　ベラ？」

「どうしたの～？」

「どうしたもこうしたもあるか！　あ、ああ、いえいえ。姫様、あのですね？　私が思いますに、魔術師の隠し蔵など危険ではないかと」

「危険？　ああ、うん。変な罠わなとかありそうだよね」

「でしょう!?　他にも通風孔が埋まっていたり、変なガスが溜たまっていたりと、御身に害が及ぶかもしれません。私はただそればかりが心配で……」

「【防護障壁】があるんだから～。生半可なことじゃ死なないよ～」

「か弱い姫様をお前のような魔術お化けと一緒にするな!!　万が一にも姫様が倒れてみろ！　その瞬間、帝国の未来など粉々に消し飛ぶぞ!!」

「声が大きい～」

　耳を塞ぐソフィアの横で、ベラは天も震えんばかりに声を張り上げていた。

　まあ、彼女の気持ちも分かる。俺が好きすぎて親衛隊長にまでなったような人だ。危ないところには行かせたくないし、怪しいことにも関わって欲しくないんだろう。

　だけど、俺には俺の目標があった。それは男に戻ること。そのためならば、多少の危険は覚悟のうちだ。

　それだけは分かってもらいたくて、俺は親衛隊長に語りかけていた。

「ベラ」

「は、はい！　姫様！」

「ベラの言うことはもっともだと思うよ。わたしもベラの立場なら、きっとわたしのことを止めていたと思う。だけど……」

「…………」

「わたしはどうしてもここを調べたいんだ。他の誰にも先を越されたくない。自分の身ひとつで乗り込んでいき、ここにあるであろう手がかりをつかみたいんだ」

「姫様……!!」

　強い意志を込め、親衛隊長の目を見て話す。

　それを受けたベラトールは、少しさびしそうな顔をしていたが、

「……分かりました。もう止めはしません」

　そう言って、小さく、こくりとうなずいてくれた。

「ですが、露払いは私に任せてください！　私が先に地下へと行きますので、姫様はあとからゆっくりと下りてきていただければ！」

「え？　ええっと、まあ、それくらいなら」

「承りました！」

　ドンと胸を叩たたいたベラは、隣にいたソフィアに視線を向けた。

　そして彼女の肩をつかみ、そのままガクガクと揺さぶり始める。

「ほら、何をしているんだソフィ！　早く私を転送しないか！」

「あああああ、わ、分かったから揺らさないで～……!!」

　おっぱいがぶるんぶるんと揺れている……。

　ふむ……。

「姫様？」

「はっ!?」

　メモリアに冷めた目で見られ、俺は慌てて胸から視線を外した。

　危ない危ない、引き込まれるところだった。その場の空気を巧みに読んで、俺は努めて真面目に命令を発する。

「よし、それでは親衛隊長ベラトール！　先に地下へと転移して、あとに続く我々の安全を確保せよ！」

「はっ！」

　ベラはその場に片膝をつくと、俺に対して深く頭を下げてきた。

　間を置かず、ソフィアが転送魔法陣を起動させる。例の石碑、その表面が輝き始め、ベラの体を光によってぼやけさせていく。

「それでは、行って参ります！」

　その言葉を最後に、バッ！　と光ってベラトールが消えた。

　今頃は地下にいるのだろう。どうなっているかは分からないが、あの女傑ならばどんな危険も切り抜けるはずだ。

　その信頼を胸に、俺たちは地面の辺りを見守り続けるのだった。

「……………」

「…………………」

「大丈夫……そうかな？」

「そのようですね～」

　ここで肩の力を抜く俺たち。その表情は先ほどに比べれば柔らかい。

「番人がいるとの話でしたが」

「ベラなら大丈夫じゃないかな？　なんといっても帝国屈指の戦士だし」

「ゴーレム程度なら一撃で木っ端微み塵じんですね～。アイアンゴーレムでもです～」

　自慢げにソフィアが解説をする。彼女の話は予想ではなく真実だ。

　ああ見えてベラトールはかなりの強者だからな。考えてみれば心配するのもおかしな話で、俺は彼女の無事をまったく疑ってもいなかった。

「しかし、何かあるかと思ったのですが」

「思った以上に何もなかったね！」

　三人、顔を見合わせてワハハと笑う。

　学院と聞いてビビっていたが、それは完全にビビり損だったわけで、




『ああ～～～……』




「「「……ん？」」」

　いま、何か地下から聞こえたような？




『やめっ、やめろ～～～……』




「「「んんんんん!?」」」

　また聞こえた。あれはベラトールの声だ！

『ひ、姫様～～～……!!』

　か細く頼りない声が地面の下から響いてきている。

　何かがあったに違いない。それも屈強な戦士に悲鳴を上げさせるだけの何かが！

「ソフィア！　わたしたちも転送！」

「は、はい～」

「一体、地下で何が……!?」

　慌てて俺たちも地下へと向かう。

　転移の光に包まれながら、俺は一瞬でも油断したこと、そしてベラをひとりで行かせたことを悔いていた。

（無事でいてくれよ、ベラ……!!）

　念じながら揺らめく視界を見つめる。

　やがてまばゆい光も消える頃、俺たちが、俺たちが見たものとは……!!




『じゅるるっぷん』

「「「えええええ……」」」

　天井が高く、意外にも広々とした地下室に──。

　なんか、スライムのような生き物がいた。見上げるほどの巨体を誇り、しかし、ぷるぷると震えるばかりの球体。それは粘液の中にベラトールを取り込んでいる。

「ああっ、姫様！　姫様、助けてください！」

　てっぺんから頭だけ出して、粘液まみれのベラトールが叫ぶ。

　助ける？　助けるったって、ただのスライムだろ、これは？　ドラゴンも素手で殴り殺せるような人が、なんで大人しく捕まっているのか。

「自力で脱出できないの？」

「な、なぜか力が抜けるんですぅ～……!!」

　そう言う彼女の姿は弱々しかった。

　心なしか筋肉がふにゃふにゃしているようだ。

　それを疑問に思う俺たちの横で──導師ソフィアが大きな声を上げた。

「すごい！　あれは伝説のエロマンガスライムですね～！」

「伝説のエロマンガスライム!?」

「あれに触れると体に力が入らなくなっちゃうんですよ～？」

「そんな生き物がいるんですか!?」

「何をそんなに興奮しているのですか……」

　メモリアが呆あきれ顔で俺のことを見ているが──。

　いや、しかし、俺はこれだけで確信したね。クイントゥスは間違いなく天才。それも超が付くほどの大天才だと思えた。

「あれは服を溶かすという性質も持っています～。ほら、ベラちゃんも鎧よろい以外は段々と裸になっていって～……」

「おおおおおーーーーーっ!?」

　ソフィアの解説通り、ベラの服がしゅわしゅわと音を立てて分解されている！

　けしからん！　なんてけしからんスライムなんだ！　見えそうで見えない筋肉質なボディに、俺は状況も忘れて大きな声を張り上げて──。

「ああ、いやいや。大変だ！　早くベラを助けないと！」

「……見入ってませんでした？」

「そんなことはないよ」

　ジト目のメモリアにぎこちなく返し、俺は改めて巨大なスライムへと向き合った。

「うーん」

　やはり大きい。特大サイズだ。おまけに下手に近づけないとなると厄介だな。

「火炎魔法で蒸発させようかな」

「大丈夫ですか～？　スライムだけ消して、ベラちゃんだけ無傷で済ますのは～。なかなか調整が難しいですよ～？」

「そのためにソフィアに教えてもらっているんだよ。まあ、そこで見てて」

　そう言って、俺はソフィアとメモリアを下がらせた。

（魔法のエキスパートである導師様に頼んだ方が確実なんだけど……）

　助けを求められたのは俺であるし、そもそもベラをここに突撃させたのも俺だ。

　俺が自ら救出する必要がある。日頃の勉強の成果を見せるべく、そしてスライムに捕まった護衛を助けるべく、俺は意識を集中させていった。

「はあぁぁぁぁ……!!」

　普段、何気なく使っている魔法とは種類が違う。

　これから俺が解き放つのは、呪文を引き金トリガーとした術式魔法だ。

　感覚的に使う魔法に比べて隙があり、魔力もある程度の量を必要とするが──。

　その分、確実性においては感覚魔法を上回っていた。

「さあ、いくよ！」

「はいぃ!!」

「【大火炎球】、ドルドーラ!!」

　呪文を唱えると同時に、俺の両手から巨大な火球が飛び出した！

　それはスライムの体に着弾すると、みるみるうちに大量の粘液を蒸発させていく。

　巻き起こる爆炎。部屋の中にもうもうと立ち込める蒸気。その中心にあってベラは苦く悶もんの表情を見せている。

「熱いっ！　熱いです姫様～！」

「…………」

「あつぅい！　あつぅぅい!!」

「………………」

　いやまあ、熱いで済むだけ十分すごいよ。

　兎とにも角かくにも俺の術式魔法、【大火炎球】ドルドーラは、エロマンガスライムを一滴残らず消滅させていくのだった。

「ハァ……ハァ……」

　やがて蒸気も晴れる頃、そこには半裸のベラトールだけがいた。

　四よつん這ばいになって荒い息をはいている。消耗はしていそうだが、別段、火傷やけどを負った風でもなさそうだ。ソフィアに上着をかけてもらうと、彼女はすぐにも立ち上がって俺の方へと近づいてきた。

「姫様、このベラトール感服いたしました。よもやあれほど力強い魔法を使えるようになっていたとは……感無量とはこのことです」

「ま、まあ……無事で何よりだよ」

　今さらキリッとされても、ひんひん泣いてた過去は変わらないんだけどな……。

　まあいい。それよりもこの先のことだ。番人らしき巨大スライムは片づけたから、あとはゆっくりとこの隠し部屋の中を探索すればいい。

　まずはあれから調べてみようか？　部屋の反対側にある台座、その上に置かれた水色の水晶玉を。あれはきっと記録媒体か何かの宝玉だろう。そこに収められた知識に触れようと、俺が一歩前に踏み出すと──。

「うっ!?」

「姫様、私の後ろに」

　ベラトールが俺を庇かばうように前に出た。その視線の先、あの台座の宝玉は光を発し、そこから立体像が浮かび上がってきている。

【訪問者よ……我が領域に立ち入る者よ……】

【転送陣の起動……そして番人の撃退、見事なり……】

【求める者よ……我はそなたに遺産を託そう……】

「これは……」

「旧帝国語、ですね」

　かつて帝国で使われていた「昔の言葉」。

　それを自然と話す何者かが、俺たちに何かを伝えようとしている。

「あなたはもしかして……？」

　旧帝国語で問いかける俺に、鮮明になった立体像、長い髪の女はこう告げた。

【我が名はクイントゥス……変身魔法を極めた魔術師なり……】

「やっぱり！」

　俺とソフィアはわっと声を上げて喜んだ。

　もしやと思ったが、やはりあれはクイントゥス本人だったか。

（本人が現れるとは思わなかったが）

　残留思念の登場に、逆に期待感が高まってくる俺だった。

【我は……我は学院における異端者である……】

【あの場所ではまるで理解を得られなかった……】

【賛同者もなく、ただただ孤独を味わっていた……】

【しかし我は諦めず、その生涯において魔法の深奥を探り続けた……】

【そして遂ついに見つけたのだ……】

【究極とも言える変身魔法……【男になる魔法】を……!!】

「おおおおおおおおおおおおっ!?」

　まさか！　まさかまさかまさか!!

　まさか俺の求めていたものが、こんなところに眠っていただなんて!!

　期待はしていたが、それを上回るほどの大当たりだ！　最悪、まったく関係のないものが出てくる可能性まで考えていたけど──。

　いや、今はそんな場合じゃないな！　その秘術とやらを早く教えてもらうんだ!!

「クイントゥス……いや、クイントゥス様！」

【うむ……】

「わたしにその秘術を授けてください！　【男になる魔法】を、わたしにも！」

【よかろう……我は初めから、そのつもりでいたのだ……】

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　俺は歓喜と興奮とで打ち震えた。

　この世に生まれ落ちて十五年。女に生まれた時はどうしようかと思ったものだが、遂に、遂に、男の体に戻ることができるんだ！

　この女尊男卑の世界、まだまだ問題は残されているが──。

　肝心要の魔法が見つかったんだ。喜ばないわけにはいかなかった。

「ひ、姫様!?　探し物とはそんな魔法のことだったのですか!?」

「そうだよ」

「いけません！　私は反対です！　強く可か憐れんな姫様が、非力でひ弱な男になってしまうだなんて……!!」

「まあまあ。まあまあ」

　何も言わずに連れてきたのは悪かったが、ここは俺の願いを優先させてもらいたい。

　男は女より弱いとか、君主として相応しくないとか、その辺りの問題も追々解決していくつもりなんだ。だけど今は性転換のことが大事。戸惑うベラをソフィアに渡し、俺はクイントゥスの方へと向き直った。

「さあ！　クイントゥス様！　わたしに秘術の伝授を!!」

　立体映像の前で俺は両手を広げて教えを待った。

　その姿にクイントゥスは微笑ほほえむと──その光を増していった。

【よかろう……受け取るがいい……】

【我が人生、我が英知、そのすべての結晶を……!!】

「うっ……!?」

　水晶玉からまばゆい光が発せられた。

　それを受け、俺の体にひとつの術式が注ぎ込まれていく。

「これは……!?」

　確かに感じる魔法の力。力強い鼓動と共に、更に光は増していき──。

　そして一際強く光ったのちに、俺は女から男への変身を果たしていた。

「おお……!!」

「これが……【男になる魔法】……!!」

　魔法で水鏡を作って確認する。今の俺はアウローラであってアウローラではない。歳とし相応の少年のような、そんな姿に変わっていた！

「やったーーーーーっ!!」

　歓喜のあまりに飛び跳ねてはしゃぐ俺。

　そんな俺を連れの三人は唖あ然ぜんとして見つめ、件くだんの魔術師は満足げにうんうんとうなずいている。

【見事な変身だ……やはり我は間違っていなかった……】

「そうですとも！　いやあ、本当に感謝感激です！」

【うむ……喜んでもらえると我も嬉うれしい……】

　にこにこ笑顔の俺とクイントゥス。

　朗らかな雰囲気の中、俺は念願成就の感動に震えてもいた。

『ようやく会えたな、俺』

（俺……）

　俺は生前の俺の幻影に微笑みかけた。お互いの表情はいつになく優しい。

　これから俺は【性転換】使いの魔法使いとして、大いなるハーレム道を一歩、また一歩と歩んでいくんだ。

　その最初の一歩を踏みしめながら、俺はゆっくりと股間に手を伸ばして──。




　スカッ。




「……ん？」

　おかしい。あるはずのものがない。

　伸ばしたその手は空振って、中途半端な位置でぴたりと固まってしまっている。

「いやいや」

　そんなはずはないと再確認。服の上からまさぐるも、やはり何もないというか、肝心要のものがないというか──。

（ど、どういうことだ!?）

　まさかショーツを下ろして確認するわけにもいかない。

　衝撃のあまり硬直する俺に、クイントゥスは実に誇らしげに話しかけてきていた。

【どうだ……？　素晴らしいだろう……？】

【男のような髪型……男のような服装……】

【まさに完璧、完全なる美だ……】

　うっとりと語りかける女に──俺は大きく息を吸って、言った。

「ただの男装魔法じゃねえか!!」

　そこで一度、間を空けて、

「１００％、おめーの趣味じゃねえか!!」

　再度叫んで立ち尽くす俺。そんな俺を優しく見つめ、【確かに託したぞ……後継者よ……】と、何やら成仏ムーブをかますクイントゥス。

　何のことはない、あいつはちょっと特殊な性癖を持ったおばさんだったんだ。肝心の【男になる魔法】も、本当はただの【男装】魔法だったわけで──。

「ははぁ、姫様？　お忍びのための変身魔法が欲しかったのですね？」

「ああ～、なるほど～。そうだったんですね～？」

「まったく、困ったお方です。悪いことばかり覚えてしまって」

　愕がく然ぜんとする俺にふたりの姉や、ベラとソフィアが語りかけてくる。

　彼女らの中では納得のいく話に仕上がったのだろう。ベラが語った通り、俺は便利な変身魔法を欲しがったのだと思われている。

　しかし、違う！　違うんだ!!　俺が本当に欲しかったものは、「男っぽくなる魔法」じゃなくて、「男そのものになる魔法」で──!!

「期待して損したああああああああアアアアアアアアア!!」

　俺は叫んだ。叫ばずにはいられなかった。

　念願成就のその瞬間、ひょいとはしごを外されたようなものだ。

　天国から地獄、奈落の底へと真っ逆さま。俺は床の上をのたうち回りながら、声も涸かれんばかりに叫び続けるのだった。
















幕まく間あい劇「ふたりの姉や」




　帝都が誇る白亜の宮殿、その敷地内には職員のための施設がいくつか存在する。

　通称「大食堂」と呼ばれる広間もそうだ。ここでは警備や下働きの者、所用で宮殿を訪れた者が簡単な食事を取れるように作られている。

　ずらりと並べられた長机、そこにカウンターから自分でお盆を持ってくる方式。給仕などは存在しないが、それがかえって気軽でいいと、宮仕えの者たちからは意外にも好評を博していた。

　さて、そんな大食堂での一場面である。

　ぽっかりと空いた時間、昼食と夕食の合間の時間に、

「うっ！」「わあ～」

　ふたりの女が偶然、ばったりと出くわしていた。

　ひとりは親衛隊長ベラトール。そしてもうひとりは学院の導師ことソフィアだ。

　机を挟んで向かい合い、しばらく動きを止めていた両者は──。

　諦めたようなベラトールに合わせ、ふたり揃そろって素直に腰を下ろすのだった。

「またお前か、ソフィ。なんでいつも同じ場所で会うんだ」

「さあ～、なんでだろうね～？　幼おさな馴な染じみだから気が合うのかな～？」

「合うはずがないだろう！　まったく、お前の声を聞いているとこちらの頭まで緩んできそうだ！」

「ひどいよ～、ベラちゃん～」

　そう言いながら、ソフィアはにこにこと子どものように笑っていた。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔のベラトールとは何もかもが対照的だ。そんな相手に対し、ベラトールはなおも何かを言おうとしていたが、

「……ふんっ！」

　鼻を鳴らし、自分のパンにかぶりつくのだった。

「大きなパンだね～？　それ、おやつ～？」

「……そうだ」

「親衛隊は大変なんだね～？　食べても食べてもお腹なかが空すくんでしょ～？」

「走り込みや鍛錬を欠かさないからな。むしろ食べないと痩せ細るんだ」

「いいな～。わたしなんて、ほら～。お肉ばっかりついちゃって～」

「………………」

「体も重く感じるし～。わたしも運動、しようかな～？」

「その無駄乳をゆさゆさ揺するんじゃあない!!」

「やあぁん♪」

　胸を叩たたかれ、しかし、少しも痛そうなそぶりを見せないソフィア。この程度のことはいつものこと、もう何年も繰り返してきた「おふざけ」だ。ある意味では「お約束」とも言えるやり取りは、彼女らなりの挨拶のようなものだった。

「まったく……お前は本当に変わらないな」

「ベラちゃんだって～。初めて会った時から変わらないよ～」

「初めて会った時か……あれからもう何年経たったのやら」

「十五年だね～。姫さまの前で会って、そこからのなが～い付き合い～」

　ソフィアの言葉に当時の思い出がよみがえってくる。

　当時、親衛隊長の母に連れられ、ベラトールは宮殿の奥へと連れてこられた。そこで乳母の娘だというソフィアに出会ったのだ。

　今までに会ったことのない相手。それはふわふわ、ふにふにと笑う灰色髪の少女で、自分とは似ても似つかない、まるで正反対に位置する少女のように思えた。

　きっとこの場を離れれば、あとは宮殿でたまに顔を合わせるだけだろうと──。

　ベラトールはそのように思っていたのだが──。

「まさかお前と共に姫様の姉やに任命されるとはな」

「びっくりしたよね～？　姫さまのお披ひ露ろ目めだけかと思っていたのに～」

「まさに暗中の棘とげ、日下の驟しゆう雨うというものだった」

「故事成語ぅ～♪」

　上ずった声を上げ、ソフィアは両手で相手を指した。

　それにムッとしたベラトールは、しかし、すぐにも相好を崩していった。

「しかし、当時の姫様は本当に愛くるしかったな。赤子の頃より顔立ちがよく、そのくせ手足はふくふくと丸くて柔らかそうで」

「まるで天使みたいだったよね～？　思わずふたりで見入っちゃったもん～」

「あれは本当に素晴らしかった……今でも夢に見る、そんな衝撃的な場面だった」

「そこで決心したんだよね～？　ふたりでこの子を守っていこうって～」

「ああ。誰に言われるまでもなく、姫様のために生きていこうと心に決めたのだ。それはソフィ、お前だって同じだろう？」

「もちろんだよ～。いまも同じ気持ちだよ～」

　ふたりの姉やは微笑みあって、幼き皇女に出会ったこと、そこで感じたことなどを語り合っていた。これもまた、彼女らにとっては定番の話題だった。ふたりは飽きもせず、もう何度目かになる「初めての出会い、皇女アウローラの素晴らしさ」を語るのだった。

「はあ……そんな姫様ももう十五歳か。大きくなられたものだな……」

「立派に育たれたよね～？　頭が良くって、機転も利いて～」

「そのうえ運動も得意なんだぞ!?　非の打ち所がないではないか！」

「すごいよね～、えらいよね～。ベラちゃん、鼻が高いでしょ～？」

「もちろんだとも！　我らが皇女は臣民の誇り。その成長は私の喜びでもある」

　えっへんと胸を張り、親衛隊長ベラトールは実に誇らしげな顔をした。

　その姿ににこにこと微笑ほほえみながら、しかし、ソフィアは思案げな顔になると、

「でも～。まだまだ油断はできないよね～？」

「ん？　どういうことだ？」

「ほら～。姫さまはお母さまが偉大すぎるから～。その分、周囲の期待が高くって～。生半可な力だと、みんなが『次の皇帝だ』って認めてくれないよ～？」

「馬鹿を言え！　誰がそんなことを言っているんだ!?　お前の考えなのか!?」

「わたしじゃないよ～。一般論～」

「ぐむむ……!!」

　偉大な導師に常識を説かれ、さしもの親衛隊長も思わず口をつぐんでしまう。

　そういった話があることは知っていた。女帝に比べると皇女アウローラは力不足。その認識が一般的なものだということも知っていた。

「しかし！　それはこれから私たちが、ますます姫様を育てればいいだけの話だ！」

「そうそう～。もっとお勉強に力を入れて～。運動はこの際、後回しにして～」

「そうだとも！　しっかり勉強ができていれば、この際、運動は後回しでも……」

　そこでベラトールは「ん？」と怪け訝げんそうな顔をした。流れに乗せられ賛同したが、それでは自分と皇女との時間が減ってしまうではないか。代わりに増えるのはソフィアと皇女の家庭教師の時間だ。それが目的だったのだろう、気づいたベラトールに対し、眼鏡めがねの導師様は「てへっ」と可愛かわいく舌を出して──。

「貴様ーっ!!　油断も隙も無いやつめ！　よもや私の時間を奪おうとはな！」

「人聞きの悪い～。わたしはただ、ひとつの提案をしただけで～」

「騙だまされるものかーっ！　この性悪女め！　性悪女めーっ!!」

「やあぁん♪」

　まるで水と油、今日も今日とてふたりの姉やはどったんばったんと大きな騒ぎを繰り広げていた。その姿は、とても仲のいい幼馴染のものとは思えなかったが──。

　意外にも凸凹がハマりあって、案外気の合うふたりなのであった。







第三章「休日は学びの園へ」
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「……ん？」

　ふと気がつくと、俺は深い霧の中で佇たたずんでいた。

　視界が乳白色に染まっている。ここでは俺の存在だけが確かなもので、他は一切、地面さえも霧に溶けるように消えている。

「ここは……？」

　雲の中のような空間で、漂いながら俺はつぶやく。

　ここはどこだろうか？　一体、どうしてこんなところにいるのだろうか？

　思い出せない。思い出せないが、なぜか妙に首が痛い──。

『よう、俺』

「えっ？」

『随分と困っているみたいじゃないか』

「俺……？」

　振り返った先、少し離れた場所に立っていたのは俺だった。

　生前の俺。男の姿の俺。学生服姿の少年は、いつもの穏やかな顔で俺に向かって話しかけてきていた。

『当てが外れて残念だったな。今度こそは上手うまくいくと思ったのに』

「そう……そうなんだよ！　相手は大物で、仕掛けはあんなに大げさだったのに！」

『まさかただの【男装】魔法だったとはな。お釈しや迦か様さまでも思うまいってやつだ』

「ほんとにそうだよ。ったく、紛らわしいったら……」

　唇を尖とがらせて言う俺に、男の俺はあくまでにこやかなままだった。

　どこか達観したかのような表情で、生前の俺、もうひとりの俺は、ゆったりと言葉を紡いでいく。

『まあ、焦らないことだ。お前も知っての通り、魔法の本質とは「術者の願いを叶かなえる力」だからな。精進を重ね、鍛錬を怠らなければ、きっと望む未来はつかめるはず』

「そうは言っても、物事には限度があるからな……そう都合よくいくかな？」

『お前はあの女帝の娘だろう。素質は十分、それをずっと高めていけばいいさ』

「理屈の上ではそうなんだろうけどさ」

　なおも不満げな顔を見せる俺は、しかし決して嫌な気分ではなかった。

　たとえ幻でも自分自身との対話は面白い。主観的なような、客観的なような、そんな話をもうひとりの俺から聞くのが楽しいんだ。

　ある意味では最大の理解者と言える「男だった頃の俺」。そいつと向かい合っている今は、辺りを包む霧のことも気にならなかった。

『さて、と。そろそろ行くかな』

「もう行くのか？　もう少しいてもいいじゃないか」

『時間は有限だからな。お前もそろそろ帰った方がいいぞ』

「帰る？　帰るってどこに……」

　もう一度辺りを見回してみる。

　そこには道らしい道もなく、俺たちは依然、霧の中に佇んでいるだけだ。

　そもそもどうやってここに来たのかも分からないんだ。先ほどの言葉が理解できず、俺は再び、怪訝そうな顔を男の俺へと向けて、

「えっ!?」

　思わず驚きよう愕がくの声を上げた。

　どこまでも続く霧の奥から──。

　何かが──何かが、近づいてきている。

　それは「現実」、「婿取り」、「跡継ぎ」などのプラカードを掲げた集団であり、侍従であったり、民衆であったり、どこかで見たような顔をした女たちだった。

「皇女殿下ばんざーい！」

「アウローラ様ばんざーい！」

「祝・十五歳！　もうすっかり大人ですね！」

「帝国安泰のため、婿取りをして、お世継ぎをー!!」

「恐ろしいことをぬかすな!!」

　叫んでみるも女たちの集団はびくともしない。

　土煙を上げ、今や俺たちを呑のみ込まんばかりに猛進してきている。

　唯一、頼りになりそうな男の俺は、いつものように消えようとしていて──。

『大変だとは思うが……頑張れよ』

「そう思うんなら声だけじゃなくて手を貸せーーっ!!」

　必死で叫ぶも、次の瞬間には女たちの集団に巻き込まれてしまった。

　怒ど涛とうの勢いで走り続ける女の群れ。なおもちらつく「現実」、「婿取り」、「跡継ぎ」の言葉に戦慄しながら、俺はそれでも抜け出そうと、上へ、上へと手を伸ばして──。

「……はっ!?」

　次の瞬間、俺は寝室の床で目を覚ました。

　どうやらベッドからずり落ちたようだ。薄いシーツを引き込んで、ひっくり返ったカエルのようなポーズで固まってしまっている。

　寝違えたように首も痛い。俺は痛むところを押さえつつ、緩慢な動きで這はいつくばり、それからよじ登るようにベッドに上がった。

　そして縁に腰をかけて一言。

「夢か……」

　うつろな瞳で窓の方を見る。

　早朝独特の薄暗さと、小鳥のさえずりとがそこにはあった。
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「あふ、あ……」

　起床から数時間後、朝食を終えた俺は執務室でのんびり書類を読んでいた。

　例の区画整理に関する報告書だ。役所経由で上がってきたそれには、工事が無事に終わったこと、あの工房も更地になったこと等が記されている。

　郊外の地下室のことは、さすがにここには書かれていないが──。

　あれは近々、学院の管理下に入るそうだ。こちらはソフィアから報告を受けている。貴重な資料になりそうなので、人を使ってきちんと保存処理を行うんだとか。

　俺としては好きにしてくださいって感じだな。やろうと思えば所有権の主張もできたそうだけど、そんな意思も気力も俺にはなかった。

「ふわ……」

　またあくびをして書類をめくる。

　今度は区画の完成予想図か。以前見たものと大差はなく、都会的に洗練された街並み、余裕のある道路や路地が描かれている。これができれば帝都はますます発展するだろう。そんなことを思いながら、俺はまた、束になった書類をめくっていって、

「ふわあ、あ、あ」

　とうとう大きなあくびが出た。合わせて漏れ出た大きな声に、書き物をしていたメモリアがピタリと動きを止め、筆を置いた。

「今日はやけにあくびが出ますね？」

「うん……なんか出ちゃうな……」

「寝不足なのですか？」

「いや、変な夢を見たんだ。そのせいかもしれない」

「変な夢？　どんな夢だったのですか？」

「婿取りとか叫ぶ女どもに押し流される夢だった」

「わけが分かりませんね」

　話した俺自身わけが分からない。

　まあ、夢とは得てしてそういうものだろう。もうひとりの俺のことはあえて話さず、俺はあくびを噛かみ噛み、話を続けた。

「割り切ったつもりで、案外ダメージが残ってるのかもな」

「そうですか。思った以上に重症のようですね」

「そりゃそうだよ。念願成就だ!!　悲願の達成だ!!　って喜んでいたら、それが全部早とちりだったんだから」

「あれは予想外の展開でしたね。旧帝国時代の魔術師が、まさかあんなものを秘伝にしていただなんて……」

「普通思わないよな？　もっとこう、言葉通りの意味なんだって……」

　思ってたよ～……。

　そう言いながら、俺はふにゃふにゃとソファーに横になった。

　まるでクラゲかスライムにでもなったみたいだ。書類はテーブルの上に投げ出してしまっていて、それを整える気力も俺にはなかった。

（このまま昼寝でもするかな）

　何とはなしに考える。メモリアもそれを黙認する空気が漂い始めた。

　決まりだ。今日の午前中は寝て過ごそう。幸いにして今日は休日、俺が何をしようと文句を言われる筋合いはない。

　無論、メモリアもそんなことは言わないはずだ。普段は厳しい秘書官殿も、今日ばかりは「仕方ないですね」と苦笑気味に微笑ほほえんでいて、

　コンコン。

「……ん？」

　不意のノックの音に顔を上げる。メモリアも同じように反応し、怪け訝げんそうな顔でドアの方を見ている。

　コンコン。

「誰だ？」

「今日は来客の予定はなかったはずですが……」

　そう言いながら立ち上がり、メモリアは慣れた手つきでドアを開けにかかった。

　一体誰が来たのだろう？　両開きの扉の先、そこに立っていた人物とは──。

「ソフィア？」

「はい～、ソフィアですよ～」

　現れたのは天然ふわふわおっぱい眼鏡めがねことソフィアだった。

　彼女は何やら巻物を抱え、えっちらおっちら、俺の方へと近づいてくる。

「よいしょ、っと～」

　そう言ってテーブルに荷物を下ろすソフィア。

　なおも怪訝そうな顔を見せる俺に、彼女はにっこりと笑ってこう言った。

「うふふ～、姫さま～？　喜んでくださいね～？」

「なんとなんと、あの地下の隠し部屋からですね～」

「旧帝国時代の書物が、こんなにいっぱい見つかって～」

「みんな変身魔法に関する資料なんですよ～？　どれも貴重なものでして～」

「学徒のみんなは大喜び～。早速持ち帰って研究しようという話になって～」

「あ、もちろん、【男装】魔法についても記されていますよ～？」

「トドメを刺しに来たのかな？」

　何かと思えばクイントゥスの遺産の話だったか……。

　いや、もうあれはいいよ。【男装】魔法になんか興味はない。

　見つけた資料も好きにしてくれていい。そんな気持ちを態度で示し、俺は不ふ貞て腐くされるように再びソファーに倒れ込んだ。

「ん～？」

　ソフィアは何やら困惑しているが──。

　放置だ放置。俺はこのままふて寝して、気が済むまでゆっくり休んでだな。

「ああ～、そうでした、そうでした～」

「姫さまはあの魔法、お嫌いだったんですよね～？」

「そうだよ！」

　くっ……!!　思わずツッコミを入れてしまった！

　こうなっては今さら無視することもできず、俺は渋々ソフィアと向かい合った。

「嫌いというか、欲しかった魔法じゃなかったんだよ」

「当て外れだったんですね～」

「そう」

「何かおかしいなとは思っていました～」

　ふわふわと笑うソフィアはやはりマイペースな導師様だった。

　あれほどの騒ぎを目の当たりにしてその感想とはな……どこか感覚がズレているというか何というか。

　まあいい。あえて説明する必要もないし、ここは口をつぐんでおこう。

「そういうわけだから、それは学院の方で管理してくれて構わないよ」

　それだけ言い残し、俺はソファーの背もたれに体重をかけた。

　これで事後処理も一件落着。今度こそ本当に一段落がつき、俺はだらんと体の力を抜いていき──。

「むむむ～」

「………………」

「むむむ～」

「………………」

「むむむむむ～」

「まだ何か？」

　出ていくと思ったソフィアがまだ残っていた。

　彼女は何やら腕を組み、（彼女なりに）難しそうな顔をして唸うなっている。

「他に何か伝えることでも？」

「ああ～、うん～。そういうことじゃ、ないんだけどね～？」

　そばにいたメモリアにそう返すソフィア。

　じゃあ何なのかと、俺たちふたりが導師様に注目すると──。

　彼女は「よしっ！」とうなずいて言った。

「決めました～！」

「お詫わびと言ってはなんですが～」

「ふたりを学院にご招待します～！」

「「えっ!?」」

　これには俺もメモリアも驚いてしまった。

　学院と言えば知識の殿堂、そして門外不出の秘術の宝庫だ。学徒でなければ近寄ることも許されず、部外者の招待は導師であっても難しいと聞いたが──。

「それは……大丈夫なの？　わたしたち学徒じゃないけど」

「平気ですよ～。わたしがついていますから～」

「いや、だけど」

「学院には面白い本も道具もたくさんありますよ～？　気晴らしになると思います～」

「うーん……」

　迷いを見せる俺に、やはりソフィアはにこにこ、ふわふわと笑っている。

　本当に大丈夫なんだろうか？　いや、しかし、ううむ……。

「姫さま～？　姫さまはご自身が思われる以上に評価されているのですよ～？」

「うん？　どういうこと？」

「まず素質、それに勉強熱心なところですね～」

「同世代の学徒と比べても決して見劣りはしませんし～」

「加えて、先日の遺産の発見です～。学院はこれを功績と認め、近々、正式に招待しよう！　なんて話も出ていたんですよ～」

「そ、そうだったんだ」

　真正面から褒められるとさすがに照れるな。

　遺産云うん々ぬんはソフィアの助力が大きいが、それも含めての評価というわけだ。

　きっかけになった者も評価する、そんな気風が学院にはあるのかもしれないな。

「あ、あの、私も同行して構わないのですか？」

「もちろんだよ～。メモリアちゃんも一緒にどうぞ～」

「いえ、ですが、私などが学院の招待を受けるなんて」

「大丈夫、大丈夫～。学長は『あの子もなかなかいいわね』って言ってたから～」

「そうなのですか!?」

　どういう意味の評価なのかいまいち判別がしづらいが──。

　まあ、ソフィアがいる限りは滅めつ多たなことは起きないだろう。今日は特に予定もないし、ここは素直にご招待にあずかってみるか。

「よし！　それじゃ学院に行こう！」

「はい～。行きましょう、行きましょう～」

「ひ、姫様？　アウローラ様？　本当に大丈夫なのでしょうか……？」

「何とかなるって」

「姫様～！」

　及び腰のメモリアを連れ、俺はソフィアと共に部屋から出ていった。

　目指すは知識の殿堂、伝説の学院！　先ほどまでのダルさもどこへやら、俺は心が弾んでいくのを感じていた。
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　帝都レガリアスは石造りの街だ。どこかローマを思わせる景観、それが主だった区画の端から端まで続いている。

　統一感のある街並みは美しく、通りは毎日掃き清められてゴミもない。さすが女帝のお膝元、さすが噂うわさの大帝都だと、誰もが口を揃そろえて褒ほめ称たたえているのだが──。

　どんなものにも例外はあるもので、この街にも一風変わった区画があった。

　学術区ことル・トワール区。ここは書店街とでも言えばいいんだろうか。通りには多くの書店が並び、その近くには古本屋、文房具屋、古地図屋なんかが並んでいる。

　探せば私塾や学校なんかも見つかるだろう。だけど目立つのは本屋ばかりで、俺はすっかり「本屋の迷宮」に迷い込んだような気分になっていた。

「え、えっと……？」

　両脇に書店。両脇に書店。たまに古書店が交じって、両脇に書店。

　そんな通りをひたすら進み、人ひと気けのない方、道が細い方へと誘導されていく俺。

　先導するソフィアは笑顔だが、

「本当にこんなところに学院があるのでしょうか……？」

　メモリアの不安は、すなわち俺の不安でもあった。

「うふふ～、もうすぐ着きますからね～？」

「って言われても……」

「それらしい建物が見当たりませんが……」

　そもそも道自体、袋小路に行き詰まってしまっている。

　正面に見えるのは小さく古ぼけた書店のみ。さすがにあれではないだろうと、俺とメモリアが困惑顔を見合わせていると、

「ほら、行きますよ～？」

「「[image: え゛]!?」」

　まさかまさかの展開だった。ソフィアは迷うことなく路地を進むと、開け放たれたドアからするりと書店の中へと入っていく。

　本当にそこが学院だとでも言うのだろうか？　疑いながらもあとに続くが、俺たちが見たのはやはり書店、外見相応の小さな店舗だった。

「いらっしゃい……」

「あ、あ、はい」

　入り口付近の番台、そこには小柄なお婆ばあちゃんがぷるぷると震えながら座っている。

　柔和な老魔女って感じだな。だけど学徒や導師にはとても見えなくて、俺はますます疑いの気持ちを強めていく。

「あの……ソフィア？」

　恐る恐る導師の方へと視線を向ける。

　多分、いつもの調子で道を間違えたとか、そういうことだと思うんだけど、

「って、うおおおーーーい!?」

　ソフィアは書店の奥、倉庫に繋つながるであろう扉を開こうとしていた。

　どう考えても客が入っていいような場所じゃない。俺とメモリアは慌てて駆け寄り、天然では済まされない暴挙を止めようとした。

「ちょっ、ソフィア!?　何してるの!?」

「お店の人に怒られますよ!?」

　腕を引いて止めようとするも、肝心のソフィアがまったく動きを止めようとしない。

　彼女は遂ついに扉を開き、にっこりと満足げに微笑ほほえんだかと思うと──!!

「はい、着きました～」

「…………え？」

「ここが学院の入り口ですよ～」

　瞬間、扉の向こうに広がった景色は……。

　まったく、俺たちが思ってもみないようなものだった。

「図書館……？」

　いや、学まなび舎やだろうか？　吹き抜けの木造校舎、それは景色が霞かすむくらいにずっと先まで続いている。俺たちがいるのは最上階、三階の廊下の真ん中だ。そこから見渡す校舎の中には、赤、白、黒、様々な色のローブをまとう少女たちがいた。

「これが……」

「学院……」

「はい～」

　後ろ手で扉を閉めるソフィア。あの扉は転移門のようなものだったのか。

　学徒、あるいは導師でなければ開けられない扉というわけだ。きっとあのようなものは大陸のあちこちにあって、そこから学徒たちはこの学院へとやってくるのだろう。

　壁に並んだ無数の扉、そのひとつひとつに遠い場所を感じつつ、俺は改めて感嘆の吐息を漏らしていた。

「は～……いきなり驚かされたな……」

「本当に……噂にたがわぬ魔法の学校ですね」

「ふふふ～。つかみはばっちりのようですね～？」

「喜んでいただけて何よりです～」

　そう言いながら、ソフィアはぷいぷいと軽く指を振ってみせる。

　すると俺たちの体はベージュのローブに包まれて、他の学徒たちと同じような見た目に変身していた。

「来客用のローブです～。これで色んな施設を利用できますよ～」

「おお～！」

「図書館にも入れますからね～？　この機会に、どんどん本を読んでみてください～」

「ありがとうございます！」

　これには俺以上にメモリアが喜んでいた。

　無邪気な笑顔をソフィアに向けて、それを俺の方へも向けてくる。

　うんうん、この顔が見られただけでも良かったな。俺とソフィアはにっこりと微笑み、ローブ姿の少女を温かな気持ちで見守っていた。

「さて～、ではでは～、わたしはもう行きますね～？」

「ええっ!?」
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「行く!?　行くってどこに!?」

「この資料を届けに行くのです～。きっとみんな、待ちわびていますよ～？」

「そういえばそんな話があったような……？」

「い、いえ、ですが、ソフィア様！　私たちは不慣れなので、できれば案内をしていただけると助かるのですが……！」

「平気だよ～。ここはただの学校だよ～？　すぐに慣れるって～」

　ふわふわと笑うソフィア。

　その態度を見ていると、「案外そうかも？」という気持ちが浮かんできたが、

「暴れ竜が出たぞおおおおおおおおおっ!!」

　轟ごう音おんを伴う叫び声に、甘い気持ちは瞬時に霧のように消えていった。

「こいつはとびっきりの暴れ竜だっ!!」

「野郎！　全身くまなく変異してやがる!!」

「ロープじゃ駄目だ！　鎖だ！　鎖を持ってこおおおおおい!!」

「ああああ先生！　先生が暴れ竜の餌食にーっ!?」

　校舎の壁を突き破り、何やらドラゴンゾンビのようなものが飛び出してきた。

　それは吹き抜けの底でバンバン、ドンドンと暴れたかと思うと、鎖をつかんだ少女たちを連れて反対の壁へと消えていった。

　残されたのは壁の大穴と……天井でくるくると回る天球儀くらいのものか。

　俺たち、そして学徒たちは唖あ然ぜんとなって、消えた竜と少女たちの方を見つめていた。

「うん～」

「たまに変なことが起きるけど～」

「大丈夫、大丈夫～。すぐに慣れるから～」

「嘘うそだッッッッッッッッッ!!」

　心の底から俺は叫んだ。天然眼鏡めがねに騙だまされたことを心底悔いた。

　ここは魔窟とも言われる人外魔境。和やかな学び舎などでは決してないんだ!!

「どうあっても案内をしていただく!!」

「お願いします、ソフィア様！　お願いします!!」

「う、う～ん……」

　あまりに必死な形相に、さしものソフィアも迷いや戸惑いを隠せずにいた。

　しかし彼女は彼女で用事があって、それは本業にも関わる大事なものであって──。

「あっ、そうだ～。ではでは、こうしましょう～」

「うん？」

「わたしの弟子を呼びますね～？　その子に案内をお願いしましょう～」

「ソフィア様の……弟子？」

　そんな子が学院には存在したのか。

　目を見開く俺たちに対し、ソフィアは「うふふ」と笑ってベルを取り出す。

「優秀な子なんですよ～？　歳としも近いから、すぐに仲良くなれるかもしれません～」

「へ～」

「そのような方がいたのですね」

「話す機会がなかったので、これまで紹介できなかったのですが～」

　これがその機会なのかもしれませんね～。そう微笑むソフィアの前で、俺たちは顔を見合わせ、互いに安あん堵どや期待の表情を見せていた。

「よかった……本当によかった……!!」

「万の味方を得たような気持ちですね」

「ああ。放り出されるかと思って冷や冷やしたからな……」

　そうならなくて本当に良かった。言葉はなくても通じ合い、俺とメモリアはうんうんと微笑みながらうなずいている。それに釣られてうんうんうなずいたソフィアは、改めましてとばかりに小さなベルを持ち上げて言った。

「それじゃあ、すぐに呼びますね～？　お～い、おいで～」

　ソフィアが手を振ると、リンリン、リンリンと、小さくさざ波のような音が広がっていく。それが吹き抜けのずっと先、霞む景色の奥の奥まで伝わっていく。

　これが魔法の呼び出し道具なのか！　好奇心をくすぐられた俺は、もうすっかり安心してメモリアとひそひそ話を続けていた。

「どんな子が来るんだろうな？」

「学徒に相応ふさわしい方でしょうね。ソフィア様がおっしゃる通り、優秀な方かと」

「エリートってことか。うわー、メモリアと相性良さそう！」

「わ、私はそこまで優秀ではありませんから……」

　頬ほおを赤らめる少女を置いて、俺は改めて学院の廊下、その奥の方まで見回した。

　そこにはやはり大勢の学徒がいる。そのうちの誰かなんだろうか？　それとも違う場所から転移してくるのだろうか？

（さあ、どこからどうやって来るんだ？）

　期待に胸を高鳴らせ、遠くの方を見つめていると──。

　意外にも近い場所から、何やら鈍くて重い音が聞こえてきた。

『あっ、うっ!?』

『痛っ!?　ひざが！　足が！』

『どべっ！　ううう……なんでこんなところに箒ほうきが……』

『お師さま！　お師さま！　どこですか、お師さまー！』

「「……………………」」

　まさか……まさか。あれがソフィアの言う案内人だろうか？

　小柄な体に茶色のローブ。目まで隠れた長い栗くり毛げ。いかにもどんくさそうな学徒……見習い？　が、バタバタと転がりながらもこちらへ向かってきている。

　もしかしなくてもあの子が案内人だ。もはや諦観の境地に入りながら、俺は黙って目隠れ少女の到着を待った。

　そして──。

「シャルロッテ、ただいま到着いたしました！」

　現れたのは案の定、あの小柄で幼い女の子だった。

　まず間違いなくローティーン、十三歳にもなってないんじゃないか？

　そんな中学一年生っぽい少女に、しかしソフィアは満足そうにうなずいていた。

「ご苦労さま～。急に呼び出してごめんね～？」

「い、いえっ！　私はお師さまの弟子ですから！」

「そうは言っても限度があるよ～。お詫わびに飴あめちゃんをあげるね～？」

「お師さま……！　人が見ていますから……！」

　あたふたと慌てるシャルロッテ嬢。

　師匠のソフィアとは反対に、この子はころころと表情を変えるタイプらしい。

　身振り手振りも加わって、どこか小動物を思わせる少女は、慣れた動きでちょこんと師匠の隣に収まるのだった。

「さてさて～、人を呼ぶと言いましたが～」

「はい」

「この子がそうです～。頼りになる案内人なんですよ～？」

「そ、そうですか」

「この子は若手の中でも有望株～。よく転ぶし、よく泣きますが～。とっても素直でいい子なので、二人とも安心してくださいね～？」

「え、ええ」

　安心できる要素、ありましたかね？

　なんて言葉は呑のみ込んで、俺は改めて少女の方へと目を向ける。

　注目されて緊張しているみたいだ。口をへの字に曲げ、グッと体に力を込めている少女は、なるほど、やはりドジっ子の雰囲気を漂わせていたが──。

　少なくとも悪い子ではなさそうだ。短いやり取りの中、常識と良識を持ち合わせているのも見て取れた。学徒とはいえ、ソフィアほど浮世離れはしていないんだろう。そう考えるとシャルロッテの「普通さ」は美徳に思え、俺はむしろ頼もしささえ感じていた。

「それじゃあ、ロッテちゃん～。この人たちに学院を案内してあげてね～？」

「は、はい！　承知いたしました！」

「ではでは、二人とも～。ゆっくりと楽しんでいってくださいね～」

「う、うん」「ありがとうございました！」

　ソフィアは今度こそ踵きびすを返し、別のドアを開け、どこか違う場所へと消えていった。

　その見事な転移術、熟練の魔法を感心と共に見送ってから──。

　俺たちは件くだんの少女、導師の弟子ことシャルロッテに向き合うのだった。

「ええと、シャルロッテちゃん」

「あ、えと、ろ、ロッテでいいです。皆さんそう呼んでいますし」

「そう？　じゃあ……ロッテ」

「はい」

「不慣れで面倒をかけると思うけど……」

「学院の案内、よろしくお願いしますね？」

「はいっ！」

　俺とメモリアがわずかに腰を屈かがめると、ロッテはピンと背筋を伸ばして返事をする。

　その一生懸命な姿に、俺たちは何やら微笑ほほえましい気持ちになるのだった。




　　　　‐４‐




「ええーっ!?」

　導師の弟子の登場からわずか数分。

　道すがら自己紹介をしていた俺たちは、耳をつんざくような悲鳴に足を止めていた。

　声の主はもちろんシャルロッテだ。やや大きめのローブをまとった少女は、廊下の壁に背をつけて、栗くり色いろの髪を逆立てんばかりに驚いていた。

「あなたは……い、いえ、あなたさまは……！　純白の少女！　女帝の娘！　あのアウローラ姫殿下なのですか!?」

「ああ、うん。そうだよ」

「ひええ……!?」

　生まれたての子鹿のように脚をガクガクと震わせる少女。かと思えばすぐにも視線を横に向け、今度はメモリアに向かって大きな声を上げ始めた。

「す、するとあなたさまは皇女の右腕！　銀髪の麗人、怜れい悧りな秘書官こと、メモリアさまなのですね……!?」

「お、大仰な二つ名はともかく……そうなります、ね」

「あああ……!!」

　壁にもたれたシャルロッテは、今にも天に召されそうな様子でわなないていた。

　いわゆるノミの心臓ってやつなのだろうか。見ようによっては面白いが、そろそろ心配の方が勝ってきたぞ。

　こんな調子で大丈夫なのかと、俺は震える少女に声をかけることにした。

「そんなにかしこまらなくてもいいよ。わたしもメモリアも気さくな方だから」

「へ？　そ、そうなのですか……？」

「うん。無礼打ちなんてしたこともないし……一般常識もあるつもりだよ？」

「で、ですが……」

「うん」

「女帝陛下は気まぐれに人をもてあそぶと聞いていて……」

「親はそうなんだけどね？」

　にっこり笑顔で血を吐いた。

　あの親は……うん。ちょっと自分も擁護できないかな……。

「ま、まあまあ、親は親だよ。わたしは別人。それを分かってくれると嬉うれしいな」

「は、はい」

　説得が功を奏したのか、若干、緊張がほぐれて見えるシャルロッテ。

　彼女は壁から離れると、とてとてと俺たちの方へと近寄ってくるのだった。

「わたしたちのことはこれぐらいにして……」

「はい」

「今度はロッテさんのこともお聞きしたいですね」

「わ、わたし？　わたしのことですか？」

「ええ」

「純粋な学徒に会ったのって初めてだからさ。どんな子なのか、気になっちゃって」

　そう言って笑う俺に対し、ロッテはやはり「あわわ」と慌てるばかりだった。

　それでも少しは慣れたのか、彼女はすぐに調子を取り戻して顔を上げると、

「わ、わたしは、その……普通の学徒です。西方の田舎で生まれて、そこで十年ほど過ごして、素質を見み出いだされてここに招待された口でして……」

「西方？」

「とすると、共和国出身の子なのかな？」

「ああ、いえいえ！　そこまで西ではなくて！」

　あくまで帝国内の話なんです、はい。そう続けたロッテに、俺は「なるほどなあ」と相あい槌づちを打って話を引き継いだ。

「しかし、十歳でスカウトとはすごい話だなあ」

「やはり優秀な方だったのですね。ソフィア様も褒めていましたよ」

「い、いえいえっ！　そんな、わたしなんて！　学院にはもっとすごい人もいますし、もっと幼い頃に招待された方もいますから！」

「もっと幼い？」「それってどれくらい？」

「ええと……確か……生後五ヶ月……？」

「「誘拐なのでは？」」

　思わず真顔でツッコむ俺たちに対し、ロッテは「ひえーっ!?」と声を上げてぶんぶんと手を振り始める。

「しょ、招待！　招待ですから！」

「あ、う、うん」

「しょ、招待なのですね。はい」

　うっかり地雷を踏むところだった。

　思わぬところで学院の闇を感じ、ふーっと大きく汗を拭う俺たちだった。

「え、ええと、その……わたしの話に戻しますが……」

「はい」

「その後、ご縁があって、お師さまの……ソフィアさまの弟子になることが叶かないまして……こうして何かあった場合、声をかけていただけるようにもなったんです」

「大丈夫？　振り回されてない？」

「と、とんでもないです！　お師さまはとてもお優しい方で……それに、学院でも高位に位置する導師さまなんですよ？」

「あのソフィアが？」

　にわかには信じがたくて聞き返す。

　するとロッテはにっこりと笑って、言った。

「いわゆる天才の部類だそうです。あまりに優秀なので、このままいけば学院史に名が残るだろうって言われています」

「あのソフィアが!?」

　これにはメモリアも「信じられない」とばかりに驚いていた。

　い、いや、優秀なのは知っていたけど、まさかそこまでだとは！

（だって、あのソフィアだよ!?）

　俺の脳裏に何人ものソフィアが浮かび上がる。それらは口々に「うふふ～」「姫さま～」「あらあら～」「ではでは～」などと言いながら、ふにふに、ほわほわとした空気をそこら中に撒まき散ちらしていた。

　それは「知」からはもっとも遠い姿なのでは？　しかし、現にソフィアは学院の導師で、思い返してみれば知識面では頼りになることばかりで──。

「お、思った以上に偉大な方だったようですね……？」

「だ、だな……」

　ひそひそと顔を寄せ合う俺たちを見て、ロッテは「？」と小首を傾かしげるのだった。

「え、えと……はい！　話はこのくらいにしておきまして……」

「あっ」「う、うん」

「いよいよ案内を開始します！　学院のあちこちを紹介して回りますね？」

「「はーい！」」

　待ちに待った時が来て、俺とメモリアは改めてシャルロッテと向かい合った。

　この子も軌道を元に戻せてほっとしたのだろう。明るい顔と雰囲気で、少女は率先して廊下の先へと歩き出した。

「まずはこの場所なのですが……正式名称を『学徒の回廊』と言います。ここは別の場所に向かうための場所で、食堂や学徒寮、本校舎へ移る際にも必ずここを通るんですよ」

「ふむふむ」

「転移する人、また、転移してきた人もまずはここに通されるみたいですね。その性質上、この場所をロビーや渡り廊下、あるいは交差点と呼ぶ人もいます」

「なるほど……」

　入り口にしてはおかしな場所だと思ったが、ここはあくまで通路だったというわけだ。

　現代風に言うとターミナル駅といったところか。不思議な構造に見えて、その実、理に適かなった建物に俺は感心しきりだった。

「導師の方はある程度自由に動き回れますが、普通の学徒は決められた通路、決められた扉を使って移動します。たとえばこの扉なのですが……これは南方の薬草栽培棟に繋つながっているんですよ」

　歩きがてら、ロッテが近くのドアに手をかけた。

　そしてドアノブをそっと回すと、むせかえるような匂いが廊下に溢あふれ出てきた。

「うわっ!?」「わあ……!!」

　扉の向こうは植物園だった。色とりどりの草木と花々、それがドーム状の温室いっぱいに広がっている。パタパタと飛んでいるのは妖精だろうか？　庭師代わりのカカシ男の姿もあって、いかにも魔法の庭園、魔法の学校といった趣きがあった。

「その隣はキノコの森、そのまた隣は水晶洞窟に繋がっています。どこも学院が管理する場所で、授業で使う資材、材料などはここから取ってくるんです」

「自給自足なんですよ」と胸を張るロッテ。彼女が開けたり閉めたりする扉は、ここではないどこか、校舎ではない何かに繋がっているみたいだ。

　目まぐるしく変わる光景に目を回しているのは俺たちだけだ。ここではこれが自然であるようで、周りの学徒たちは何でもないことのように自由に扉を行き来している。

「これが宮殿でも使えたら便利なんだけどなあ」

「あ、い、いえ。その……この回廊は学長先生のお力によるものなので……」

「やはりそういう類の魔法でしたか」

　個人の素質や力量に依存するタイプの大魔法なんだな。そういったものは大抵オンリーワンな効果があり、他の者では模倣もできない独自性があった。

「そ、それを汎用化するのも学院の使命と役割なんですけどね」

　そうまとめるシャルロッテに、そうなればいいなと素直に思う俺だった。

「さ、さて！　回廊の説明はここまでにして……いよいよ中に入ってみましょう！」

「おお！」

「この大きな扉が本校舎に繋がっているんですよ」

　階段を下り、二階の中ほど、やはり幅広な廊下の上に立つ。

　俺たちの前には観音開きの扉があり、それは歴史ある学院に相応ふさわしいだけの威厳をまとっていた。

「この先に学院の中枢が……」

　さしものメモリアも緊張しているみたいだ。その隣にいる俺だって緊張している。

　ありがたいことにシャルロッテは空気を巧みに読んでくれていた。彼女は一拍、二拍置き、俺たちの覚悟が決まるのを待ってから──。

　ゆっくりとその扉を開いていった！

「では……行きましょう！」

「お、おお……」

「「おおおお～……!!」」

　開かれた扉の先、そこには回廊にいる以上に学徒たちの姿があった。

　色とりどりのローブ。洒落しやれた制服に三角帽子。中庭と思おぼしき場所には小さな子どもたちの姿があって、その上空、青い空には箒ほうきにまたがる魔女たちがいた。

　この場所こそが真の学院なんだ！　真理を探求する学徒たちの学まなび舎や、伝説にも謳うたわれる場所に、いま、俺たちは立っている！

「じーん……感激です」

　普段は擬音語なんて使わないメモリアが使っている。でも分かる！　その気持ちは分かるぞ！　城塞、あるいは西方貴族の屋敷にも似た校舎の中で、俺たちは一つの同じ感慨に浸っていた。

「まだ入り口ですよ？　ここからがもっとすごいんですから」

　くすっと笑ってロッテが俺たちの手を引いた。気弱な態度はどこへやら、彼女は早く早くと急せかすように校舎の中を、学院の中を歩いていった。

　自分に自信はなくても、この場所のことなら大いに誇ることができるんだろう。その態度から学院の素晴らしさを察し、俺とメモリアは期待に瞳を輝かせていた。




　結論から言えば「学院」は噂うわさ通り……いや、それ以上のワンダーランドだった。

　まず校舎の構造が素晴らしい。画一的なものではなく、それでいて統一感を持たせた魔法の学校。そこは歩くだけでも興味深く、まるで古城見学に来たような気分になれた。

　それに加えて施設、設備の充実っぷり。座学の教室、実技の教室、危険な魔法を扱うための防護室に加え、地下には冥府に繋がるとされる謎の階段もあり──。

　別棟の蒸留室も素晴らしかった！　まるで工場のように入り組んだパイプの数々、そこでは上質の酒精や薬品が抽出されていて、それらは更に加工され、魔法の酒や魔法の薬、各種魔法に使う触媒や素材等にもなるのだという。

　俺はあの金属の輝きを見るだけでもドキドキしたね。あの銅色の蒸留器、そのいずれかを自分でも作ってみたいという気持ちに駆られたほどだ。

　男の子ならば、この気持ちを分かってくれるはず……いや、女の子でもだ！　それほどまでに深い感動を覚え、俺は一日中、そこに入り浸りたい気持ちにもなった。

　対するメモリアはやはりと言うべきか、学院が誇る大きな図書館……帝都にも比肩するものがないほどの大図書館に歓喜の声を上げていた。

「素晴らしいです!!」

　声を潜めて叫ぶという、実に器用な真似まねをしてから、彼女は書海に迷い込んでいった。

　ふらふらと魅入られたように本棚の間に吸い込まれていき──そのままいつまで経たっても出てこない。気がつくと彼女は隅にある椅子に座り込み、山のように積んだ本を読み尽くすとばかりに読み込んでいた。

　俺も本は好きな方だが、メモリアのそれは俺とは比較にならないほどに深く強い。本の虫と化した少女を引きはがすのに、俺とロッテがどんなに苦労したことか。「また来られる」「いつだって通える」と何度も何度も言い含め、やっとのことで図書館が見えない場所まで移動できたくらいだ。その後のメモリアは気もそぞろで、カフェで昼食がてら、濃い苦豆茶コーヒーを飲んでやっと正気に戻ってくれた。

　さて、そんなこんなで数時間ほどが経過して──。

　学院案内はまだまだ楽しく続いている。元より一日で案内し切れるような規模じゃないんだ。見て回る場所は山ほどあって、俺たちはその一部分にしか触れられていなかった。

　しかし一息つくタイミングはどんな時も来るもので、

「ふうっ」

　俺たちは廊下で立ち止まり、揃そろって大きな息をついていた。

「疲れましたか？」

「いえ、そうではなく……」

「この校舎に圧倒されたというか、何というか」

　ちょっと足元がおぼつかない気分だ。

　ここらで一度、どこかで落ち着いて話を聞きたいな。

「施設の紹介は一度区切ってもらっていいかな？」

「え、え？　と、言いますと……？」

「今度は授業を見てみたい。公開講義か何かをのぞけないかな？」

「あっ、いいですね」とメモリアが微笑ほほえむ。「許可が出ればの話ですが……」と続けるが、この子も俺と似たような想おもいを抱いていたらしい。

　ちょうどロッテもそのつもりだったのか、彼女は彼女で「任せてください！」と胸を張ると、辺りをきょろきょろと見回し始めた。

「えっと……ああ、ちょうど面白いことをしていますね。少し寄ってみましょうか？」

「え？　入っていいの？　迷惑じゃない？」

「邪魔をしなければ平気ですよ。ささっ、どうぞこちらに」

　ガラス窓から中をのぞいていたシャルロッテが、俺たちを手招きしてからそっと扉を開けていった。

　そして、俺たちがそれを通ると──。

「おっ……？」

　そこにあったのは何とも摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景だった。

　青いローブを着たお姉さんたち。彼女らの周りには火球、水球、雷球、土球、様々な種類の魔法の球が浮いている。それらはほのかに明滅を続け、彼女らが何かを話すたびに、その大きさや数さえも変えていった。

「何の実験ですかね……？」

　メモリアに耳打ちされたが分からない。

　分からないまま、俺たちは見み惚とれたように立ち尽くしていた。

「あれっ？」

「ロッテじゃん」

　教室らしい造りの部屋の中、五人のお姉さんたちがこちらを振り返った。

　魔法球はそのままに、青いローブの集団が杖つえや宝玉を袖口へとしまう。

「どうしたの？　なんか用事？」

「それってお客さん？　あんた、案内してんの？」

　遠慮なしに近づいてくるお姉さんたち。色黒の人、気け怠だるそうな人、ピアスをした人と色々いるが……学徒というよりは育ちのいいギャルって感じだな。

　そのリーダー格であろう茶髪の女性に、ロッテはぺこりと頭を下げる。

「お、お邪魔します、先輩方。手を止めさせてしまって申し訳……」

「ああ、いーよいーよ。慣らし程度の実験だからさ」

「で、何の用？　やっぱりお客さんの案内？」

「は、はい。お師さまに言われてですね、この方たちの案内をしておりまして」

「ふーん」

　軽い調子でリーダーがつぶやく。

　彼女はくせっ毛をくるくる指でいじりながら、今度は俺の方へと目を向けてきた。

「で、あんたらは？　どこの誰ちゃん？」

「て、帝国出身のアウローラです。こちらは秘書官のメモリア」

「は、初めまして」

「家庭教師の先生に招かれてですね。今日は学院の見学をと……」

「ああ、お姫様じゃん！」

「あたし見たことある～！」

「わわっ!?」

　挨拶が終わらないうちに、わっとギャルたちが取り囲んできた。

　俺とメモリアはもみくちゃにされて、その勢いでぽんとロッテが弾はじき出される。

「うける～。なんでここにいるの？　入学希望？」

「そっちの子は秘書官？　あたし秘書官って初めて見た～」

「すごーい、髪きれー」

「おやつ食べる？　はいポッキン」

「「わわわわわわ……!?」」

　親衛隊のよいしょとはまた違った可愛かわいがりだ！

　小動物のように扱われ、しかし、それが決して嫌ではない感覚。

　ある意味では最大級のもてなしに、俺は戸惑いながらも笑顔になって──。

「あ、あのっ！」

「んー？」

「お、おふたりはご来賓ですので……その、お手柔らかに……」

「んーーーーーー？」

　先輩方の視線がロッテに集中した。

　それを受けてすくむ少女は、それでも必死に抗弁しようとして、

「まあ、それもそっか」

「お姫様でお客様だもんね」

「あらら」

　あっけなく解放され、俺とメモリアはたたらを踏んでよろめいた。

　そんな俺たちをほったらかしにして、先輩方はごそごそと元の場所へと戻っていく。

「あたしらはさ、あたしらで適当にやってるから」

「あんたらも好きに見てっていいよ」

　そう言って、彼女らはまた魔法球の操作に専念し始めた。

　軽い調子に見えるが実力の方は本物だ。繊細な魔力の流れを感じながら、俺たちは唖あ然ぜんとそれを見つめるばかりだった。

「す、すみません。いきなりドタバタしてしまって」

「い、いや、ロッテのせいじゃないよ」

「そうですよ。少し面食らってしまっただけで」

「だけど驚きはしたな。学徒ってみんなああなの？」

「いえ、みんなではないです。ただ、高位の学徒ほどマイペースな傾向がありまして」

「「あ～～～……」」

　実感の籠った「あ～」だった。

　ソフィアも相当マイペースな人だからな……それが何百人と集まっているのか。

　変人の巣窟とも言われる所以ゆえんを実感し、俺たちは学徒たちの方を向くのだった。

「ちょっと同期が遅くない？」

「安定性もなんか悪いね」

「難しいね。先生がやると一発なんだけど」

　淡々と話しながら、宙に浮かんだ魔法陣、その術式部分を書き換えていく先輩方。

　その度に魔法の球は位置を変え、大きさや光度までも変えていった。

「あ、あのう……」

「ん？」

「それって、なんの魔法なんですか……？」

　及び腰ながらも聞いてみる。

　好奇心が刺激されたのか、メモリアも俺の背中越しにのぞき込んでいる。

　そんな俺たちに対し、肝心の先輩方はというと──。

　これが意外にも気さくで落ち着いたものだった。

「ああ、これ？」

「魔法の同時展開を試してんの」

「ほら、一度に五つも六つも使えたらかっこいいっしょ？」

「うちら最近、こればっか研究してんだよね」

　ノリは軽いが高度な術だ。使われている術式も複雑なもので、俺はもちろん、メモリアでさえ知らないであろうものだった。

「姫様もやってみる？　秘書官ちゃんもさ」

「え、でも……」

「まあやってみなよ。出だしは結構簡単だよ」

　ぐいぐいと背中を押され、俺たちは件くだんの魔法陣の前へとやってきた。

　原理的には「右手と左手で違う魔法を使う」方法と同じみたいだ。黒板には概要も書かれていて、俺はそれを確認しながら【火球】と【水球】を発動していく。

「えっと……【火球ドーラ】、【水球ハイド】」

「「「おー！」」」

　歓声が上がるが、この魔法の本番はここからだろう。

　俺は意識を集中させると……三つ目の魔法を発動させた！

「【接続コネクタ】！　そして……【雷球ルボル】！」

　詠唱と同時に雷の球が浮かび上がった。

　それは火球と水球の斜め上、俺の顔の真正面の位置に生じている。

　ちょうどお手玉をしているような姿勢になったな。そんな俺に先輩方は、わっと声を上げて称賛の言葉を送ってきた。

「へー、やるじゃーん！」

「一発で成功とか、なかなかできるもんじゃないよ」

「あっ、秘書官ちゃんの方も成功してるー！」

「なにー、あんたらー。ちょっと凄すごすぎでしょー」

　後ろからハグ、そしてなでなで、よしよしの甘やかしコンボだ！

　ロッテも尊敬の眼まな差ざし（目元は隠れていて見えないが）を向けてきて、教室は一転、なごやかでにぎやかなムードと化した。

「やっぱり血筋かなー？」

「それとも師匠がいいとか？」

「そ、ソフィアって人に教えてもらっていて……」

「有名な導師様じゃーん！」

「やっぱりー！」

　先輩方は大興奮、場は恐ろしいほどに熱狂している。

　ギャルたちはキャッキャキャッキャとはしゃぎながら、思いつきのような、しかし本気のようなことを提言してきた。

「もうさ、ふたりとも学徒になりなよー」

「え、ええっ!?」

「わ、私たちは為政者となる人間なのですが」

「関係ないって！　学徒になったら楽しいよー？」

「毎日魔法の実験し放題だから！」

　魅力的だし、ロッテもうんうんとうなずいているが──。

　いや、駄目だ！　俺には次期皇帝としての責務があるんだ！

　俺は立派な皇帝になって、これ以上ないというほどの一大ハーレムを築いてだな！

（いやいや）

　そうじゃないって。それが目的じゃないはずだ。俺が目指すのはより良い帝国であって、ハーレムは二の次、三の次と言いますか、

『嘘うそは良くないぞ、俺』

（変なところで出てくんな！）

　ふふふと笑う俺の幻に叫ぶ俺。

　そのやり取りも先輩方に遮られ、幻はすぐにも見えなくなるのだった。

「入ろうよー。入りなよー」

「みんなでいっぱい、教えてあげるよー？」

「うちらも面倒見てあげるから、さ」

「ううう……!?」

　あごを撫なでられ、耳元でささやかれ、段々と意識がとろけていくのを感じられる。

　うぶなメモリアなんて顔を真っ赤にして固まっている。ここは俺が毅き然ぜんとした態度で、きっぱり断りの文句を言わなければならない！

「あのですね、わたしたちはですね！」

「ほーら、こちょこちょー」

「アーーーーーーッ!!」

　鉄の意志は砕けて消えた。

　ギャルたちによしよし、バブバブと甘やかされて、俺は今にも「学徒になります！」と叫び出しそうだ。その気持ちを必死に堪こらえて、俺は心の中で苦く悶もんの声を上げて──。

（ぐ、うううう……！）

　学徒になるつもりはない。

　学院に所属するつもりはまったくないが──。

（今だけは、本当に男でいたかった……!!）

　年上の少女たちに可愛かわいがられ、妙なところでその気持ちを強めていく俺だった。




　　　　‐５‐




「はー……」

「今日は楽しかったですねえ」

　数時間後、俺たちは再びあの吹き抜けの廊下に立っていた。

　そばにはもちろんロッテの姿もある。彼女の案内に従って、俺とメモリアは学院のあちこちを見て回ったんだ。

「薬剤工房に魔道具工房。音楽室に大きな食堂」

「それに何と言っても図書館が良かったです。あそこは本当にいい場所でした」

　うっとりと目を細める少女。

　読書家のメモリアにとって、あそこは楽園に等しい場所なんだろう。

　元は俺の気晴らし、暇つぶしのためだったが、この顔が見られただけでも来た甲か斐いがあるというものだな。俺は最大限の感謝を込め、そばにいる少女へと声をかけた。

「ありがとね、ロッテ。最高の休日になったよ」

「楽しんでいただけたようで何よりです」

　にっこりと笑うシャルロッテ。この子とも打ち解けることができたし、ああ、やっぱり来てよかったなと俺はしみじみと感じていた。

「あっ、お迎えが来たようです！」

「うん？」

「お師さまがいらっしゃいましたよ！」

　廊下の手すりに身を乗り出して、ロッテが吹き抜けの向こう、霞かすむ景色を指差して叫んだ。釣られて視線をそちらに移すと、遠くには確かにソフィアの姿があった。

「お師さま～！」

『はい～』

　杖つえに腰かけて飛んでくるソフィア。

　その姿はみるみるうちに大きくなっていき──。

　すぐにも彼女は到着し、くるりと腕を振って大きな杖を消していった。

「お待たせしました～。すっかり遅くなってしまって～」

　ぱたぱたと裾を整える導師様。彼女は傍らに立つ弟子に目を向ける。

「ロッテちゃん、ありがとうね～？　ふたりの案内、ありがとう～」

「い、いえ！　お師さまに任されたことですから！」

「ふふふ～」

　恐縮する少女を優しく撫でて、ソフィアは俺たちの方へと向き直った。

「それで、どうでした～、学院見学は～？　楽しめました～？」

「ああ、うん！」

「素晴らしい体験でしたよ」

「よかったです～」

　パンと手を打ち合わせるソフィア。

　ふわふわと笑う導師様は、ほっと安心したように続ける。

「気に入っていただけたようで何より～。今後は自由に行き来できるようにしたので～、いつでも遊びに来てくださいね～？」

「「はーい！」」

　にこやかに返事をして、俺たちは学院見学という滅めつ多たにない体験を終えるのだった。

（さて、と……）

　あとは帰るだけかな。転移門を抜けて皇宮へと直帰だ。

　幸いにしてそう距離はなく、日が暮れるまでには帰ることができるだろう。

　日が沈むと親衛隊たちが騒ぎ出すからな……過去には大々的な捜索隊が組まれたくらいだ。そうなる前に帰ろうと、俺はソフィアに声をかけようとして、

（しかし）

　ふと、今日一日のことを思い出していた。

　伝説の学院。知識の殿堂。そこは俺が思っていた以上の学まなび舎やで、見るもの聞くもの、どれも実に刺激的で興味深いものだった。ここでは俺もメモリアもまだまだ全然ひよっこで、魔法については知らないことの方が多いのだと気づかされた。

　血筋に恵まれ、師匠に恵まれ、俺もそこそこできる方だとは思っていたが──。

　まだ学ぶべきことはたくさんあるんだ。それを知れただけでも、今日、ここにきて良かったなと思えていた。

（新しい魔法も覚えたしな）

　魔法の同時展開だったか。先輩方はきっちりそれを教えてくれた。

　終わる頃には四つまで増やすことができていた。あの術式、あの繊細な魔力のコントロール、それは他のことにも応用が利きそうだ。

（たとえば、ほら。性転換魔法とかさ）

　今まで何度も試してきて、その都度失敗を繰り返してきた魔法だ。

　最近は研究も開発もご無沙汰になっていたが……久しぶりにやってみるか？

（……よし！）

　善は急げと魔法陣を展開する。今日覚えたこと、今日身につけたこと、それを使ってオリジナルの術式を組んでいくんだ！

「姫様？」

　メモリアが問いかけてくるが構わない。

　俺は夢中になって魔法陣を操作し、【変身】魔法の術式の細部を書き換えていく。

（なんか……いけそうじゃないか!?）

　見た限りでは矛盾のない術式プログラムが組み上がった。ちょっとこれは今までにない手応えだ。俺は熱に浮かされたように魔法陣に魔力を流し込んでいく。

「一体、何を……!?」

　メモリアたちが慌てているが──。

　今はそんなこと関係ない！　大事なのは男に戻れる魔法のことで、これをすぐにも試してみることだ！

「よーし……発動！」

　満を持して魔法陣を拳で叩たたく。すると術式に魔力の光が伝わっていき、それは俺の体も同じように輝かせていく。

　よし……よし、よし!!　手応えはばっちりだ！　これなら望むような効果、望むような魔法が発動するはずだ！

　俺には確信めいた思いがある。すべてをコントロールできているという自信もある。その双方を胸に、俺が魔力を高めていくと──。

　やがて光は、空間さえもまばゆく白く染めていき──。

　それが最高潮に達したところで、俺の体もろとも爆発した。

「「「え…………」」」

「「「えええ…………!?」」」

「「「ひ、姫様ーーーーーーーーーーっ!?」」」

　ぱたんと倒れた俺にメモリアたちが駆け寄ってくる。

　だけどそれに応じる気力も俺にはなかった。ただ消し炭のようになって、俺はその場に転がるばかりで──。

「ま、魔法の発動に失敗したんですか!?」

「こ、ここではよくあることではありますが……」

「それにしたって唐突過ぎませんか!?」

　戸惑うロッテ。慌てるメモリア。そして消し炭のまま転がる俺。

　そんな三人をぽかんと見つめていたソフィアは、すぐにもくすっと微笑ほほえむと、俺に向かってくすぐるような声で諭し始めた。

「何かを試してみたかったんですね～。いいですよ、いいですよ～」

「人は何度も失敗を繰り返して成長するものです～。ともすれば愚かにも見えるのですが、それは学徒として正しい姿勢ですよ～」

「古人いわく、魔法の王道に近道はなし、です」

「今回は失敗に終わったようですが～」

「これに懲りず、姫さまも地道に頑張りましょうね～？」

「は、はひ……」

　導師様による温かい励ましを受けながら。

　そしてメモリアたちの回復魔法を受けながら、俺は今度こそゆっくり意識を手放していくのだった。







幕まく間あい劇「秘書官殿と学徒ちゃん」




　学院が誇る大図書館、ここは本読みにとっての楽園だ。

　封印された歴史書。旧帝国時代の魔導書。図鑑や読本、恋愛小説の類までもがここには大量に収められている。

　本の山脈とも言える巨大な書庫、そこに彼女は再度、訪れていた。

「～～～～♪　～～～～♪」

　小さく歌を口ずさむ少女。その足取りはどこまでも軽く、まるでスキップをするように書架の間を進んでいる。

　その手には、いや、両手には、分厚い本が山となって積み上がっているではないか。これから彼女はそのすべてを読むつもりなのだ。心ゆくまで丹念に。嵐のように猛然と。

　今日一日は読書に没頭しようと決めていた。そんな少女、メモリアの顔は、いつになく輝いていた。




　メモリアは本を読むのが大好きな少女だ。

　幼少期の絵本から始まり、小説、エッセイ、辞典や戦記など、とにかく本棚にあるものはすべて手に取り、そしてすべてに目を通して生きてきた。そんな経緯があるからだろうか、彼女は薄暗い図書館の中で、しかし満足げに本のページをめくっている。

「ああ……」

　またページをめくり、メモリアは充足の吐息を漏らした。

　読んでいるのは「レガリアス前史」。これは旧帝国の成立過程を記した歴史書で、そこには緻密にして重厚な情報がまとめられている。人によっては頭が痛くなるような重さだろうが、しかし彼女はうっとりと、陶然としたように本の中へと没入していた。

「やはり本はいいですね……」

　独ひとり言ごちるメモリア。彼女はまた手を動かして、分厚い本を読み進めていき──。

「あれっ？」

　不意に横手から声が上がった。メモリアが顔を上げると、そこには先日知り合った少女、シャルロッテの姿があった。

　本を胸に抱いた少女は、少しだけきょとんとしていたかと思うと──。

　すぐにも人懐っこい笑みを浮かべ、とことことメモリアのそばへと近づいてきた。

「こ、こんにちは、メモリアさん」

「はい、こんにちは」

「奇遇ですね……メモリアさんも本を読みに？」

「立派な図書館ですからね。すぐにもまた来たくなって」

「わ、分かります。わたしもしょっちゅう、籠っていますから」

　えへへと笑う少女にメモリアは手振りで着席を促した。

　それに素直に従ったシャルロッテは、きょろきょろと辺りを見回して言った。

「今日はおひとりなんですか？」

「ええ。たまにはじっくりと本を読みたくて」

「姫さまは一緒じゃないんですね」

「誘っても良かったのだけど……あの人がいると、いつも何かが起きますから」

「そ、そうなんですか」

　ふたりの脳裏に浮かんだのは、先日、いきなり爆発した姫君だった。

　女帝の娘、アウローラ。あの白髪の皇女は一般常識こそ身につけているが──。

　たまにあのような奇行に走る。それを知っているメモリア、そしてそれを悟ったシャルロッテは、皇女について深く語るようなことはしなかった。

　代わりに互いの本を見て、「おお」と少し驚いた顔をすると、

「メモリアさん、色んな本を読まれるんですね？」

「ええ、まあ。ロッテさんがお持ちの方も面白そうですね？」

「『魔法のキノコ大全』のことですか？　同じシリーズの本が面白かったので、こ、今度はこれを読んでみようかと」

「ほほう、ふむふむ……銀ぎん蜘ぐ蛛も社の大全シリーズ……」

　眼鏡めがねを光らせ、手帳に何やら書き込むメモリア。

　そんな彼女を見つめながら、シャルロッテは意外そうな面持ちになっていた。

「メ、メモリアさんって思ったより……」

「思ったより？」

「ああ、いえ！　変な意味ではなくて……その……」

「はい」

「気さくな人だなあ、と……」

「私がですか？」

　唖あ然ぜんとするメモリアに、シャルロッテは続けて言った。

「ぶ、文官の方なので、もっとお堅い人かと思っていて」

「実際そうですよ。皇宮では堅物で通っていますよ、私は」

「い、いえ。丁寧で優しい人ですし……姫さまとも仲が良さそうでした」

「うっ……!?」

　指摘され、メモリアは思わず固まってしまった。

　彼女の立場はあくまで秘書官。皇女に仕える者であり、公務においては毅き然ぜんとした態度を取らなくてはならない。そう意識しているつもりだったが、

（ああ、でも、学院でのあれこれは！）

　休日とはいえ、少し浮かれすぎていたかも……!?

　真面目な少女である。どこまでが是で、どこまでが非なのか、彼女は心の中で線引きをしようとしていて──。

「な、なんだか安心しました」

「えっ？」

　またも意外な言葉に顔を上げるメモリア。

　彼女の前で学徒シャルロッテはとつとつと語り出す。

「寮にいると外の事情には疎くなってしまって……」

「そのくせ変な噂うわさは入ってきて、情報の取捨選択が難しくって」

「皇女殿下は好色だ、女の子大好きなエロ魔人だ、なんて話もあるんですよ？」

「それはその通りなんですけどね？」

「ひえっ!?」

　能面のような微笑みにびくりと震える。しかし気を取り直して少女は続けた。

「と、とにかく。実際にお会いできて、気さくな人だと分かって良かったなあと……そう思ったわけです、はい」

　そう締めくくった少女は縮こまった。ここまで来て恥ずかしくなったのか、恐縮しきりのロッテはどんどんと小さくなる。そんな幼い学徒に対し、メモリアは、

「私も会えて良かったです」

「え……？」

「歳としの近い学徒に会うのは初めてでして。それが私と同じ読書家のようで驚きました」

「え、ええ……？」

「この機会に友だちになりませんか？　ロッテさんとは本について語ってみたいです」

「ええええ～～～……!?」

　驚く学徒、微笑む秘書官、ふたりは見た目も性格も違っていたが──。

　案外気が合うのではと、メモリアは確信に近い想おもいを感じていた。







第四章「悪魔が嗤う夜に」
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　さて、気がつけば初春も下旬である。

　勉強に鍛錬、遺産の探索、あれこれやったような気はするが──。

　結局、男には戻れずの一ヶ月だった。俺は今でも俺のまま、皇女アウローラのままで元気に公務をこなしている。

　今日も恒例の朝の挨拶を終えたところだ。臣民に向かってきゃぴきゃぴ明るい声を出し、大きく手を振ってバルコニーの上を飛び跳ねたりもした。

　その度に広場からは大歓声が上がり、俺は「ああ、やってよかったな」とか、「みんなが喜んでくれて嬉うれしいな」とか、満更でもない気持ちを味わって、

「って、それがいかんのだーっ!!」

　俺は自室に戻ってから雄お叫たけびを上げた。

　先ほどまで感じていた気持ち、皇女としての充実感をかき消すように大声を上げる。

「あれはあくまで演技……!!　俺は男だ、俺は男だ……!!」

　今度は念仏のように繰り返しつぶやいた。

　忘れてはいけない大事なこと、自分の本質とも言える事柄を再確認する。

　しかし漏れ出る声は少女としてのもので、サラサラとこぼれる髪、そして頭を抱える柔らかい手も明らかに女性的なものだった。

「うーーーーーむ……」

　ソファーにどっかりと座って唸うなり声ごえを上げる。

　それらしく腕を組んで考え込むも、頭に浮かぶのはここ一ヶ月の空振りのこと、そして未いまだに見つからない性転換の魔法のことだった。

（できる限りのことはしているんだけどなあ）

　それは最近に限っての話ではない。魔法を上手うまく使うための鍛錬、手がかりを探すための情報収集、どちらも幼い頃からやってきたことだ。

　今月は進展がありそうで興奮したが──。

　盛大な空振りだってもう何度も繰り返してきたことだ。

　言わば慣れっこな状況であり、だからこそ立ち直りも早かったんだけど、

（ここまで手応えがないとさすがに焦るな）

　十五歳という節目の年、俺は少なからず焦りと危機感を抱いていた。

「失礼します」

「ああ、うん。入って」

　メモリアが書類を持ってやってきた。

　静かにドアを開けた少女は、やはり静かな所作でお盆を机に運んでいく。

　その姿を見ながら、俺は「ああ、やっぱりメモリアはかわいいな」としみじみ思い、

（って、違う違う!!）

　そうやってすぐに気を散らすところが俺の悪いところだ!!

　一意専心、煩悩退散、今はメモリアのことだけを考えてだな。

（だから違うっつってんだろ!!）

　自分の性分を恨めしく思い、朝からひとりでぐったりと疲れる俺だった。




　この日の書類はどれも簡単なものだった。

　いわゆる完了報告というやつで、俺が判断した案件、それが終わったことを報告するためだけの書類だった。先日の区画整理も含め、これで主だった仕事からは手が離れたことになる。俺はここぞとばかりに判子を押して、あとは自分の考えに集中することにした。

（さて……）

　お茶に口をつけ、再び沈思黙考の世界に入り込んでいく。

　お題はもちろん性転換魔法のこと。特に先日失敗した魔法のことだった。

（途中まではいい感じだったけど……最後があれじゃ、いけないよなあ）

（そもそもいきなり術式を組んだのが間違いだった。調子に乗って先走りすぎた）

（やっぱり感覚魔法、強く念じて発動する方法を試してみるか？）

（でも、今のままだと力不足は明白だし……）

　高度な魔法ほど膨大な魔力、強力な触媒、使用者の素質などが求められる。

　そのどれかが欠けると魔法は正しく発現しない。望めば叶うが魔法の本質だが、未熟者ではその本質の一端にさえ触れられないんだ。

（俺には足りないものがある）

（でも、それって一体なんなんだ？）

　魔力か？　素質か？　それとも触媒か？

　思い悩んだ俺は……同じ部屋にいた秘書官に聞いてみることにした。

「なあ、メモリア」

「なんですか？」

「俺に足りないものはなんだと思う？」

「思慮と分別でしょうね」

「そうだけども！　そうだけども！」

　ぐうう……!!　今日もキレッキレだな、メモリアさんは！

　しかし俺が聞きたいのはそういうことじゃなくて、性転換魔法の効果が出ない理由、およびその原因についてだった。

「単純に魔力が足りないのかな？」

「どうでしょうか。姫様の魔力量は相当のものと思われますが」

「じゃあ素質が足りないとか？」

「その素質を確かめる術すべがありませんね。まったく未知の魔法なので、向いているのかいないのか、現状では不明のままです」

「うーん。触媒なんかは用意できそうだけどなあ」

「高品質のものは相応のお金がかかりますよ。実験するには量も必要になるでしょうし、それこそ小国の国家予算並みに費用がかかるかと」

「あっ、じゃあさ！　みんなの力を合わせるって案は」

「儀式魔法のことを言っているのですか？　確かにあれは効果が高いのですが、力を合わせるための協調性、魔法陣を構成する術式の精度、何より『目的を同じくする仲間』が必要になりますよ？　そのどれかが今の姫様にあるのですか？」

「う、ううう……!!」

　ぐうの音も出ないほどの正論だった。

　素の魔力量が足りないことはなさそうだけど、素質は「現状では不明」だし、触媒、それに術式や仲間とか、そんな一切合切が俺にはないもんな。特に触媒を調達するための予算は俺に足りていないもののひとつだった。

（宴会とかは開けるけどさ）

　小国の国家予算並みとなると話は別だ。

　それだけの額、私的利用は許されないだろうし──。

　強行すれば角が立ち、それは反帝国、反皇女の芽を生んでしまうだろう。

　それだけは避けたいが、しかし、代わりの妙案などは浮かんでこない。頭を抱える俺に対し、メモリアは少々呆あきれ気ぎ味みな顔を見せていた。

「結局のところですね」

「うん？」

「何かをしたい、何かをやりたい。そう思うのなら、相応の力が必要になるのですよ」

「それって……さっきの魔力とか財力とかって話？」

「少し違います。私が言っているのは権力のことです」

「権力ぅ？」

「はい。たとえば、ゼノビア陛下のような権力があれば……何でもできる。何でも叶かなえられる。姫様はそうは思いませんか？」

「あの人は独力でも何でもできそうだけどな」

「あくまで権力についての話です。より大きな権力、より大きな力を得ることができれば、やれることの幅も広がっていきますよ」

「そりゃそうだけど……」

　じゃあどうしろって言うんだろうか。皇位簒さん奪だつを目もく論ろめって話じゃないだろうし、自力で権力なるものを増やせって話でもなさそうだ。

「まさか、女帝の権力を奪えって話じゃないだろうな」

　俺がおどけた調子でそう言うと──。

　メモリアは、その首をまっすぐ縦に振るのだった。

「その通りです。ゼノビア陛下の権力を奪いましょう」

「って、えええええええええええええええええええええええええええ!!」

　まさか！　そのまさかなのか!?

　こいつ、事もあろうに女帝の権力を奪えとぬかしやがった!!

「俺に死ねって言うのか!?」

「それほどのことですか……」

　なんてメモリアは言うけれど！

　お前はあの女帝に逆らった者の末路を知らないんだ……。

　あの女帝の恐ろしさ、それを真の意味で理解してはいないんだ……。

『あーっ!?　止やめて！　止めてください、お母さま！　こんなところで……こんなところで大きな火なんて放たないで!!』

『逃げろおおおおおおおおっ!!　殺される前に逃げろ!!　お前らが賊だとか関係ねえ！　死にたくなきゃ逃げ出せえええええええ!!』

『ひいいいっ!?　こっちまで火の手が！　あああああっ!?』

『お母さま！　あーっ!!　止めて！　お母さま！　あーっ!?』

「ばぶううう！　キャッキャッ♪」

「なんで幼児退行を起こしているのですか……」

　メモリアのツッコミで俺は正気を取り戻した。

　しかし……暑いな。あの時のトラウマがよみがえるようだ。

「メモリア、知ってるか？」

「何をです？」

「人間、あんまり辛つらいと心のブレーカーが落ちるんだぜ」

「そうですか……」

　何やらかわいそうなものを見る目で見られてしまった。

　まあ、それは横に置いておいてだ。とにかく女帝に逆らうことは、これくらい怖いことなんだよと伝えたかったわけだ。

　その意図が伝わったのか、メモリアはこほんと咳せき払ばらいをして──。

　しかし、先ほどの話の続きを始めるのだった。

「奪うは言い過ぎましたね。権力を分けてもらう。これでいきましょう」

「え？　それって同じじゃないか？」

「違います。無む理り矢や理り奪うのではなく、交渉をして分けてもらうのです。現状、姫様は帝都の一区画を任されていますよね？」

「うん」

「これに加えてもう一区画。それに鉱山や港まで分けていただきましょう」

「ぐ、強欲グリード……!!」

「いつかは任される土地ですよ。それに姫様の目的を果たすのなら、貴重な資源が採れる鉱山、他の土地のものが入ってくる港は必須なのでは？」

「うーむ、確かに……」

　買うとなると高い触媒も、管理者権限があればずっと安く済むもんな。

　実際、皇宮にも魔石、貴金属、水晶糖などが入ってきている。貿易品も献上品という名目で送られてくるし……なかなか旨うま味みがありそうではある。

（それを俺のものにするってわけか）

　権力とは蜜の味、放っておいても金と物とが集まってくる力だ。

　今よりも仕事は増えるだろうが……これも次期皇帝として通らなくちゃいけない道なんだろう。

　そう考えると、メモリアの提案は実に理に適かなったことのように思えた。

「よし、決めた！　ちょっと女帝と話をしてくるよ！」

「はい、頑張ってくださいね」

「ああ！」

　メモリアに見送られ、俺は宮殿の中心部、謁見の間があるところへと向かっていった。

　目指すは権力の割譲！　女帝の既得権益を分けてもらうことだ！

　そのために俺は、スカートをひるがえして廊下を走り──。

「……なあ、メモリア」

「あら？　何か忘れものでも？」

「いや、そういうわけじゃないんだけどさ。ちょっと聞きたいことがあって」

「はい、なんでしょう？」

「うちの親なんだけどさ。いきなり訪ねていって……」

「はい」

「『おめーの権力、俺に寄よ越こせや！』（意訳）みたいなことを言って、俺、消されたりしないかな……？」

「それは……」

「だ、大丈夫だよな？」

「…………」

「目を逸そらさないでくれよぉ！」

　必死の懇願、悲痛な叫び。俺はメモリアに泣いて縋すがるも──。

　女帝のことは女帝にしか分からない、まさに神のみぞ知る領域なのであった。
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　ピンと空気が張り詰めていた。

　帝都中心部にあるレガリアス宮殿。その謁見の間にて、俺はこれ以上ないほどの緊張感を味わっていた。

　原因はこの場の雰囲気、そしてここに揃そろった歴戦の面々だ。玉座の女帝を中心にして、その両脇には大元帥、女帝の親衛隊長が揃っている。壁際にはその部下たちが控えていて、彼女らは皇女である俺にさえ厳しい視線を注いでいた。

「くくく……」

　この場所で笑えるのは女帝だけだ。

　常人なら気が触れて、さもなきゃ失神するような謁見の間で、女帝だけはいかにも面白そうに、喜劇でも観みているかのように笑っていた。

「お前は本当に面白い娘だ。鉱山？　港？　それらを自分にくれと言うのか？」

「ええと、その……は、はひ」

「普段は私を避けているのに、小遣いが欲しくなるとこうやって頭を下げに来るのだな？　くくく……かわいいやつめ。娘への愛がこみ上げてくるぞ」

（ひええ……!!）

　にやにや笑いの女帝は、頬ほお杖づえをついて俺の縮こまる姿を見つめていた。

　そこにどんな感情があるのだろうか？　愉悦に満ちた彼女の瞳は、これから起きるサディスティックな処罰さえも予感させた。

（や、やっぱり、止めときゃよかった……!!）

　欲をかいたのが失敗だった。彼女の権力に手をつけるべきではなかった。

　ますます縮こまる俺に対し、女帝は嗜し虐ぎやく的な笑みを一層深めていくのだった。

「なあ、親衛隊長フルメン。それに大元帥ニクスよ」

「はっ!!」

「……はい」

「この場合、私はどうするべきだろうな？　寛大さを見せるべきだろうか？　それとも欲深な小娘に、少々仕置きをするべきだろうか？」

「罰を与えるべきかと。この国では信賞必罰が基本です。たとえ第一皇女と言えど、理由なき要求は許されるべきではありません」

「わたしは……与えてみてもいいのではと……思いますよ……。ただ……周りはどう思う……でしょうね……」

（ううう……!?）

　あの筋骨隆々とした戦士、それに雪女のような術師は女帝ゼノビアの最側近だ。

　人望も発言力もある女帝の右腕、左腕。彼女らの支持が得られれば、万の味方を得たような気分になれただろうが──。

　駄目だ。あの調子では時期尚早だと考えているらしい。

　フルメンは険しい表情で、ニクスは茫ぼう漠ばくとした表情で、それぞれ俺のことを見つめてくるのだった。

「さて、どうしたものだろうな？」

「ひえっ!?」

「私の部下はこのように言っているぞ？　私はお前の母として、お前を甘やかしてやってもよいのだがな……？」

「とんでもない！　そんなことをすれば国が乱れます！」

「分かっているではないか。くくく……お前は本当に賢い娘よなあ」

（ああああ～～～……）

　にやりと笑う女帝の瞳。それに中あてられ、俺は魂が引っこ抜かれそうになった。

　今にも気絶、あるいは昇天してしまいそうだ。その感覚に耐えながら、俺は女帝に進言という形でひとつの案を提示していく。

「あ、あのですね？　わたしももう十五歳。国政にも関われる歳としです」

「ああ。その通りだな」

「次期皇帝、その最有力候補でもあります。その下準備のため、現在、帝都の一区画を任されていますが……」

「ふむ」

「少し余裕も出てきましたので、もう少し手を広げても……いいかなあ、と」

「なるほどな。しかし……」

「もちろん、それ相応の実績は上げさせていただきます！　わたしにできることであれば何でも！　それこそ邪竜退治でも何でもやってみせましょうとも！」

　女帝の言葉にかぶせるように叫ぶ。

　邪竜退治。それは手っ取り早く実力を見せつけるための妙手だ。

　命の危険こそあるものの、それを成し遂げれば「さすが姫様」「さすが次期皇帝」という称賛の声が集まることは確実だ。

　まあ、そうそう都合よく邪竜なんて出てこないが……そこは意気込みってやつだな。それくらいの覚悟をもって、事に臨もうと思ったのだが、

「そうか。何でもやるのか。文字通り、何でもやってくれるのだな？」

（あ、あれ？）

　実に面白そうに笑う女帝。

　俺はいま、何か、迂う闊かつなことを言ったかもしれない。

「何でもか。うーむ、さすがに第一皇女は言うことが違うなあ？」

「ううっ……!?」

　何度も強調され、俺もようやく彼女の言わんとすることが分かってきた。

　何でもやらせる気だ。俺に何でもやらせる気なんだ。邪竜討伐なんて目じゃない、それこそ実現不可能なことを放り投げてくる気なんだッ!!

（ヤバい……!!）

　調子に乗って聞こえのいいことを言うんじゃなかった！

　しかし後悔は先に立たず、女帝はますます面白そうに口元を歪ゆがめて言った。

「よし。ではお前に、反乱分子の捕縛について任せてみよう」

「へっ？」

「なんだその顔は。分かっているのか？　反乱分子の捕縛だぞ」

「え、ええ……分かっていますが……」

　そんなことでいいのか？　と俺は思った。

　反乱分子のことは俺も知っている。女帝による帝国の統一、それを未いまだに根に持っているような連中だ。不満はあれど決定力を持たず、嫌がらせのような抵抗を繰り返しては、年々その数を減らしていると聞いていた。

（それを捕まえろって？）

　俺じゃなくてもできることだ。権力の対価にしては簡単で、俺はいささか拍子抜けしたような気持ちを味わってしまう。

（形式的なものなのか？）

　反乱分子の完全捕縛。それを皇女の手柄にして、次期皇帝としての名声を盤石なものにしていこうと？

（気持ちは分からないでもないが……）

　あの女帝がそんなことを考えるか？

　これまでの経験から、俺は甚だ疑問であった。

「ふふっ。そう警戒するな」

「お母様？」

「お前にはいつも意地悪ばかりをしていたからな。そろそろ親らしいことをしなければと思っていたのだ」

「お母様……」

「反乱分子を捕まえ、帝国に平穏をもたらすがいい。それが誰の目にも分かりやすい、次期皇帝としての実績だ」

　いつしか女帝は柔らかく微笑ほほえんでいた。チェシャ猫みたいなにやにや笑いじゃない。母性さえ感じるような顔で、俺を慈しむように見つめている。場の緊張感は消失していた。春の雪解け、暖かさを感じる部屋で、女帝はすっくと玉座から立ち上がっていた。

「励めよ、アウローラ。帝国の未来はお前にかかっているぞ」

「お母様……!!」

　俺はこの人のことを誤解していたかもしれない。

　人を人と思わないような所業、それはすべて俺を鍛え上げるためにあったのだ。

　本当は誰よりも平和な未来を望んでいた。それを紡ぐであろう俺に対し、女帝ゼノビアは厳しい試練を課していただけで──。

「ああ、そうそう」

「はい？　まだ何か？」

「いやな。ひとつ、言い忘れていたことがあったのだが」

「なんでしょう？」

「例の反乱分子なのだがな」

「はい」

「首謀者は諸侯クラスの実力者だ」

「……は？」

「とびきりの魔法使いだぞ。それが事もあろうに邪教の信徒たちと組んでいる」

「え……？　ええっ？」

「励めよ、アウローラ。くくく……帝国の未来はお前にかかっているぞ」

「お母様!?　お母様ーーーっ!?」

　去り際に発せられた言葉。それは俺を天国から地獄へと突き落とした。

　諸侯クラスの実力者。邪教の信徒たち。それは混ぜてはいけない最悪の組み合わせで、正直、邪竜なんか目じゃないくらいの難敵だ。それを俺の手で捕まえろだなんて……いくら何でも無む茶ちやが過ぎるんじゃないか!?

「待って！　待ってください！　もう一度、わたしとお話を!!」

　そう言って縋りつこうとするも、女帝は側近をつれて悠々とこの場を離れていく。

　俺は女帝の親衛隊たちに止められながら、

「わ、わたしとお話をーーーー!!」

　無駄と知りつつ、虚むなしい叫び声を上げ続けるのだった。
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　謁見終了後、俺は自室にメモリア、ソフィア、ベラトールの三名を招いていた。

　全員、俺にとっての最側近と言える者たちだ。彼女らを前にして、俺はゆっくりと重たい口を開いていく。

「よく集まってくれたね。急な招集に応じてくれてありがとう」

「いえいえ～」

「私はそれが仕事ですので！」

「姫様。陛下との交渉はいかがでしたか？」

「うん、それなんだけど」

　事情を知らないベラやソフィアのためにも順を追って話していく。

　メモリアの提案。女帝との交渉。そして出された厳しすぎる条件のことも。

　すべてを話し終えたあと、俺は改めて三人の顔を見ていった。

「みんなには知恵を借りたいんだ。この難局を乗り切るための知恵を」

「知恵、ですか？」

「それは一体、なんでしょう～？」

「私に答えられることであれば、何でも！」

「ありがとう」

　柔らかく微笑んだ俺は、ひとつ小さくうなずくと──。

　真剣な表情で、前のめりになって問いかけていた。

「亡命ってどうやったらできるのかな？」

「「「だああっ!?」」」

　メモリアたちが三人揃そろって転がっていた。

　実に見事なズッコケだ。俺は思わず感心してしまう。

「真面目な顔で何を言うかと思えば……」

　などと言いながら、メモリアは非難めいた目で俺を見てくるが──。

　いや、しかし！　しかしだな！　他に俺にどんな道があるって言うんだ!?

「進むも地獄、戻るも地獄って状況なんだぞ!?」

「だからと言って、横に逃げても仕方がないではありませんか」

「ううう……!!」

　至極もっともなツッコミに、俺は拳を握って黙り込んでしまう。

　言われなくても分かっているんだ。亡命なんて逃げの一手に他ならず、それは悪手も悪手、これ以上ないほどの大悪手だった。

「だけど……真面目に解決するとなると、今回ばかりは相手が悪いよ」

「ふむ……」

　俺の指摘に、今度はメモリアが考え込む番だった。

　諸侯クラスの魔法使い。それは乱世においても王として通用するほどの実力者だ。

　それに加えて、彼女には「いざとなれば何でもする」悪名高い邪教徒たちが付いているわけで──。

「姫様！　ここは私にお任せを！　反乱分子など鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、たちどころに発見、追跡、首謀者までも粉砕してみせましょう！」

「それができたら苦労はしないの」

「あうう……!?」

　興奮気味のベラにデコピンを食らわせる。

　親衛隊の暴走を防ぐ意味でも、やはりここは慎重に動かざるを得ないな。

　下手に刺激してテロでも起こされたら困る。やるからには一網打尽、まとめて捕まえてしまうのが最善策と思えた。

「どこかで集会とかしてくれればいいのに」

「邪教徒は秘密の祭壇を持ち、夜な夜なそこに集まっているとは聞きますけどね～」

「それがどこなのって話になるね」

「簡単には見つからないから、秘密の祭壇たりえるのでしょうし～」

「「うーん」」

　と、俺とソフィアは腕を組んで考え込んだ。

　対するベラトールはのん気なものだ。子犬のように無邪気な顔で、俺の下知、邪教徒討伐の命令をわくわくしながら待っている。だけどやっぱり迂闊なことはできず、俺はますます唸うなり声ごえを上げて──。

「ふむ……駒は揃っていますよね？」

「メモリア？」

「姫様。これは決して、分の悪い賭けではありませんよ」

「ど、どういうこと？」

　強大な魔法使いが率いる邪教徒の集団。

　その捕縛には、それこそ軍隊でも必要かと思ったんだが──。

（違うのか？）

　自信に満ちたメモリアの瞳は、キラリと明るい光をたたえていた。

「まず、諸侯級の魔法使いですが」

「うん」

「これにはベラトール様をぶつけましょう」

「「ええっ!?」」

「ひ、ひとりだけで大丈夫なのか？」

「もちろんです。ベラトール様は国内屈指の超戦士。たとえ諸侯級が相手でも、接近戦なら引けを取らないはずです」

「へえ……」

　強いことは知っていたが、まさかそこまでだとは思わなかった。

　赤毛の親衛隊長、ベラトール。注目された彼女は、少し得意げに鼻の頭をこすったりなどしている。

「サポートにはソフィア様を付けましょう。更にその補佐に私が付きます」

「親衛隊員には邪教徒たちを押さえてもらいましょう。これで場の制圧はできますし、逃げ道を塞ぐこともできます」

「後詰めは警備隊が適任かと。姫様は区長でもありますので、そこから相当数、手て練だれの魔法使いを連れていくことができますよ」

「なるほどなあ」

　要するに、戦力的にはこちらの方が上回っているんだ。

　しょせん相手は表立っては動けない輩やからだ。邪神や悪魔に縋すがるしか道がなく、そういった意味では正攻法に最も弱いやつらなんだ。

「場所さえ分かれば、臆さず挑めばいいってこと？」

「はい。もちろん、入念な調査と準備は必要ですが」

「それさえ気をつければ、諸侯級でも恐るるに足らず」

「ですね」

　キラリと眼鏡めがねを光らせるメモリア。

　ふわふわと笑うソフィア。自信たっぷりに胸を張るベラトール。

　俺には優秀な人たちがついてくれている。そういった仲間の力を合わせれば、今回の試練だって、きっと乗り越えられるはずだった。

「情報収集は私にお任せください」

「私は隊員たちに号令をかけてきます！」

「わたしは捕縛用の道具を用意しますね～」

　歯車が噛かみ合って、トントン拍子に作戦と役割分担とが決まっていく。

　その光景に頼もしさを感じ、俺は段々と心が弾んでいくのを感じていた。

「よーし！　やるぞーっ!!」

「「「おーーーっ!!」」」

　声を合わせて右手をみんなで突き上げる。その連帯感、熱意、情熱は、俺の勇気となり、また、前向きな原動力にも変わっていった。
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　捕り物は初春の末日、赤い月の夜に行われることになった。

　場所は帝都の端の更に端、西端の共同墓地にある「地下祭儀場」だ。

　公式には存在しないはずの施設だが、現にそれは存在し、邪教徒たちの溜たまり場、邪霊や魔獣の召喚場になっているという。

　物騒なことこの上ないが、邪教徒たちを一斉に捕まえるにはいい場所だ。

　もちろん危険は承知のうえで、いま、俺たちは共同墓地の周辺に潜んでいた。

（大丈夫だ。きっと上手うまくいく）

　ここ数日、俺たちはひたすら情報を集めていた。

　怪しげな女を見た。不気味な呪文を聞いた。路地に魔法陣が残されている。

　そういった怪しげな噂うわさをひとつひとつ精査していき──。

　そこから邪教徒の尻尾をつかみ、今日、この日の集会について調べ上げたんだ。

　まず間違いなく邪教徒たちは集まってくる。そしてそれはすぐ、今にでも。

（……来たっ！）

　メモリアが集めた情報通りだった。

　魔力の高まる赤き月光の下、フードを被かぶった女たちがひとり、またひとりと地下祭儀場の方へと向かっていく。それを遠目に確認しながら、俺たちは「魔法の透明マント」を深く被り直していた。

（ここまでは順調だな）

　邪教徒たちが集まり、日付が変わる頃、魔獣召喚の儀式が始まる。

　それを合図に俺とソフィアと親衛隊たちが突入だ。俺が陣頭指揮を執り、見事、邪教徒たちを一網打尽にするというシナリオが描かれている。

（『情報を制するもの、戦いを制する』なんて言葉があるが）

　あれは本当のことだな。この戦いは始まる前から終わっていた。

　邪教徒たちは俺たちがここにいることを知らない。自分たちの本拠地が「二十余人の精鋭と百人からなる警備隊」に囲まれていることを知らない。

（これは罠わなだ、誘い込まれているのは俺たちの方だ！）

　なんて心の声も聞こえたが──。

　それだけはあり得ない。この陣形になった時点で普通は終わりだ。

　諸侯級の強者が加わったとはいえ、邪教徒たちはたかが十五名の小勢力。誘い込んでの包囲殲せん滅めつを狙うには、その数倍程度の数は必要だった。

「姫様。そろそろ時間です」

「ん……」

「邪教徒たちの数も揃いました。全員、地下祭儀場に入りましたよ」

「分かった。ありがとう」

　そばにいたメモリアが、そっと俺の耳にささやいてくれた。

　空を見ると赤い月が中天近くで輝いている。邪悪な召喚を行うにはもってこいの夜だ。邪教徒たちがこの機会を逃すわけがなく──。

　俺たちもまた、この機会を逃すわけにはいかなかった。

「よし、行こう」

「「「はっ！」」」

　石碑が乱立する共同墓地、そのあちこちから完全武装の親衛隊が姿を現していた。

　金の鎧に赤いマント、腰には長剣を下げ、その手には短いメイスと円形状のバックラーが握られていた。

　接近戦で彼女らに敵かなう者などいない。雪崩なだれ込んだ精鋭は一分足らずで場を制圧し、拍子抜けするほどあっさりと邪教徒を捕まえてしまうだろう。

　加えて、サポート役として控えるソフィアの存在がある。高度な術式魔法を操る導師、その実力は親衛隊長ベラトールと比べても引けを取らなかった。

「速攻で片づけよう。警備隊の手は煩わせたくない」

　みんなは黙って小さくうなずいた。

　警備隊は保険にかけた保険のようなものだ。万が一にも邪教徒、特に中心人物を逃がさないための措置。過剰なまでの包囲網は、しかし、盤石の囲みと同義と言えた。

（大丈夫。いける。問題ない……）

　頭の中で念じながら前を見る。墓地の中にひっそりと建つ、管理小屋のような建物の横。地下倉庫への入り口にも見える鉄の扉を──。

　俺は、親衛隊に指示を出してこじ開けさせた！

「今だ！　行け！　一気に制圧しろ!!」

「「「了解!!」」」

　爆はぜるように扉が開いた。物理的なかんぬき、魔術的な鍵など無意味なものだ。親衛隊たちは金色の風となり、まるで竜巻のように地下祭儀場の中へと駆け込んでいく。

「うわっ!?」

「なっ、なああっ!?」

　間近にいた邪教徒の反応はあっけないものだった。

　驚くと同時に石畳の床へと引き倒される。それと同時に手錠をかけられ、手を後ろに回して転がるだけの芋虫へと変わった。

　もちろん、即座に反応する強者もいたが、

「ぐ、うああっ!?」

　彼女らが放った火球を蹴散らしながら、親衛隊が横から、後ろから、怒ど涛とうの勢いで襲いかかっていく。

「行け！　行け、行け、行け!!」

「突撃だ!!」

「怯むな！　行け!!」

「ひとり残らず縛り上げろ!!」

　隊員たちの勇ましい声に、邪教徒たちの悲鳴やうめき声がかき消されていく。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄、と言うほどでもない。質も人数も上回る部隊が奇襲をかけた。それは当たり前のように成功した。

　結果は火を見るよりも明らかだ。

　祭壇に向かって奥に伸びている祭儀場、それは瞬く間に制圧、攻略されていった。

「貴様ら！　貴様らああああああああっ!!」

　奥で叫んでいるのが件の魔術師だろうか？

　まともに戦えば、きっと彼女も強かったのだろう。即応能力はなかなかのもので、彼女は祭壇の前、巨大な魔法陣から大量の魔獣、魔鳥を呼び出している。

　だが、そのすべては手遅れだ。親衛隊長ベラトール。彼女がメイスを振るうたび、恐ろしげな黒熊、大おお鷲わしが血煙となって消えていく。その後ろではソフィアが延々と術式魔法を放ち続け、敵のこれ以上の行動を防ごうとしている。

　最強格の戦士の突撃、それに飽和攻撃とも言える火球や電撃の投射を受け、首謀格と思おぼしき女はすぐにも防戦一方、腰砕けのような状態になっていった。

「もう諦めろ！　貴様に勝ち目はない！」

「降参した方が～、身のためですよ～？」

「くそっ！　くそおおおおおっ!!　こ、殺して、や、る……!!」

「ここまで追い込まれては～、難しいのでは～？」

「往生際が悪いぞ！　大人しく縛につき、姫様の栄光の前にひれ伏せ!!」

　敵の主力が諸侯級なら、ベラとソフィアのふたりもまた諸侯級だった。

　本来であれば、きっとあの女、黒髪の魔法使いも強かったのだろうが──。

　奇襲が成功したとはいえ、ほぼ完封に近い戦いを展開している。まったく危うげがない彼女らの様子に、俺は改めて感心したような気持ちになるのだった。

「放せーっ!!　お前ら、放さんか!!」

「呪われろ！　貴様ら全員死んでしまえ!!」

「神よ！　我らが神よ！　どうか私たちをお救いください!!」

　連れ出される邪教徒たちが未いまだに何かを叫んでいる。

　祭壇の前に立つ女、彼女は脂汗を垂らして必死に召喚を続けている。

　でももう終わりだ。こうなった以上、どうあがいたって逆転の目はない。

　誰の目から見ても「詰み」の状況。そこに至ってようやく、俺はそっと強こわ張ばっていた体から力を抜いた。

「どうやら無事に終わりそうですね」

「メモリア。下りてきたのか」

「一段落つきそうなので……まだ離れていましょうか？」

「いや、いいよ。ここにいてくれ」

　魔石ランプとロウソクの光に照らされた地下祭儀場。そこにメモリアと並んで立ちながら、俺はベラとソフィアの戦いを見守っていた。

「奇襲が成功して良かった。今回ばかりは本当に緊張した」

「魔獣と戦ったこともある姫様なら、こういった戦いは慣れたものなのでは？」

「そうでもないって。ひとりで戦うのと、みんなに任せるのとではまるで違う」

「そうなのですか？」

「そうなのです。なんというか、責任重大って気がしたよ」

　ほっと小さく息をはく。なんだかドッと疲れたような気がした。

「大丈夫」「大丈夫」「きっと大丈夫」を積み重ねてここまで来たんだ。成功するとは思っていたが、それが１００％でない以上、どうしても不安はつきまとった。

（女帝に魔獣と戦わされた時は、自分のことでいっぱいいっぱいだったけど……）

　それが今回は何倍にもなったような感覚だった。

　ひょっとすると、これを味わわせたくて女帝は試練を出したのだろうか？

　気まぐれという線も濃厚だが、俺はなんとなく、そんな風に思うのであった。

「くそっ！　くそーーーーーっ!!」

「あっ、姫様。終わったようです」

「みたいだな。諸侯級の人もこれで終わりか」

「ええ。もはや逃げることもできないでしょう」

　気がつくと、祭儀場には俺たちの他に数人の親衛隊、そしてベラやソフィアと向かい合った黒髪の女しかいなかった。

　彼女は何かを喚わめいている。よほど焦っているんだろう、何度も何度も周りを見ては、そのたびに髪を振り乱しながら叫んでいた。

「おのれ、女帝の犬どもめ！　我らが祈りを踏みにじりおって！」

「簒さん奪だつ者の手先め！　その薄汚い手で何もかもを奪おうというのか!?」

「呪われろ！　偽帝の娘め、呪われてしまえ！」

「神にその身を捧ささげるがいい！　赤き血をもって我らに償え!!」

　呪じゆ詛そでも何でもない、ただの罵ば詈り雑ぞう言ごんの羅列だった。

　もはや使い魔一匹召喚する力もないのだろう。ぜえぜえと荒い息を吐き、それでも声を張り上げては侵入者たちを近づけまいとしている。

　しかし、親衛隊相手にそのような威嚇は無意味だ。

　ベラがあごをしゃくって指図をすると、縄を持った隊員たちが一歩一歩、首謀者を取り囲むように近づいていく。

　彼女にとっては死神の隊列にも等しいものだろう。

　その姿を引きつった顔で見つめた女は──。

「なぜですか!?」

　瞬間、女は大きく叫んだ。

　訝いぶかしげに見る俺たちに背を向け、彼女は一層大きな声を上げた。

「なぜ!?　なぜ黙って見ているのです！」

「貴女あなた様のお力があれば、このような輩やから、どのようにもできるでしょう!?」

「カルディア様！　大魔導士、カルディア様！」

「今すぐに大悪魔ディアボロスをお呼びください!!」

「え……？」

　果たして──。

　一体、いつから彼女はそこにいたのだろう？

　女に釣られて前を見る俺たちに、赤黒い髪をした女、細身の魔女は微笑ほほえみかけてきた。

「いやいや……駄目じゃないか。せっかく隠れていたというのに」

　にたりと笑って語る女性。年頃は二十代半ばといったところか。

　喪服に似たローブに身を包み、邪教の祭壇に優雅に腰をかけている彼女は──。

　この捕り物劇にもまったく動じず、落ち着いた顔でゆったりこちらを見つめていた。

「ああ、私のことは気にせずに。その子はもう、連れて行っていいですよ」

　ゆるゆると手を振る女。しかし誰も動かず、ただ唖あ然ぜんとするばかりだ。

　それに気を害したのだろう、女はムッとした顔をするとこう言った。

「聞こえませんでした？　もう用済みなので、連れて行ってと私は言いましたよ？」

「なんだ貴様は……？」

　トゲのある言い方に、まずはベラがゆらりと動いた。

　右手にメイス、左手に小こ楯だて、それぞれを構えたままでベラは女に近づいていく。

「たかが残党ごときが舐なめた口を聞いてくれる。それに姫様を高みから見下ろすようなその態度……断じて許すことはできん」

「おや……そんなつもりはなかったんですけどね？」

「そのにやついた顔を……地につけ、詫わびろ!!」

　叫ぶと同時にベラは地を蹴った。石畳にヒビを入れ、光の矢のごとき速さで飛びかかるベラ。カルディアなる女は、しかしそれでも鷹おう揚ようとした態度で──。

「なっ!?」

　ベラがメイスを振り下ろす瞬間、祭壇が光って攻撃を弾はじいた。

　のみならず、その光は祭儀場中央の魔法陣に伝わり、円内を赤い光で満たしていく。

「これは……!?」

　思わず後ずさるベラの前で、魔法陣が──魔法陣が、大きく広がって──。

「ベラちゃん、下がって!!」

　ソフィアの鋭い声。しかし彼女が動くよりも先に──。

　魔法陣は光を増して、祭儀場の天井を木っ端微み塵じんに吹き飛ばしてしまった！

「お、お、おおおお……!!」

　尻もちをついた邪教徒が陶然とした声を上げている。

　露あらわとなった夜の空、そこへ向かって赤い光の柱が伸びている。

　赤い月にも負けないほどの輝きだ。血の色にも似た光柱は、ぬらりとした質感すら備え、やがてその内から影のような何かを生み出していく。

「これは……」

「悪魔……!?」

　呻うめくような俺とメモリアの声。それを拾って、例の魔女は実に嬉うれしそうに言った。

「いや、前座のようなものですよ」

「だけど歴れつきとした魔界の住人なので……」

「貴女方の相手には、ちょうどいいかもしれませんね？」

　その言葉と同時に、光から無数の影が飛び出してきた！

　どんな魔獣とも似ていない、歪いびつで黒色で人型の何か。小悪魔とでも言えばいいのだろうか？　それは近くにいた俺たち、そして親衛隊たちに向かって飛びかかってくる。

「くっ……!?」

「このおっ!!」

「ふざけるな！　こんなこけおどし……!!」

　さすがの親衛隊は、手にしたメイスで一体、また一体と片づけていくが──。

　いかんせん数が多い。俺たちも防戦一方で、あのソフィアも額に汗を浮かべていた。

「ひ、姫様……!!」

「大丈夫。大丈夫だから」

　メモリアにそう返すも、俺は内心、焦りと不安とを感じていた。

　このままだと犠牲者が出る。包囲網にも穴が開く。

　そしてこの小悪魔の群れは、いずれ帝都に向かって飛んでいく──。

「あっ!?」

　わずかな隙を突かれてしまった。

　俺の手から剣が弾かれ、次いで、俺の体は魔法陣の方へと寄せられていく。

　光の柱、その前では赤黒い髪の女が待っていた。彼女は剣を拾い上げ、残忍な笑みを浮かべて俺のことを見ていた。

「まったく、こうも上手うまくいくとは思いませんでしたよ」

「な、に……!?」

「罠わなにかかった邪教徒たち？　一斉に取り締まられる反乱分子？　そういう絵を描いていたんでしょうねえ、貴女たちは」

　女は剣の腹を撫なでながら言った。

「私が招いたのですよ。このような絵を描くために。地獄の門に貴女を捧げ、大悪魔召喚の生いけ贄にえとするために、ね」

「生贄だと……!?」

「ええ、ええ、そうですとも！　貴女には死んでいただきます！」

　女は手をパンと合わせて笑った。

　その目はどろりと濁り、およそ人間的な何かを感じることができなかった。

　彼女の言う通り、罠にかかったのは俺たちの方だったんだ。いや、邪教徒たちさえ便利に利用された駒なのかもしれない。

　邪霊でもなく魔獣でもなく、伝説に語られる大悪魔の召喚。これをもって彼女は何をするつもりなのか。俺は疑問を浮かべて魔女を見た。

「私は嫌なんですよね、今の帝国」

「う……？」

「統一なんてして欲しくなかった。ずっと戦乱のままでいて欲しかった」

「それなのにあの女帝と来たら、自分の好きなように戦いを収めていって……」

「許せませんよね？　許せませんよね？　だから私は、壊すんです」

「大悪魔ディアボロス、その偉大な力によって……ね？」

　魔女は笑って俺のことを見た。

　そしてその手をゆるゆると上げ、剣の切っ先を俺の心臓へと向けてきた。

「親愛なるアウローラ様。みんなに愛される姫君様」

「貴女様の赤い血を注ぎ込み……」

「見事、ディアボロスを召喚してみせましょう！」

　瞬間、メモリアの悲鳴が響き渡った。

　ベラも叫んでいる。ソフィアも叫んでいる。仲間がみんな、手を伸ばしている。

　だけど誰も間に合わない。俺の愛剣は、俺の胸へと吸い込まれていき──。

「アウローラ様あああああああああっ!!」

　最後に聞こえたのはメモリアの声だった。

　しかし、俺はその声の余韻を感じる間もなく──。

　血しぶきを上げ、地獄の門の中へと倒れ込んでいき──。

「…………？」

　そこで魔女の表情が固まった。

　どうやらようやく気がついたようだ。自分が思い切り突き刺した剣、それが１ミリたりとも突き刺さっていないことに。

「これは……!?」

　初めて女の顔に焦りが浮かんだ。

　引き戻して見つめるも、刀身は砂となり、柄つかまで砕けてこぼれていった。

　混乱する女の前で、俺の瞳、そして髪が、虹色の光を帯びていく。

「なっ……!?」

　とうとう魔女は驚きよう愕がくの声を上げた。

　彼女の前で、俺は俺を縛る小悪魔を灰に変え、それを念動力で吹き散らしていく。

　今や俺の髪は七色に光り、波打つように宙で揺れていた。その光と波とを周りの空間に伝でん播ぱさせていくと、小悪魔の群れは残らず灰となり、風に流され自然と消えていった。

　未いまだに地獄の門は光を放ち、中に数多あまたの影を抱えているが──。

　もはやそれは砂上の楼閣、蟷とう螂ろうの斧おののような頼りなさだった。

「あまり手の内は見せるなって言われているんだけどな」

「……っ!?」

「この状況、もうこれを使わないとどうにもならないようだ」

「お前……その魔法はなんだ!?　一体、使い魔たちに何をした!?」

「ただ変えただけだよ。肉を灰に、剣を砂に、それぞれ瞬時に変えただけ」

「変えた!?　【変化】の魔法だと!?　馬鹿な、そんな魔法、あるはずが……!!」

「あるんだよ。それがわたしの……【万能変化】」

　魔法使い、中でも優れた魔法使いは切り札とも呼べる魔法を持っている。

　生まれ持った素質、鍛え上げた魔力、そこに知識や術式、強い願いが加わって──。

　オンリーワンとも言える強力な魔法を生み出すことができるんだ。

　俺の【万能変化】はまさにそれだ。ひとたび魔法を発動することで、俺は瞬時に任意の何かを別の何かに変えることができる。

　剣を砂にすることなんて簡単だ。魔物を灰にすることだって余裕でできる。

　変えられないものがあるとしたら、それこそ俺の性別くらいで、

（だからなんでだよ!!）

　そのために生み出した魔法なのに──!!

　性別だけは変えられない、皮肉めいた名前の【万能変化】。しかしそれは、こういった局面、危機的状況を乗り越えるには、まさに万能なほどに便利に使えた。

「さて……それじゃあ、決着をつけようか？」

「くっ!?」

「みんなが見てるんだ。可能な限り早く終わらせてもらうぞ！」

　カルディアと呼ばれた女は、しかし、それでも抵抗の意志を見せたが──。

　俺の魔法の前では、諸侯級の術師であっても、いささか分が悪いようだった。




　　　　‐５‐




　結果的に言えば、今回の捕り物は大成功に終わった。

　予想以上の実力者、しかも悪魔を召喚できる術師を相手にしての完勝だ。

　すでに魔女は地を這はって、魔力封じの縄で両腕、両足をぐるぐる巻きにされてしまっている。諸侯級の相手はさすがにしぶとく、手ごわかったが、

（まあ、うちの親に比べたら……）

　終わってみると、結局はそこへ行きつくのだった。

「姫様、お疲れ様でした」

「ああ、メモリア」

「冷たいお茶です。少し休憩されてください」

「ありがと。そうするよ」

　水筒を受け取って口をつける。

　爽やかなハーブティーの味が広がって、戦いの熱がスッと引いていく気分がした。

「はあ～……」

　これでおしまい、一件落着か。最後の方はゴリ押しになったが、まあ、今回ばかりは相手が強かったってことで。うんうん。

「終わりよければすべてよし、だな」

「よくありません。見ていて肝が潰れそうになりました」

「ごめんな。心配かけちゃったか」

「私、本当に驚いてしまって……もうああいったことは止やめてください」

「なかなか難しい注文だなあ」

　崩落した祭儀場、その隅っこでメモリアとだらだらおしゃべりをする。

　これが勝利の余韻、そしてその喜びってやつだな。それを存分に噛かみ締しめながら、俺は親衛隊員たちの事後処理、および移送を眺めていて──。

「放せーっ!!　この私を解放しろーっ!!」

「……ん？」

「おのれ、おのれアウローラ!!　大悪魔さえいれば、お前や親衛隊など……!!」

「まだ言ってるよ」

　感心しながらそうつぶやいた。

　叫んでいたのはカルディアで、赤黒い髪の召喚士はのたうち、噛みつき、その移送を大げさなくらいに遅らせていた。

　今さらあがいたって何もできないだろうに、あれが執念ってやつかな。結局、本命の大悪魔は召喚できなかったわけだし──。

「あと少し！　もう少しだったのに!!」

「…………」

「もう少しで悪魔を召喚できたのに！　皇女の血を捧ささげるだけで、どんな願いも叶かなえる悪魔が現れていたのに!!」

「………………」

「大悪魔ディアボロスにできないことなどない！　できないことなど……ウオオ！　な、何もなかったのにーーーーーーーーっ!!」

「………………………………………………………」

　それは衝動的なものだった。

　急に目の前に道が開けたというか……道が目の前にあったというか。

　ほとんど無意識的に、俺はゆらりと立ち上がると──。

　スタスタと祭儀場を歩き、消えかけていた魔法陣に指から血を落としていった。

「ポタっとな」

「「「ああああああああああ～～～～～っ!?」」」

　響き渡る悲鳴。明滅を始める魔法陣。祭壇は地響きと共に崩れ、代わりに濃密な魔力が……圧倒的な存在が地の底、別の次元から近づいてくるのを感じた。

「ひ、ひ、姫さま～～～～っ!?」

「貴女あなたは一体、何をなさっているのですかーーーーーーっ!?」

　ソフィアとメモリアが大声を上げながら近づいてきた。しかし、魔法陣の中に入ることができない。彼女らは見えない壁に阻まれて、その歩みを俺の前で止めていた。

　手を伸ばせば届くような距離。しかし誰も近づけない断絶の中、俺は意を決したように叫び声を上げた。

「わたしは間違っていた！」

「え、ええ～!?」

「まずは願いを叶えるのが先だ！　優先順位を間違えていたんだ!!」

「ちょっ、ちょっと、待っ……!?」

「目の前にその手段が転がっていたら……!!　その道筋が開けていたのなら……!!」

「姫様……!?」

「他のことは、どうでもよかろうなのだーーーーーーーーっ!!」

　叫びと共に祭儀場の残骸が吹き飛んだ。

　赤き月の下、魔法陣の光も血のように赤く染まっていく。

　同時に増していく存在感。今まさに、カルディアや邪教徒たちが縋すがろうとしていた存在、大悪魔ディアボロスなる者が姿を現そうとしていた！

『ふはははははは……!!』

　高笑いと共に伸び上がる影。それはすぐに輪郭を得て、赤と黒の色を持つ悪魔、見上げるような巨体へと転じていった。

「うう、く……!!」

　この圧倒的な魔力！　人間や魔獣とは次元の違う力を感じる！

　女帝にも通じる力だ。そこにいるだけでみんな動けなくなってしまう。

　しかし俺は歯を食いしばり、自分を奮い立たせるためにも大声を張り上げた。

「悪魔よ！　大悪魔ディアボロスよ!!　よくぞ召喚に応じてくれた！」

『んん～？　小さき者よ。貴様か？　我を呼んだのは？』

「ち、違……っ!!」

「そうです!!」

　カルディアの声は俺の声でかき消した。

　その様子を見て、トゲだらけの悪魔はにんまりと嬉うれしそうに笑う。

『素晴らしい我欲だ。その欲こそがこの我、ディアボロスを呼び寄せたのだ』

『小さき者よ。貴様の望みはなんだ？　我にして欲しいことを言ってみろ』

『何でも叶えてやるぞ……ただし！　死後に魂をいただくがな!!』

「問題ない！　願いを叶えてくれるなら……そんなものはくれてやる!!」

『その躊躇ためらいのなさ……！　いい！　いいぞ！　貴様からは強い欲望を感じる！』

『さあ、願いを口にしてみろ！　月に向かって大きく叫べ！　貴様の欲望を、この美しき夜に向けて解き放つのだ!!』

『その時こそ、貴様の念願が叶う時……!!　さあ言え！　貴様の願いを言ってみろおおおおおおおおおおっ!!』

　昂たかぶる魔力は今や炎と化していた。紫色の炎に焼かれ、俺の髪の毛がチリチリと音を立てて焦げ始める。轟ごう々ごうと風の音が鳴り響き、周りの声はまるで聞こえなくなってしまう。

　しかしそんなことには一切構わず──。

　俺は……俺は！　心の底から、切なる願いを解き放った!!




「俺を、男にしてくれーーーーーーーっ!!」




　悪魔の笑い声。遠く響く人々の叫び。うねる風の音を聞きながら──。

　今、俺は、男の体を取り戻して──。

「…………あれ？」

　なってない。男の体になってないぞ？

　股間がスカスカしたままだ。胸もなんかぷにぷにしたままだぞ。

「あの……魔法の発動はまだですか？」

　恐る恐る聞いてみる。悪魔は高笑いのポーズのまま固まっていたが──。

　なぜか真顔に戻ると、おずおずといった様子で話しかけてきた。

『ええと、その……聞き間違いかな？　今、男になりたいって聞こえたんだけど』

「聞き間違いじゃないです！　俺は男になりたいんです！」

『君、女の子だよね？　なのに男になりたいの？　なんで？』

「理由なんていいでしょう!?　早く男にしてください！」

『なんなのこの意志……この子に何があったの……』

　大悪魔ディアボロスはなぜか大いに戸惑っていた。

　そんなに女が男になりたいのがおかしいのか？　そりゃ魔法の力が弱まるけど、それ以上に男に戻れる方が大事だろうが!!

　段々とイライラが募ってきた。未いまだにまごつく悪魔に対し、俺は腹立たしげに、不満をぶつけるように質問をしていた。

「何でも叶えられるんですよね？　さあ！　さっさとやってくださいよ!!」

　俺の要求に対し、ディアボロスは──。
















『か、神の定めた摂理に反する』
















「それが悪魔の言うことかッッッッッッ!!」







[image: ]

　瞬間、燃える怒りが炎と化した。

　共同墓地は爆発炎上、魔法陣の中は火柱と化し、俺とディアボロスを等しく炎で包み込んでいく。

　何もかもを焼き尽くす紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中で、俺はディアボロスの胸倉をつかみ──。

「てめえ……！　許さねえぞ……!!　絶対に許さねえ……!!」

「殺す……！　今ここでてめえの息の根を止めてやる……!!」

『ひ、ひいいいいいいいいいいっ!?』

　叫ぶ大悪魔に対し、いつまでも、いつまでも、恨みの籠ったガンを飛ばし続けるのであった──。
















エピローグ







　今回の作戦は予想以上の成果を収めた。

　多くの邪教徒を捕らえることができた。諸侯級の魔法使いを人的被害を出さずに押さえることができた。それに加えて、歴史書にも名前が載るような大悪魔を調伏してみせたのだ。俺の名声はうなぎ登り、皇女アウローラの人気は留とどまることを知らなかった。

　民衆の喜びで沸く仲春の帝都レガリアス。遠くで響く大歓声、俺を称たたえる歌を聞きながら、俺は執務室でぺったん、ぺったんと書類に判子をついていた。

「ぐうう……!!　うううう……!!」

　呻うめきながらつく判子、これは鉱山や港、新しく得た区画の管理を認めるためのものだ。

　女帝から俺へ譲渡された権益、これらは俺のものとなり、予定通り、俺の願いを叶かなえるための力となってくれる──んだが──。

　本来であれば喜ばしいことに、俺は大きな怒りを感じていた。

「うおおおおおお!!　あの悪魔めえええああああああ!!　ぬか喜びさせやがってえええええええええ!!」

　俺の憤りは、結局はそこに行き着くものだった。

　あの何でも叶えると嘯うそぶいていたクソ悪魔。大悪魔ディアボロス（笑）さんは、俺を男にすることができなかったんだ。

『それだけはできない』

「それだけが望みなの！」

『他のものにして』

「絶対に断る!!」

　なんて押し問答を繰り返して……。

　気がついたら朝になっていたんだよな。

　で、ディアボロス（笑）さんは俺の手の中で白目をむいて倒れていた。それが悪魔調伏と言われ、歴史上類を見ないほどの快挙と言われたんだが、

「俺はそんなの望んでねえよ!!」

　名声より男の体だ！　俺を男に戻してくれ！　俺を男に戻してください!!

　願いは儚はかなく風に消えるばかり。あの悪魔も姿を消して、俺たちはまた、いつも通りの日常へと戻っていった。

　残ったのは虚むなしさだけだよ、虚しさだけ。ああ、それと……。

【大悪魔でも性転換の魔法は使えない】

　こんなそびえ立つクソみたいな事実も残されていたな。

　一体、どれだけハードルが高い目標なのか。どれだけ成長すれば性転換魔法を使えるようになるのか。それは分からない。分からないが、

「だが！　俺は諦めないぞ、メモリア！」

「何をですか？」

「俺は、男に戻ってみせる！」

「は？」

「俺は絶対に、男の体を取り戻すんだ!!」

「ええ……」

　秘書官がやはり、呆あきれ顔がおで俺のことを見ていたが──。

　それはそれ！　これはこれ！　俺は絶対に諦めたりしないんだ!!

「俺は男に戻ってみせるぞ───────っ!!」

　この「わたしに都合のいい世界」で、俺は決意を新たに叫ぶのだった。







　あとがき




　何年か前、ネットでこのような創作論を目にしました。

「主人公に感情移入させるにはどうすればいいか？」

「様々なやり方があるが、『何かしらの欠損』を持たせるのが一番だ」

「主人公は何かを失う、あるいは失った状態にある」

「それを取り戻すという動機こそ、最も分かりやすく、共感しやすいものだ」

　なるほどと思いましたね。何かを取り戻すための物語、これほど感情移入しやすいものも他にないでしょう。

　次回作はそれを強く押し出した作品にしよう。主人公は何かを失う少年なのだ。

　そこまでは簡単にまとめることが出来ましたが──。

　一体、主人公は何を失ってしまうのか？

　そこが肝心要の部分なので、一度、深く考えてみることにしました。




　家族、恋人、友人……いやいや、話が重くなりすぎる。

　地位、名誉、財産……ますますドロドロじゃないか。もっと軽くしたいんだ。

　過去、記憶、精神……やりようによっては面白くなりそうだが……。




　次回作の主人公も男だ。その男にとって大事なものとは何だろう？

　無くしたくないもの。失いたくないもの。ある意味では命と同じくらいに大事なもの。

　それは──。




（おち〇ちんだ……!!）




　主人公はおち〇ちんを失った少年だ……!!

　彼は彼の分身を取り戻すため、新しい世界で奮闘するのだ……!!




　我ながら頭の具合は大丈夫だったのでしょうか？

　ま、まあ、ともあれ、こうして本作は誕生したのです。

　先述の創作論を語った人は、まさかこうなるとは夢にも思わなかったでしょうね！




　さて、ここからは関係者の方々に謝辞を。

　まずは担当編集Ｋさん、ありがとうございました！　Ｋさんの軌道修正なしでは作品自体がおかしな方向に進んでいたと思います。編集者としての確かな手腕に、重ねて感謝を申し上げたいと思います。

　次にイラストレーターの０２９さん。素敵なイラストをありがとうございました！　主人公の得意げな顔はまさにイメージ通りのもので、そばに控えるメモリア、周囲を飾るＳＤキャラも実にいい味を出していました。こだわりの部分もしっかりと反映されていて、本当にありがたく思います。

　暁先生、推薦コメントありがとうございます！　読んだ方には分かると思いますが、いわゆる「嘘は言っていない」というやつですね（笑）。真面目にボケる手法は個人的にも大好きなので、コメントを頂けて二重に良かったな、という気分です。

　他、装丁や製本、校正等、この本に関わったすべての方へ。それに何より、この本を手に取ってくれたあなたへ。ありがとうございました。楽しんでいただけたのなら幸いです。

　それでは、またの機会にお会いしましょう。ではでは。


気がつけば毛玉　　





















この世せ界かい、わたしに都つ合ごうがいいようです！








気きがつけば毛け玉だま
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